



























































トリニティ・ブラッド




Rageレイジ・ Againstアゲインスト the・ザ・ Moonsムーンズ Ⅱ

サイレント・ノイズ








吉田 直





[image: ]

角川スニーカー文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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──この小さき者の一人さえ、侮ってはならぬ。

（マタイ福音書十八章十節）






〈今度は何年だ、アベル〉

　防ぼう弾だんガラスの向こうに腰こしを下ろすなり、男は尋たずねた。すでに看守は追い払はらってある。アベル・ナイトロードは上司に言い渡わたされた数字を口にした。

「七千三百日──二十年だそうです」

〈でかいな……話を聞こうか〉

　どこか、大型の肉食獣じゆうを思わせる男だった。

　南方系特有の浅黒い顔に、しなやかに引き締しまった巨きよ軀く……伸のび放題の蓬ほう髪はつも、獅し子しの鬣たてがみを髣ほう髴ふつとさせる。垢あかじみた囚しゆう人じん服ふくさえ、その風格を損そこなうことはない。

「まず、こちらの写真をご覧ください。先月、アルビオン北方海域で、航行中の貨物船が吸ヴア血ンパ鬼イアの集団に襲おそわれました。死者八名──これは、そのときの襲しゆう撃げき者しやの一人の遺い体たいです」

　テーブルに落ちた男の瞳ひとみが、すっと細まった。

　写真の中には、まだ十になるやならずの子供の骸むくろが転がっていた。血まみれの体のあちこちにどす黒い弾だん痕こんが穿うがたれている。子供好きならずとも、目を背そむける痛々しさだ。

　だが、彼の背中から長く伸びた透とう明めいな突とつ起き──昆こん虫ちゆうの薄うす羽ば根ねに酷こく似じした器官は、それが人間ではありえないことを示していた。そして、その大きく開いた口から突つき出した獰どう猛もうな牙きばも。

〈〝妖フエ精アリー〟──吸ヴア血ンピ鬼ーでも珍めずらしい亜あ種しゆだ。どうやって斃たおした？〉

「たまたま、民間のハンターが乗り合わせてまして。なお、この海域では以前より行方ゆくえ不明になる船せん舶ぱくが続出しており……」

〈余計な解説ゴタクはいらん。Ａｘが動いたってことは、ただの吸血鬼騒さわぎじゃあるまい？〉

　頷うなずいたアベルは、もう一枚の写真を取り出した。どこかの公園で、みすぼらしい格好の子供たちが怯おびえたような目をカメラに向けている。そしてその中央の少年は──さきほどの〝妖精〟だった。

「マイケル・ダーリング、アルビオン王国ロンディニウム市出身。半年前、福ふく祉し施し設せつから誘ゆう拐かいされています。ちなみに、家系調査は完全にシロ。吸血鬼との遺い伝でん的繫つながりは皆かい無むでした」

〈つまり、行方不明の半年で〝転んだ〟と？〉

「ええ、彼は〝転向者〟──後天性吸血鬼です」

　吸ヴア血ンパ鬼イア。この〝大アル災マゲ厄ドン〟後の世界に突如現れた異種知性体の呼こ称しようは、言うまでもなく古くからの伝承に由来する。吸血行為、異常なまでの生命力、陽光・銀を致ち命めい的てきな弱点とすること……伝説にほとんど重なる〝奴やつら〟の生態だが、一つ、伝承とは大きく異なる点があった。

　すなわち、滅めつ多たに伝でん染せんしないのだ。

　伝承では吸血鬼の犠ぎ牲せい者しやもまた吸血鬼と化し、その数はネズミ算式に増えてゆくことになっている。にも拘かかわらず、現実には吸血行こう為いの被害者が吸血鬼化する確率はわずかに〇・一パーセント未満──〝転向〟と呼ばれる後天性吸血鬼化現象は、極きわめて珍しい症しよう例れいなのである。

「〝転向〟には、被害者の体質や加害者である吸血鬼の性質がかかわっていると言われてますが、その実態はいまだに解明されてません。それだけ、滅多にない症例なんです」

〈だが、皆無ではない。七人の尼僧シスターを殺害したアレクサンダー・スコット前ロンディニウム司教──あの事件を担当したのは、お前だろ？〉

　ぶ厚いが、形よく整った唇くちびるをへの字に曲げ、男は手て錠じように繫がれた腕うでを胸の前で重ねた。

〈〝珍しい〟が重なったか。だが、偶ぐう然ぜんってことも……と、誰だれだ？　このおっさんは？〉

　テーブルの上に置かれた三枚目の写真には、一人の男が写っていた。頰ほおの豊かな、いかにも慈じ愛あいに満ちた表情を浮うかべた初老の紳しん士しだ。

「前ロンディニウム総合大学医学部部長ジェームズ・バレー教授。童話作家としても知られるアルビオン貴族です。現在では引退して、所領で余生を送っておられるとか」

〈そりゃ、羨うらやましいこって。で、この幸せなオヤジが何か？〉

「ダーリングをさらったのは児童誘拐専門のシンジケートでした。Ａｘとアルビオン当局で、これを摘てき発はつしようとしたんですが……」

〈失敗したんだな？〉

「突とつ入にゆうの三分前に、アジトが吹ふっ飛びましてね」

　四枚目の写真の廃はい墟きよは、巨きよ人じんに踏ふみ潰つぶされた紙細工のようだった。飛び散った瓦が礫れきなど、文字どおり粉になるまで粉ふん砕さいされている。

〈ふん。こりゃ火薬じゃねえな〉

「調査にあたった派は遣けん執しつ行こう官かん〝ジプシークイーン〟によれば、高周波兵器の使用された痕こん跡せきがあるとか。ただ幸い、残っていた顧こ客きやくリストから、ダーリングを含ふくむ数十人の児童を買い取った人物がわかりました。それが……」

〈ジェームズ・バレー〉

「です。ちなみに彼の所領ってのは、問題の海域から三十キロと離はなれていない小島だそうです」

　あたかもその答えを予期していたかのように男は皮肉げな表情を浮かべた。

〈ふふン、なるほどな……ところで、あの陰いん気き臭くさい拳ピス銃トレ使ーロいスは？　どっちかっつーと、こいつはやっこさん向きの仕事じゃないか？〉

「神フア父ーザートレスは前回の任務で負傷しまして、ただ今、ミラノで加か療りよう中です……で、レオンさん、仕事は引き受けてもらえるんですか？」

〈俺おれ、ガキがらみの事件ヤマは嫌ヤなんだ。いろいろ、めんどくせえからよ〉

「つまり、断られると？」

〈そうは言ってねえ。刑期が二十年縮まるんなら、法サン・王ピエ宮トロだって陥オとしてやるさ〉

　よく発達した犬歯を剝むいた男の手元で、金属音が響ひびいた。不思議なことに、最前まで確かにかかっていた手錠がいつの間にか消えている。

〈すぐ出られるか？　手続きが面めん倒どうなら、俺の方で勝手に出るが？〉

「刑務所長とは話をつけてあります」

　アベルは手元のベルを鳴らした。ぶ厚い鉄てつ扉ぴの向こうから、看守が丁てい寧ねいにプレスされた僧衣カソツクを抱かかえて面会室に入ってくる。

「それではこちらに着き替がえてください、〝ダンディライオン〟──Ａｘ派遣執行官レオン・ガルシア・デ・アストゥリアス神父」

〈了シ・解セニしヨーたル〉
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「〝外〟のことを覚えてる、ウェンディ？」

　フードの奥の白い顔に、ピーターは尋たずねた。

　おりしも水平線に没ぼつしようとしている太陽の残照で、海は血の色に染まっている。今日もまた、新たな一日が始まるのだ。

「ウェンディはちっちゃいときは〝外〟にいたんでしょ？〝外〟でも、この景色は見える？」

「ええ。でも、こんな綺き麗れいじゃなかった……ううん、夕日だけじゃないわ」

　波の向こうで陽光の最後の一ひと雫しずくが溶とけて流れた。それを用心深く確かく認にんして、ようやくフードをはずすと、少女はため息をついた。

「海も森も、この島が一番素す敵てきよ。〝外〟は、大人に汚よごされちゃってるもの」

「やっぱり、〝大人〟のせいかあ。なんで、〝大人〟は悪いことばっかりするんだろ？　ウェンディたちだって──」

「やめて！」

　少女が叫さけんだ。何がそんなに恐おそろしかったのか、顔色も青く、肩かたを抱だいて震ふるえている。

「お願い、〝大人〟たちの話はやめて……私、聞きたくない！」

「ご、ごめん！　ごめんよ、ウェンディ！」

　慌あわてて、ピーターはウェンディの背中に手を回した。少女を落ち着かせようと、小さな手で懸けん命めいに背をさする。

「だいじょうぶ。だいじょうぶだよ、ウェンディ。僕がやっつけるよ！　ウェンディをいじめる奴やつは、僕がやっつける……だから、泣かないで！」

「……ん」

　そばがら色の髪かみの下で、少女はかろうじて笑え顔がおを作ることに成功した。そうだ、この島では自分が一番のお姉さんなのだ。こんなところで、弟を心配させるわけにはいかない。

「そうね、ピーターがいてくれるんだもんね……〝大人〟なんか、怖こわがらなくたって平気よね」

「うん！　僕がみんなやっつけたげる！」

「ありがと、ピーター……頼たよりにしてるわ」

　少年の頭に手を置くと、少女は軽やかに立ちあがった。もう星が見え始めている。そろそろ他ほかの子供たちが起きてくる時間だ。

「さ、ご飯の支し度たくしなくちゃ。ピーター、牛舎からミルクをとってきてちょうだい……」

　そこまで言いかけて、ウェンディは相手が自分の声を聞いていないことを知った。うわの空で天を見上げる少年の視線の先には──

「……ねえ、あの鳥は何？」

「ピーター、みんなを〝学校〟に集めて！」

　それの影かげは煙けむりを噴ふき上げながら、見る間に大きくなってくる。ウェンディは、島の中央、小高い丘の上に高い鐘しよう楼ろうを備えた白はく亜あの建物を指差した。緊きん張ちように声がうわずるのを抑おさえきれない。

「急いで！　あたしはあれを見てくるから！」

「僕も行く！」

「危ないわ！　あなたもみんなと一いつ緒しよに……」

「いやだ！　ウェンディが行くなら、僕も！」

「……まったく、しようがないわね」

　頑がん固こに主張する──そのくせ緊張に強こわ張ばった少年の頰ほおに触ふれながら、少女は苦く笑しようした。

「いいわ。じゃ、一緒にいきましょ」




「おぶ！」

　着水と同時に、飛来した計器が顔面を直ちよく撃げきした。赤い放物線を噴ふき上げてのけぞったところで、ミキサーみたいに上下左右にかき回される──最後にものすごい勢いでフロートが砂浜に乗り上げ、ようやく水上機は停止した。

「……いよう、着いたぜ、お客さん」

「し、死ぬかと思った……もう少し穏おだやかに降りられなかったんですか、神フア父ーザーレオン？　これじゃ、着水したんだか墜つい落らくしたんだかわかりゃしない」

　鼻にティッシュを詰つめこみながら、アベルはコクピットの同どう僚りようを睨にらんだ。砂浜に這はい降りれば、古めかしい機体のあちこちに亀き裂れつが走り、エンジンなどうっすら煙をあげている。

「しょうがねぇだろ。ったく、いきなり火ぃ噴きやがってよ、このポンコツ」

「ポンコツって、これ、レオンさんがどっからか調達してきた飛行機じゃないですか。なんだって、よりによってこんな骨こつ董とう品ひん……」

「あいにくと、知りあいんとこで空いてるのがこれしかなかったんだ……安かったしな」

〝金さえ出せば、飛行機から棺かん桶おけまで調達できる〟とは彼のよく豪ごう語ごするところだが、さすがに飛行機と棺桶がセットだとは思わなかったらしい。

「あ～、こりゃひどいな。たぶんこれ、弁べん償しようでかなりふんだくられますよ。帰ったら、経理の皆みなさんに何言われるか……」

「心配すんな。無線機がぶっ壊こわれてっからな。帰りたくても、当分は帰れねえよ」

「ああ、それなら安心……な、なんですって!?」

　アベルの鼻び孔こうから、勢いよくティッシュが噴き出した。優ゆう雅がに不ぶ精しよう髭ひげなどむしっている同僚に、今にも卒そつ倒とうせんばかりの顔で詰め寄る。

「む、無線機が壊れてる!?　じゃあ、私たち……ひょっとして、遭そう難なんしちゃったのでは？」

「ま、そういう見方もできるか」

「なに冷静に答えてるんですかあ！　おお、主よ、こんなとこでこんなおっさんとサバイバル人生送るぐらいなら、死んだ方がマシ──はぶわっ!?」

　この世の終わりみたいに喚わめいていた神父の声が、突とつ如じよ途と絶だえた。踏ふみ潰つぶされた蛙かえるそっくりの姿勢で砂上につっぷしているのはまだいいとして、後頭部の瘤こぶとその傍かたわらに転がった拳こぶしほどもある丸石は何だろう？

「……おい、生きてるか？」

　妙みように静かになった同僚を、レオンは興味なさげに見下ろした──答えはない。あまつさえ、ひくひくと小刻みな痙けい攣れんさえ始まっている。

「こりゃ、死んだかな？　鬱うつ陶とうしくてあつかましくて金のない男だったが、ま、悪い奴やつじゃなかった。達者で成じよう仏ぶつしろよ……っと！」

　巨きよ漢かんの腕うでがしなやかに跳はね上がった。肉厚の掌てのひらが鳴ったとき、そこには飛来した丸石ががっちり受け止められている。

「おいおい、隠かくれんぼかと思ったら、キャッチボールかい？」

　皮肉げに呟つぶやいた神父の手が翻ひるがえった。手首のスナップだけで投じられた礫つぶては、唸うなりをあげて砂浜の向こう、しんと静まった夜の森に吸い込まれる。

「…………！」

　暗い木立の間で短い悲鳴があがったときには、レオンの姿は砂浜にはない。砂を蹴けたてて疾走した巨きよ体たいは、森の中を逃にげようとする小こ柄がらな影に肉食獣けだものじみた動きで躍おどりかかっている。

「くそっ、は、はなせ！」

「……なんだ、ガキじゃねえか」

　野の良ら猫ねこみたいに襟えり首くびを摑つかまれてもがく影──その振ふり回すパチンコをスリはだしの手て際ぎわで取り上げながら、レオンは気が抜ぬけたように呟いた。

　それは、十をさほども超こえていない少年だった。この島の子供だろうか？　ぶかぶかの吊つりズボンにつぎのあたったジャンバーは、質素だが、きちんと手をかけて洗せん濯たくされている。

「ちくしょう！　はなせったら、はなせ！」

「お前めえ、この島のもんか？　親はどこだ？　誰だれか大人と話してえんだが」

「親なんか、いるもんか！　ここには、お前みたいな〝大人〟は一人だって……」

「ピーター！」

　悲鳴をあげたのは、木々の間からまろび出たもう一つの影かげだった。青いメイド服の少女──そストばローがブロらン色ドの髪かみをひっつめた十代も半ばほどの娘むすめが、月光の下で恐きよう怖ふに顔を青ざめさせている。

「ピーター、あなたはおとなしくしてて……あ、あの、貴方あなたは海かい賊ぞくさんですか？　こ、この島にはなにもありません。食料だったら、さしあげます。だからお願い、その子を放して……」

「やれやれ……俺みたいな紳ジエント士ルマンつかまえて、海賊よばわりかい？」

　じたばた暴れる少年を吊るしたまま、レオンは可能な限り愛想よく──群れからはぐれた子こ羊ひつじを発見したジャッカルみたいな笑え顔がおだった──自分的には慇いん懃ぎんと信じて疑わぬ口調で名乗った。

「はムーじチヨめ・まグしスてト、・おセ嬢ニさヨリんータ。俺は神父レオン──教皇庁の巡回神父だ。で、あっちで白目剝むいてんのが相棒の神父アベル。出張でロンディニウムに向かう途と中ちゆうで嵐あらしに遭あっちまってな……すまねえが、無線を貸してくんねえか？」
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「紅茶とコーヒー、どちらになさいます？」

「せっかくですから、紅茶を……あ、砂糖は十三杯ばいでお願いしますね♥」

　冒ぼう瀆とく的な注文に、メイド服の娘は少し驚おどろいたようだったが、やがて覚かく悟ごを決めたかのようにスプーンをせっせと動かし始めた。ほどなく、品のいい芳ほう香こうを立ち上らせるティーカップが、テーブルに置かれる。

「どうぞ。お待たせしました」

「や、ありがとうございます……ん～、いい匂においだ。アルビオン出張は、これが楽しみでしてねえ。やはり、お茶はアルビオンに限ります、うんうん」

　紅茶──というかゲル状の何か──を啜すすって、眼鏡めがねの神父は満足そうだった。すでに後頭部の痛みも引いたのか、テーブルに行儀悪く肘ひじをついたまま屈くつ託たくなく笑っている。

　食堂の窓からは、この丘おかの上の屋や敷しきを囲む森が望めた。昼間であれば、砂浜とそこに着水している水上機も見えたはずだが、今は垂れこめた夜闇のせいでなにも見えない。機体を修理しているいま一人の神父のふるう金かな槌づちの音が、ときおり磯いそ風かぜに乗って聞こえてくるだけだ。

「すいませんねえ、ウェンディさん。突然、押しかけたあげくにお茶まで御ご馳ち走そうになってしまって」

「こちらこそ、せっかくお越しいただいたのに、無線機が故障していて申し訳ございません……ご主人様が帰って来れば直してくださると思うんですけど。生あい憎にく、私ではちょっと……」

「ああ、後で神父レオンに見させましょう。あのおっさん、あれでなかなか器用なんですよ……ただ、ご主人がお留守というのは、いささか残念です。あの高名なジェームズ・バレー教授には、一度お目にかかりたいと思ってたんですよ。噂うわさにたがわぬ子供好きでいらっしゃるようだし」

　空になったティーカップを皿に置いて、アベルはもの珍めずらしげな視線で周囲を見まわした。

　とは言え、この屋敷自体はアルビオンのごく伝統的な貴カン族トリ用ー別ハ荘ウスで、さして奇き異いなものではない。だが、縫ぬいぐるみに玩がん具ぐにクリケットのバット……いかにも、幼い子供の好みそうな小物や、彼らが描かいたとおぼしき拙つたないクレヨン画がそこいら中に散らかっているのは、やはり壮そう観かんだった。まるで屋敷全体が子供部屋だ。

　ウェンディの説明によれば、このネバーランド島は元々無人島だったのを、丸ごとバレーが買いとったものだそうだ。引退を機に引っ越してきた際、身寄りのない子供を多数引き取ったのだという。これらの玩具も、その子供たちのものだ。

「いつだったか、老化の研究で女王陛下から勲くん章しようをもらったって新聞で読んだことあります。医学博士にして童話作家、しかも、子供好きな人格者……いやあ、神さまみたいな人ってのは本当にいるんですねえ」

「神様みたいな人……ですか？」

　二杯目の紅茶を注そそぐメイドの少女の表情がかすかに強こわ張ばる。だが、アベルからは見えなかったらしい。相変わらずのほほんと、

「だってそうでしょう？　世間には自分の子供だって売り飛ばしちゃう親もいるのに、赤の他人を引き取って育てるなんて……」

「そうですね、ある意味では神様かも。いえ、少なくとも私にとっては神様でした──」

「は？」

　二杯目のカップに口をつけていたアベルが目を細めたのは、別に少女の暗い口調に驚いたためではない。ただ眠ねむかったせいだ──フライトの疲つかれか、妙みように眠い。

「〝私にとっては〟って、どういう意味です？」

「そのままの意味です。私も、〝先生〟──ご主人様に拾われてきた子供ですから」

「なるほど……いわば、娘ってことですか」

「娘？　いえ……あえて言えばモルモットかしら。娘なんかじゃないわ」

　モルモットとは、またおだやかならぬ表現だ──アベルは少女をたしなめようとしたが、眠気のせいで適当な言葉を思いつかなかった。頭をはっきりさせようと、紅茶を一口啜る。

「ウェンディさん、私は思うんですが……」

「私のことなんかより、神父様……あなたのことをうかがいたいです」

　自分の前に置いたティーカップには指も触ふれず、ウェンディは口を開いた。その話しぶりには、最前までの従順なメイドの面おも影かげはない。まるで、女王のような口調でアベルに問いかける。

「神父様、あなたはどこからいらっしゃったの？」

「ローマです。国務聖省特務分室──Ａｘって部署から……」

（あれ、私、なにを話してるんです？）

　頭は重いのに、舌だけは妙に軽い。アベルは頭を振ふって、意識をはっきりさせようとした。さらに紅茶を啜るが、その甘かん味みは澱おりとなって、ことごとく意識野に沈ちん殿でんする。

「そう、もっと飲んでくださって結構ですよ……私の紅茶、おいしいでしょ？」

「…………!?」

　ぼやけかけた思考が、かろうじて警告を発した。

（しまった、紅茶の中に何か……）

　咄とつ嗟さに手を握にぎりしめる。痛みで意識を覚かく醒せいさせようとしたのだ。だが、細い指がそれを阻はばんだ。

「余計なことは考えないで、神父様」

　神父の手をそっと包み込むように握ると、ウェンディはその耳元に口を寄せた。

「私の質問だけに意識を集中なさってください……Ａｘってなんですか？」

「ウ、ウェンディさん、こんなことしてもムダ……」

「質問に答えなさい。Ａｘってなに？」

「こ、国務聖省特務分室……吸ヴア血ンパ鬼イア事件……調査……非合法的処置……」

　苦しげに呟つぶやく神父の顔を冷光を湛たたえる瞳ひとみで見下ろし、少女は頷うなずいた。

「さっきの飛行機事故も偶ぐう然ぜんじゃありませんね？　どうして、この島にいらっしゃったんですか？」

「マイケル・ダーリング……児童誘ゆう拐かいシンジケート……リスト……バレー教授……バレー教授は？　バレー教授は……どこです？」

「へえ、まだ意識があるなんて、すごいですわね。象でも歌いだすぐらいの薬量だったのに」

　感心したようにウェンディは息をついた。アベルの顔に玉を作った脂あぶら汗あせを優やさしく拭ふき取る。

「神父様は、ご主人様を探しにこられたんですの？　だったら残念でしたね。さっきも申し上げたように、あの人はここにはいません。それは本当のこと──ううん、彼だけじゃないわ。ここには〝大人〟は一人もいないの」

「どういう……意味です……」

　かちゃりと音がして、キッチンに続く扉とびらが開いた。その向こうから顔を覗のぞかせたのは、無数の子供たちだ。大おお柄がらな子、瘦やせた子、男の子、女の子……顔や体格はさまざまだが、一様に、無表情な瞳でアベルを見つめている。

「行方ゆくえ不明の……では……この島はやはり……」

「ここはネバーランド」

　次し第だいに瞼まぶたの落ち始めた神父の顔を見下ろして、ウェンディは優しく囁ささやいた。

「私たち、子供だけの島よ」




「えっと、あっちで気キヤ化ブレ器ターを繫つないで、こっちのボルトをこう締しめて……よし、これでどうだ？」

　バスンと音がして、プロペラが回り始めた。回転は次第に速まり、巻き起こした風が波は紋もんを広げてゆく。生き返った機体を、レオンは満足げに見上げた。

「は、軽いもんよ。さて、次は無線を……おい、ガキ。いつまで、んなとこでいじけてやがる？」

　砂浜で膝ひざを抱かかえてべそをかいている少年を、巨きよ漢かんは無む慈じ悲ひに振り返った。

「泣くならどっかよそ行けよ。うざってえ」

「……僕、ウェンディを守れなかった」

　ピーターの顔は暗くて見えなかったが、ぐすぐすと鼻水を啜すする音が聞こえてくる。

「約束したのに……ウェンディを守るって約束したのに……僕、おじさんに負けちゃった……」

「あー、いちいち泣くな！　それと、誰だれが〝おじさん〟だ！」

　機体から無線機をとりはずしながら、レオンは怒ど鳴なった。

「俺ぁ、こう見えてもまだ三十みそじ前だ！　オッサン呼ばわりされる筋合いはねえ……で、なんだって？　負けて悔くやしい？　バカか、てめえは。子供ガキの分際で大人に勝てるとでも思ったか？」

「勝てないの？」

「勝てねえよ。子供は大人に勝てねぇ──そう決まってんだ」

「き、決まってるの？」

「ああ、決まってる……いかん。やっぱ、ダメだわ、こりゃ」

　黒焦こげの無線機を絶望的に見下ろして、レオンはため息をついた。これを修理するぐらいなら、狼煙のろしでもあげていた方がまだ希望が持てる。

「おい、ガキ。俺の連れ──あの、頭悪そうなメガネがいたろ？　あいつを呼んできてくれ」

「眼鏡の神父さん？　わかった。待ってて」

「あ、ちょっと待て」

　走り出そうとした少年を、レオンは呼び止めた。肉厚の掌てのひらを差し示すと、さも大げさに顔をしかめる。

「さっきのあれな、なかなか痛かった。ガキにしちゃ、お前、見こみあるぞ」

「ほんと？　おじさんぐらい強くなれる？」

「ま、俺の次ぐらいにはなれるかもしれん」

　ピーターの顔がほころんだ。これ以上はないほどにこにこしながら、

「やった……僕、〝失敗作〟だから、ひょっとしたら強くなれないかと思ってたよ。そっかー、〝大人〟になれば、僕だって〝成功例〟にも勝てるようになるんだ！　ありがと、おじさん！」

「〝失敗作〟？　〝成功例〟？」

　その奇き妙みような言葉をレオンが聞き咎とがめたとき、少年はいっさんに丘おかに向かって走り出している。

「おい、ちょっと待て！　その〝失敗作〟っつーのは……ありゃ、もう行っちゃったよ」

　遠く、木立の向こうに消えて行く背中をしばし見送ってから、レオンはぼりぼりと頭を搔かいた。

「ったく、だからガキは嫌きらいなんだ、面めん倒どうくせえ……にしても、あのへっぽこ、なにもたくさしてやがんだ？　もし茶でもゴチになっててみやがれ、ヤキ入れてお婿むこにいけない体に……ん？」

〈いたよ〉〈いたいた〉〈ここにいた〉

　無線機の残ざん骸がいを抱えて、浅あさ瀬せをじゃぶじゃぶ歩いていたレオンの足が、ふと止まった。底光りする瞳が用心深げに周囲を見み渡わたす。

「……ぼうずか？」

〈ちがう、ちがうよ……〉〈ボクたち〝ぼうず〟なんかじゃない〉

　くすくす笑う声は、幾いく人にんかの子供のものだ。だが、どこから聞こえてくるのか？　すぐ耳元で囁きかわしたかと思えば、次の瞬しゆん間かんには森の向こうから谺こだましてきているような気もするが……

〈どこ見てるの？　こっちだよ！〉

「……うおっ!?」

　背後を振ふり返って、レオンはのけぞった。

　エンジン音が一段と高まったかと思うと、いきなり水上機が水面を滑すべり始めたのだ。

「わ、わわっ！」

　逃にげる間もない。ましてや係留索ロープがいつはずれたのか訝いぶかしむ暇いとまなどあろうはずがない。巨きよ大だいなフロートが神父にのしかかり、何かが割れる鈍にぶい音とともに、海面からどす黒い気き泡ほうがあがった。

「やっつけた？」「やっつけたやっつけた」「ちぇ、僕も運転したかったのに～」

　神父を下した敷じきに停止した水上機の操縦席から、ひょっこり顔を覗のぞかせたのは、三人の子供だった。おのおの海刀カトラスや短たん槍そうを片手に持ち、縞しま模も様ようの水夫服に付け髭ひげや眼帯をはめている。

「なんだ、軽いもんだったね」

「だって、〝大人〟だもん。あんなもんだよ。この前なんかさあ……」

「さ、死体を引き上げましょ。鮫さめが寄ってきたら、追い払うのが面倒だもの」

　おぞましい会話をあどけない口調でかわしながら、三人の海かい賊ぞくはかろやかにコクピットから飛び降りた。鼻歌混じりに浅あさ瀬せを渡ると、死体が沈しずんでいるあたりを覗きこむ。

「どう？　死んでる、カーリー？」

「待って、おかしい……血の匂においがしないわ」

　リーダー格の娘──カーリーが不ふ審しんげに鼻を鳴らした。ホオジロザメに匹ひつ敵てきする彼女の嗅きゆう覚かくが捉とらえているのは、磯いその香かおりと何かの金属臭しゆうだけだ。

「ねえ、これ見てよ！」

　海中に沈んでいるのは二つに裂さけた無線機だ。これがここに転がっているということは……

「いよう、諸君。鬼おにごっこかね？」

　大だい胆たん不ふ敵てきを音声化したような声だった。

　いつの間に、あんなところまで移動したのだろう。長い黒くろ髪かみを潮風になぶらせた神父が、岩場の上でにやにやと笑っていた。

「楽しそうだなあ。おにいさんも交ざっていいかな？　輪投げ遊びなんか、得意だぜ」

　嘲ちよう弄ろうとともに、レオンは手首で涼すずしい音をたてている腕ブレス輪レツトに指を滑らせた。小さな金属音をあげて極ごく薄うすの銀刃──単結晶構造セラミックスに銀分子を蒸着コーティングしたもの──が滑り出す。

　だがそのときには、子供たちの姿にも激げき烈れつな変化が起こっていた。

　低い唸り声が漏もれたかと思うと、捲めくれた唇くちびるから長い牙きばがせり出してきたのだ。音をあげて裂けた上着の背中では、透とう明めいな羽根がはばたき始める。

「ははン、こりゃあいい……探しまわる手間がはぶけたぜ、妖よう精せいども！」

　指先で戦チヤ輪クラムを回す神父の声に、鋭するどい羽音が重なった。少女の形をした妖精の姿がかき消えたかと思うと、転てん瞬しゆん、レオンの直上に短槍を逆しまに構えた影かげが浮うかび上がっている。

「いただきっ……！」

　鈍い音が響ひびいた──短槍に抉えぐられた岩が砕くだけ散ったのだ。だが、半瞬前まで立っていた神父の姿はない。飛散した岩の欠片かけらが水飛沫しぶきをあげたときには、まるで猫ねこみたいに体を丸めて、十メートルは離はなれた浅瀬に降り立っている。

「ちっ、はずした！」

　逃がした獲え物ものを睨にらむ少女。だがそのとき、少年の一人が甲かん高だかい声で叫んだ。

「カーリー、気をつけて！」

「え……きゃああああっ！」

　忠告はかろうじて間に合った──まるで、輪投げの輪っかみたいに短槍の周囲を回転しながら這はいあがってきた戦チヤ輪クラムは、とっさにのけぞったカーリーの顎あごをかすめて夜空へと舞まいあがった。そのまま優美な円えん弧こを描えがいて、主あるじの指先へと戻もどる。

「だいじょうぶ、カーリー!?」
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「だ、だいじょうぶ……でも、気をつけて！　こいつ、ただの〝大人〟じゃない！」

　悪魔のような手て際ぎわのよさだ。交錯の刹せつ那な、突つき降ろされた槍やりを回かい避ひしたのみならず、戦チヤ輪クラムを槍の軌き道どう上じように挿そう入にゆうしてのけるとは！

「よくもやったな！　許さないぞ、大人め！」

「ははン？　許さなかったらどうしよってんだ、クソガキども？」

　戦輪を指先で回転させながら、レオンはせいぜいあこぎな表情で笑った──背中がびっしょり冷ひや汗あせをかいているのは内ない緒しよだ。

（こいつら、迅はええ！）

　常人ノーマルを遥はるかに超こえるレオンの反射神経でも避よけるのがやっとだった。相手が一いつ匹ぴきだったからまだよかったものの、三匹にコンビネーション組んで襲おそいかかられては、防ぎようがない。

「やべえな、あれはまだやりたかないし……む？」

　妖精たちは静止ホバ滞空リングしながら、こちらを睨みつけている。だが、レオンの注意を引いたのは、視界をよぎった白い煙けむりだった。

「なんだ、この霧きり？」

　妖精たちが静止ホバ滞空リングする直下の海面から、猛もう烈れつな勢いで霧が噴ふき出していた。熱はない。にも拘かかわらず、海水が激しく沸ふつ騰とうしているのだ。

「ひょっとして、これは……や、やべっ！」

　霧化現象──高周波に分子間結合を崩くずされた海水が、常温であるにも拘らず気化を始めたのだ。そしてそれは、高速振しん動どうする薄うす羽ば根ねから超ちよう音おん波ぱを発生させる妖精特有の──

「「「死んじゃえっ！」」」

　慌あわてて身を翻ひるがえしたときにはすでに遅おそい。甲高い声がハモると同時に、不ソニ可ツク視・ブのレー刃ドが海を断ち割りながら、神父レオンに襲いかかった。
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「あ、あれ、ここは？」

　病院の匂い──アルコールとエーテルの香りで、アベルが目覚めたとき、そこは真っ白な部屋だった。まだぼんやりした頭を振ふりながら起き上がろうとして、無様に失敗する。両手両足がベッドにがっちり固定されていたのだ。

「おかしいな。私、どうしてこんなとこに？」

　記き憶おくは、紅茶を御ご馳ち走そうになったあの食堂の情景で途と切ぎれている。だが、常夜灯の光が照らすこの室内に並んでいるのは、薬やく品ひん棚だなに手術用ライト、錆さびの吹いたメスや鉗かん子し、そして……

「あ、そこの人！　ここは……ひっ！」

　暗がりに佇たたずむ人影に声をかけた神父の声帯が、ひっくり返ったような奇声をこぼした。

　人影──巨きよ大だいなガラス瓶びんの中でホルマリン漬づけになっていたのは、幾いく十人もの子供たちだ。しかも、どれをとっても尋じん常じような姿ではない。腹や背中に刻まれた大きな手術痕あともさることながら、背中に小さな羽根の生えかけたもの、奇き怪かいにねじくれた角が後頭部を突き破っているもの、額に突き出した瘤こぶから第三の目を覗のぞかせているもの……

「い、いったい、なんなんです、これ!?　いや、だいたいここは……あ、ヤバい!?」

　蝶ちよう番つがいのきしむ音に、慌あわててアベルは頭を落とした。室内に入ってきた足音は、ひたひたと手術台の方に近寄ってくる。常夜灯の光が、その手の握にぎる鋭いメスに反射した──かなりマズい。

「おじさん、起きてる？」

　囁ささやいた声は幼い少年のものだった。

「おじさん、寝ねてる場合じゃないよ、早く起きて！」

「え……あ、あの、君は？」

「あ、起きてたんだ……」

　狸たぬき寝入りをやめて薄目を開けたアベルの顔を見下ろし、その少年は安あん堵どの息をついた。

「僕はピーター。時間がないんだ。おじさん、僕と一いつ緒しよに来て」

「は？」

　ストラップを切断しているピーターの声は硬かたい。あるいは、これも何かの罠わななのだろうか？

「さ、早く起きて！　じゃないと、みんなに見つかっちゃうよ！」

「あ、あの、君はいったい……」

「説明は後。まず、あの空飛ぶ機械のところに行かないと……あ、これ、おじさんのだよね？　向こうに落ちてたよ」

　拳けん銃じゆうを神父の懐ふところにねじこむと、ピーターは強ごう引いんにアベルの手を取った。相手が立ちあがるのももどかしげに、部屋の外、暗い廊ろう下かへと連れ出す。

「こっち！　こっちに海岸に出る道があるんだ」

「道って……うわ、すごいな。これ、トンネルですか？　軍事基地、いや、それ以上だ」

　地下道の高い天てん井じようを見上げてアベルはため息をついた。ここがどのくらいの深さかは知らないが、なみの金と手間でできる代しろ物ものではない。

「いったい、誰だれがこんなもの……」

「〝先生〟だよ。上の〝学校〟もここも、全部あいつが作ったんだ」

「〝先生〟？　それは、バレー教授のことですか!?　すると、さっきの手術室の子供たちは……」

「〝失敗作〟……僕と同じで〝転向〟できなかった仲間」

　先を歩くピーターの背中が苦く吐はき捨てた。溢あふれるような怨えん嗟さと敵意、そして恐怖がないまぜになった声はかすかに震ふるえていた。

「〝先生〟や他ほかの大人たちにひどいことをされた子供たちだよ。輸血されたり、おなかや背中に変なものを植えつけられたり……ウェンディがあいつらをこの島から追い出さなかったら、僕もあのビンの中に入ってたかもしれない」

「追い出した？　バレー教授をですか？」

「うん。ちょうど二週間ぐらい前かな？　〝てぃんかーべる〟の実験のときにね」

「〝てぃんかーべる〟？　実験？」

　少年の説明はいま一つ要領を得なかったが、それでもこの島で容易ならざることが起こったことはアベルにも推測がつく。

　おそらくは実験体の反乱──この島に大人がいないのはそのためだ。

（二週間前というと例のシンジケートのアジトが吹ふっ飛ばされた直後ぐらいですね。すると、現在この島をコントロールしているのは……）

　地下道の終着点はぶ厚い鉄の扉とびらだった。幸い、鍵かぎはかかっていなかったようだ。軋きしみをあげて開いた扉の向こうには、夜の森が月光を浴びて静かに沈んでいる。ピーターは用心深く周囲を見まわしたが、人の気配はないようだ。

「こっちだよ、おじさん！　早く！」

「い、今、行きます……えっと、それでですね、ピーター君。追い払われた教授はどこに？」

「知らない。助手はほとんどやっつけたけど、あいつは空飛ぶ機械で逃にげてったから……」

「ふむ……あれ、ちょっと待ってください？　そもそも、君はウェンディさんのお友だちですよね？　それが、どうして私を逃がすんです？」

「……僕は〝外〟に行きたいんだ」

　早足に歩いていた少年の足がふと止まった。振ふり返ると、すがるような目で神父を見上げる。

「僕は外の世界に行きたい……だから、おじさんに連れて行ってもらうことにしたんだ。あの空飛ぶ機械で、外に行けるんでしょ？」

「え、ええ……でも、どうして？　どうして、外に行きたいんです？」

「大人になるためだよ」

「……は？」

　予想外な答えにアベルは面食らった。思いつめたようにこちらを見上げている少年の顔に向けて、問いを重ねる。

「大人になるって……どうして？」

「もちろん、強くなるためさ」

　当然じゃないか──ピーターの表情には、微み塵じんの迷いもない。

「〝先生〟はみんなにひどいこととか、いやらしいことばかりしてた。特にウェンディは毎日、いじめられて泣いてたよ──だから、みんな、大人が嫌いなんだ。また、いじめられるんじゃないかって。でも、僕は大人になりたい……僕はウェンディのことが大好きだから、大人になっても、絶対にウェンディをいじめたりしない。〝失敗作〟の僕でも、大人になれば、強くなって、ずっとウェンディを守ってあげられる──でしょ？」

「いや、あの、その、それは……」

　すべてを信じて疑わないひたむきな視線に、アベルが返すべき言葉に詰つまったとき──

「……なにしてるの、ピーター？」

「ウ、ウェンディ！」

　そばがら色の髪かみをなびかせた少女が、青い目で二人を見下ろしていた。いや、彼女だけではない。背後には、十余りの小さな影かげが闇やみに沈しずんでいる。

（まずい……）

　アベルのこめかみを、冷たい汗あせが落ちた。

　彼ら全員が、〝妖よう精せい〟なのだろうか？　吸きゆう血けつ鬼きの中でも、彼らの戦せん闘とう力りよくは高いほうではないが、いかんせん数が多すぎる。

「あなたが、そんなに私のことを想おもってくれてたなんて……」

　それまで氷の彫ちよう刻こくのように強こわ張ばっていたウェンディの表情が、ふと和なごんだ。冬薔薇ばらの蕾つぼみがほころぶように微笑ほほえむと、ピーターの方へ歩き出したのだ。アベルが制止する間もない。ふらふらと前に出た少年の体に、少女は腕うでを回した。

「ありがとう、ピーター。私、とても嬉うれしいわ。あなたのことが好き。とても好き……でもね」

「い、いけないっ！」

　アベルが手を伸のばす。だが、彼らの間に割って入ろうとしたときにはすでに遅おそい──抱だき合う二人の間から鈍にぶい音が聞こえた。

「でもピーター……あなたには、がっかりだわ」

「あ……」

　濁にごった音がピーターの口からこぼれた。信じられないという顔のまま、壊こわれた人形のように膝ひざが落ちる──駆かけ寄った神父の腕に頽くずおれたとき、少年の体はすでに小刻みな痙けい攣れんを始めていた。

「ピ、ピーター君！」

「さよなら、ピーター。大人になりたいだなんて気を起こさなければ、ずっと仲良くやれたのに」

　ウェンディは悲しげに俯うつむいた。

　ここはネバーランド、永遠の島だ。ここにいる限り、どんな心配も必要ない。飢えることも、渇かわくことも……そして、醜みにくい大人になることも。

「どうして、大人になりたいだなんて思ったのかしら？　ずっと子供でいてくれれば、私……」

「子供？　いいえ、彼はもう立派な〝大人〟でしたよ」

　かすかに震ふるえる声が少女の独白を遮さえぎったのは、そのときだった。

「あなたとは違ちがい、彼は運命から逃にげなかった……立派な大人です。その彼を貶おとしめることは許しません」

「……そういえば、綺き麗れい事ごとのお好きな神父様がまだいらっしゃったのね」

　立ちあがった神父の背に、ウェンディは冷笑を向けた。おそらくは必要以上に禍まが々まがしい表情を浮うかべると、

「人間の血は久しぶりだわ。ここのところ、牛や鶏にわとりの血ばかりだったから……」

　柔やわらかいものが擦こすれあう音が響ひびいた。少女の背中から伸びた薄うす羽ば根ねが、夜気に広がったのだ。さらに、その背後の子供たちの影も、次々と夜の種族のそれへと変わってゆく。

　小さな唇くちびるから鋭するどい牙きばをこぼしながら、〝妖精〟の女王は笑った。

「ごめんなさい、神父様……かわいそうだけど、このネバーランドの秘密を知った大人を外に帰すわけにはいかないの！」

　羽虫のような羽音が一いつ斉せいに高まった。颶ぐ風ふうと化した幼アンいフア殺ン戮テ者リたブちルが背の高い影めがけて殺さつ到とうする。そのスピードの前に、アベルの肉体はあっけなく消し飛び──

「……え!?」

　確かに交こう錯さくの瞬しゆん間かん、神父の姿はかき消えていた。だが、それは妖精たちの牙によるものではない。あたかも彼がそこにいた事実そのものが噓うそであったかのようにアベルの姿は消失していた。

「消えた……そんな馬鹿な!?」

　そして、いきなり消失した目標に咄とつ嗟さにウェンディが視線をさまよわせたのと、六つの火薬音が炸さく裂れつしたのとはほとんど同時だった。銀の銃じゆう弾だんに両の薄羽根を抉えぐりとられた三つの影が、砂すな煙けむりと悲鳴をあげて地面に突つっ込んだのは、それからわずかに半はん瞬しゆん遅おくれてのことだ。

「なッ……!?」

「……残ざん酷こくな童話の時間は終わりです、ウェンディさん」

　砂浜に張り出した木の枝の上、月明かりに浮かぶ影が静かに告げた。

　夜のヴアン種族パイアにとって致ち命めい的てきな毒素──銀の銃弾を受けて悶もだえ狂くるう子供たちの姿を痛ましげに見下ろすのは、冬の湖にも似た青い瞳ひとみだ。そして、その右手に握にぎられた旧パー式カツ回シヨ転ン・拳リボ銃ルバーの銃口からは残ざん忍にんな獣けものの牙のように白い硝しよう煙えんが立ち上っている。

　だが、いつ跳ちよう躍やくしたというのか？　しかも、高速を誇ほこる妖精たちの攻こう撃げきを回かい避ひしたのみならず、おそらくはコンマ一秒にも満たぬ刹せつ那なに六発もの銃弾を正確に撃ちこんでのけるとは！

「あ、あなた、いったい何者!?」

「私はアベル・ナイトロード巡じゆん回かい神父」

　悲しげに答えた神父の手が鋭く翻ひるがえったかと思うと、拳けん銃じゆうから空になった回転シリ弾倉ンダーが落ちた。白い煙の糸を引いて砂の上に転がったときには、新たな弾だん倉そうが新たな弾だん丸がんとともに装そう塡てんされている。

「そして、Ａｘ派は遣けん執しつ行こう官かんとしての名は〝十字架クルを背ース負う者ニク〟……ウェンディさん、あなたたちを殺人ならびに海かい賊ぞく行為の容疑で逮たい捕ほします。武器を捨てて投降してください」
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「なにが逮捕だ、この〝大人〟め！」

　甲かん高だかい喚わめき声とともに、砂を吹ふき散らして二つの影かげが動いた。大おお柄がらな少年と瘦やせた子供が同時に地を蹴けったのだ。ウェンディが止める暇いとまもない。神父の前後を絶ぜつ妙みような時間差で挟きよう撃げきする。

「──駄だ目めですよ、その程度では」

　まるでそこだけ別な生物であるかのように動いた神父の右手が背中に回った。真後ろから肉にく薄はくしていた子供の肩かたに二発の銃弾を撃ちこんだのだ。さらにその反動リコイルで前方を向いた銃じゆう口こうは、突とつ進しんしてきた少年の薄羽根を無む惨ざんな蜂はちの巣に変えている。

「くっ……カーリー、あれを使うわ！　みんなを集めて！」

　撃げき墜ついされた二人が地面に墜おちるより早く、ウェンディは次の指示を出していた。まさか、たった一人にあの切り札を使うはめになるとは信じられないことではあったが……ぼやぼやしていては、このネバーランドが滅ほろぼされてしまう！

　一方、楽園の破は壊かい者しやはと言えば、歯は嚙がみする少女に向けて切実な声で叫さけんだ。

「ウェンディさん、お願いですから降こう伏ふくしてください！　私は貴女あなたたちを傷つけたくない」

「傷つけたくない？　お優やさしいんですのね、神父様……でも、お気き遣づかいは無用ですわ！」

　大きく展張した羽根からあれに向けてコマンドを送りながら、ウェンディは唇を吊つり上げた。コンマ数秒で、あれの待機信号が人間には聞こえない空気の振しん動どうとなって返ってくる。だが、そのときには毒どく蛇へびのように旋せん回かいした神父の銃口が、一番近くを飛ひ翔しようしていたカーリーを照準ポイントしていた。

　ウェンディは躊ちゆう躇ちよしなかった。

「システム〝ティンカーベル〟……起動！」

「……なっ!?」

　刹せつ那な、神父の喉のどから驚きよう愕がくの声が漏もれた。

　確かに少女の翼を狙ねらった弾たまがぎりぎりで逸それ、背後の松枝を叩たたき折ったのだ……いや違う！

「避よけた!?　そんな馬鹿な……くっ！」

　鋭い爪つめの一いつ閃せんをかろうじて回避した神父は、最小限の動きで銃口を照準した。今度の目標はウェンディ自身だ。だが、トリガーを絞しぼろうとしたその瞬間──

「っ！」

　短たん剣けんに裂さかれた肩を抱だいて神父はよろめいた。さらにそこに石いし礫つぶてが飛来する。これはスウェーで避けるも、まるでその動きを待ち構えていたかのように、別の妖よう精せいが正面から突っ込んできた。咄とつ嗟さに銃口を掲かかげようとしたところ、足に激しい痛みが走る──いま一人の妖精の爪が肉を抉えぐったのだ。思わず拳銃を取り落としたところで、正面からの激しいタックルにバランスを失ったアベルの体は、まっさかさまに砂浜に転落していた。

「ふふふ……どうしたんですの、神父様？」

　激しく背中を打ちながらもかろうじて身を起こしたアベルに、ウェンディは柔やわらかく笑えみかけた。その周囲を、妖精たちが女王を守る蜂のように一糸乱れぬ動きで静止ホバ滞空リングしている──いや、これは一つの機械だ。それもとびきり精密な。

「馬鹿な、こんな連係攻撃が……」

「それができるんです──私たちにはね」

　丘おかの上で鐘かねを揺ゆらしている〝学校〟の鐘しよう楼ろうを、ウェンディは誇らしげに仰あおぎ見た。羽根越ごしに伝わってくる人間には聞こえない波長の音色に、目を細める。




　ティンカーベル・システム──この〝大アル災マゲ厄ドン〟前のロストテクノロジーは、マスター＆スレイヴ方式の戦術統制システムだ。指揮ユニットであるウェンディに埋うめ込まれたマスターチップが彼女の思考を〝学校〟に送信し、〝学校〟の電動コンピ知性ユーターがそれを特とく殊しゆな低周波に変へん換かんして、妖精たちのスレイヴチップに発信する。それぞれのスレイヴチップは妖精たちの思考・感覚までも制せい御ぎよしており、これにより群れは、ウェンディの意思によって完かん璧ぺきに統制された一個の〝群体〟と化すのだ。




「つまり、今、みんなは私で、私はみんな……ほら、こんなふうに！」

〝妖精〟たちが、一いつ斉せいに羽根の回転速度をあげた──マイクロ秒単位まで完璧に同調したはばたきに、桁けたはずれの高周波が発生し始めた。大気中の水分子がたわみ、白い旋せん風ぷうと化してなすすべもなく立ち尽つくす神父を叩たたく。

「……くっ！」

「ご安心を、神父様。すぐすみます……」

　空気の刃やいばからなすすべもなく顔を庇かばうアベルに、ウェンディは優しく死を宣告した。

「さあ、跡形もなく吹き飛ばしてあげますわ！」

「吹き飛ばす？　そりゃこっちの台詞せりふだぜ」

　刹那、勝ち誇ほこる少女の鼓こ膜まくを叩いたのは、皮肉げなダミ声と──耳をつんざく爆ばく音おんだった。

「……なっ!?」

　咄嗟に丘の方を振ふり返ったウェンディの顔が、黄金色の炎ほのおにあかあかと照らし出される。そして、その炎の中で、無む惨ざんに倒とう壊かいしてゆく影は──

「が、〝学校〟が……！」

「ティンカーベルだかなんだか知んねえが、大人をなめんじゃねえぞ、クソガキども！」

　爆ばく炎えんをバックに、巨きよ大だいな影が仁に王おう立ちになった。炎の照り返しを受けた悪あつ鬼きもかくやのその姿に、少女の目がこぼれんばかりに見開かれる。

「そ、そんな！　あなた、死んだはずじゃ……!?」

「あれくらいで、この俺様がくたばるかよ……こいつを持ちだしてたんで、ちょい暇ひまくっただけさ」

　不敵に笑った黒くろ髪かみの神父──レオンは、手にしたそれの紡ぼう錘すい状じようの先端を丘の上に向けた。救難信号を打ち上げる信号銃にも似ているが、もっとごつい。太い鉄パイプにトリガーと簡易照準器をくっつけたような、不格好極きわまる代しろ物ものだ。

「こいつはもともと戦車相手に喧けん嘩かするためのもんだが、使い方次第じゃ、トーチカでも吹ふっ飛ばせる……そら、こんなふうに！」

「や、やめ……！」

　制止する暇いとまもない。銃じゆう口こうから、間の抜ぬけた発射音と凄すさまじい煙けむりが噴ふき上がった。亜音速で射うちだされた成せい形けい炸さく薬やく弾だん頭とうが、丘の上の鐘楼へ黄金色の帯を描えがいたのだ。

「…………！」

　その次に起こったことは、あたかも轟ごう音おんに破砕された夜気の欠片かけらが、小さな体を刺さし貫つらぬいたかのようだった。爆炎が鐘しよう塔とうを吹き飛ばした直後、ウェンディを守っていた妖精たちは、一斉に地上に墜おちている。

「ティ、ティンカーベルが……みんなが！」

「おら、やっかいなもんはカタしてやったぜ！　いつまでへばってやがる、〝クルースニク〟！」

　咆ほえるレオンの視線が自分の背後に注そそがれていることに気づき、ウェンディは慌あわてて振り返った──否いな、振り返ろうとした。

「……本当に残念です、ウェンディさん」

　銃じゆう声せいに重なった声は、とても悲しげだった。




　　　　Ⅳ




「だから、ガキがらみの事件は嫌いやだっつーたんだ……いろいろめんどくせえからよ」

　砂浜の上に胡座あぐらをかいたまま、黒髪の神父は葉巻に火を点つけた。気のない声と煙をまとめて鼻の孔あなから吐はき出すと、面めん倒どう臭くさげに振り返る。

「で、どうだ、そっちのガキは？　死んだか？」

「だいじょうぶ……気絶してるだけです」

　意識のないピーターの脈をとりながら、アベルはため息をついた。その周囲には、妖よう精せいたちが累々と昏こん倒とうしている。

　だが、彼らをどうすればよいのだろう？　このまま夜明けを待つのか？　それとも、教皇庁なり、アルビオン当局なりに引き渡わたすか？　子供たちにこのような運命を押しつけた男は、すでにここにはいない。いったい責任をとるべきは誰だれなのか？

　疲つかれたような同僚の横顔をレオンはじろっと見たが、ただ、尻を払って立ちあがると、不ふ機き嫌げんげな口調で促うながしただけだ。

「さ、そろそろ引き上げるぜ……だが、その前に用事を片付けんとな」

「用事？　なんか、まだありましたっけ？」

「あるんだよ……おい、そこどいてろよ。あぶねえぞ」

「なっ!?」

　こちらに向けられた巨大な銃口に、アベルの顔がひきつった。対シユ戦トル車ム・拳ピス銃トルの照しよう準じゆんをアベルの足下──ウェンディの血に汚よごれた顔に凝こらしたまま、再度レオンは警告した。

「どけよ……そいつをすっとばす」

「な、なに言ってるんです！　この娘こは……」

「その娘むすめは犯罪者だ──何人も人を殺し、何隻せきも船を沈しずめた、な」

　巨きよ漢かんの顔からは、陽気な表情は拭ぬぐったように消えていた。苦しげに視線をそらそうとするアベルの顔にひたと目を据すえたまま、一言一言、刻みつけるように言い放つ。

「忘れたか？　俺たちの受けた指令は、この島の吸ヴア血ンパ鬼イアを殲せん滅めつ、もしくは逮たい捕ほして連れ帰ることだ」

「そ、そうです！　だから逮捕して……」

「ローマに連行するのか？　十中八九、かえって残ざん酷こくなことになるぜ。なんせ、人為的転向例の貴重なサンプルだ。死ぬこともできないまま、何百年も人体実験の材料にされるだろうな」

「…………！」

　きつく結ばれたアベルの唇くちびるが白く変わった──確かにありうることだ。そしてそれは、確実に、死よりもおぞましい運命をこの少女に与あたえることとなる。

「じゃ、じゃあ、どこか遠くに逃にがして……」

「何十人も殺した犯罪者をか？　この娘の不幸には俺も同情する。だが、だからといって、お前、こいつに不幸にされた連中のことを都合よく忘れちまうのか？」

「で、でも、彼女はまだ子供ですよ！」

「子供でも許されないことはある──こいつのやったことはそれだ。それにここで見み逃のがせば、またどこかで同じことをやるぞ。そのとき、お前、責任をとれんのかよ？」

「う……」

　アベルは言葉に詰つまった。

　確かにレオンの言うことは正しい。そしてこれは、この幸さち薄うすい少女への彼なりの慈じ悲ひなのだ。だが、だからといって……

「酷ひどいと思うなら、この娘のために祈れ。祈ってやれ。派遣オレ執行官たちにも祈りは許される。だが──哀あわれみは許されん」

　引き金に指がかかった。なおも少女をかばおうとするアベルを強引に押しのけると、目標の頭にその弾だん丸がんを──

「や……めて……」

　か細い声に、巨漢の動きが止まった。

「やめて、ウェンディを殺さないで……」

　倒たおれた少女に覆おおいかぶさった少年が、弱々しく顔をあげた。この期ごにおよんで、まだ彼女を守ろうというのか？

「どけ、ガキ。一いつ緒しよに撃うち殺されてえか？」

「やめて、ウェンディを殺さないで……ウェンディは優やさしいんだ。〝失敗作〟の僕をいじめなかった……僕みたいな〝失敗作〟を……」

「ガキ……その娘はな、何隻もの船を襲おそって、人を殺してるんだ。許すわけにはいかん」

「実験だったんだ……戦せん闘とう力りよくのテストとか言って、ぜんぶ〝先生〟に命令されて……〝先生〟を追い出してから、ウェンディは一人も殺しちゃいない！」

　本当のことだろうか？　アベルたちを問答無用で排はい除じよしようとした彼女の行動から考えてそれは疑わしい。だが、ピーターの弁明は、必死だった。

「それでも、ウェンディを殺すの？　命令されて人を殺したから？　神父様、ウェンディは人殺しなんか本当はしたくは……」

「……余計なこと言わないで、ピーター」

　蚊かの鳴くようにか細い声が、弁明を遮さえぎった。

「余計なことは言わないで……その人の言うとおりよ。私は生きているべきじゃない」

「ウェンディ！」

　羽根を失った妖よう精せいが、うっすらと目を開いていた。まだ、立ちあがれるほどには回復してはいないようだが、それでも意識は戻もどっているらしい。弱々しいが、明めい晰せきな声で、言葉を継つぐ。

「神父様もたいしたことないのね。大口叩たたいておいて、一発で仕止められないなんて……さっさととどめを刺さしてください」

「な、なに言ってるのさ、ウェンディ！」

　驚おどろいたピーターが、少女にとりすがった。

「なんで、ウェンディが殺されなきゃいけないのさ！　ウェンディをこんな体にしたのも、船を襲わせたのも、全部〝先生〟たちじゃないか！　それがなんで……」

「ピーター、もう駄だ目めなのよ……」

　少年を見つめるウェンディの瞳ひとみは、母親のように優しい。そして老人のように諦てい念ねんと疲つかれが滲にじむ声で、

「もう駄目。ネバーランドは、私たちの子供の時間は終わったわ。大人たちが私たちを見逃すわけがない。捕つかまったら、死ぬよりも辛つらい目にあわされるに決まってる……わかりなさい。その神父さんは、私に慈悲をかけてくれているのよ」

「そ、そんなことないよ！」

　すがるように、ピーターは〝大人〟たちを見上げた。あたかも、相手が神様かなにかであるかのように訴うつたえる。

「お、おじさんたちはそんなことしないよね？　ウェンディたちにひどいことなんて……」

「…………」

　レオンの表情は彫ちよう像ぞうのように動かない。アベルでさえ、言葉を探しあぐねて沈ちん黙もくしている。

「わかってます、神父様……私たちは仕方がない。でも、せめてピーターは……この子は助けて……」

「いやだ、ウェンディ……やめて、おじさん！　ウェンディを殺さないで！」

　傷ついた体のどこにこんな力が残っていたのか──レオンの巨きよ腕わんにしがみついたピーターは、血の滲むような声で叫さけんだ。

「おじさんは大人でしょ！　大人で、強いんでしょ？　だったらウェンディを助けて！　殺さないで！」

「俺は〝おじさん〟じゃねえ……どけ、ガキ！」

　地鳴りのような声とともに、太い腕うでが動いた。とりすがるピーターを荒あら々あらしく突つき飛ばすと、無慈悲に引き金を絞しぼる。

「言ったはずだ──俺は〝おにいさん〟だ。三十みそじ前にオヤジ呼ばわりされてたまるか、畜ちく生しよう！」

　轟ごう然ぜん──

　そばがら色の髪かみが数本、風に舞まった──思わず目を閉じた少女を、巨きよ大だいな銃じゆう弾だんがかすめたのだ。その銃弾は、そのまま海面を叩き割って巨大な飛沫しぶきをあげていた。

「けっ！　なんだよなんだよ、俺ばっか悪者かよ！　ああっ、むちゃくちゃムカツくぜえっ！」

　そして爆ばく音おんのかわりに轟とどろいたのは、噴ふん火かした火山のような怒ど声せいだった。巨きよ漢かんが子供のように地じ団だん駄だ踏ふんで怒鳴り散らしている。

「……あ、あの、レオンさん？」

「あー、ちくしょおっ！　だからガキがらみの話は嫌いやだっつーたんだ……ったく、わかったよ！　このクソガキども、なんとかしてやりゃいいんだろ、なんとか！　くそったれ！」

　思わず顔を見合わせるアベルらを尻しり目めに、レオンはなおも天国と地じ獄ごくに向けて悪態をつきまくっていたが、悪あく魔まと天使をそれぞれ三百回ほど罵ののしったあたりで、ようやく落ち着いたらしい。不ふ機き嫌げんきわまる顔で振ふり返ると、

「とはいえ、実際ほんとんとこはどうするよ？　帰れば、報告をいれんわけにはいかん。報告をいれりゃ、警察やら軍隊やらがうようよ押しかけて来る……ガキども匿かくまうあてはあんだろうな、アベル？」

「ん～」

　アベルは何か考えこんでいるようだったが、やがて一つ指を鳴らした──正確には、鳴らそうとして失敗した指を眺ながめて舌打ちした。

「一つだけ、ツテがないこともないです。教皇庁もアルビオンも手が出せない場所です。ただちょっと遠いんで、レオンさんの力を借りたいんですが」

「俺の？」

「〝金さえ出せば、飛行機から棺かん桶おけまで〟──」

　胡う乱ろんげな顔の同僚に、神父は邪じや悪あくに笑えみかけた。

「でしたね？　ひとつそのコネを使って、ある物を調達して欲しいんですが……」
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「報告書は読ませてもらいました」

　世界で最も美しい枢すう機き卿きよう──教ヴア皇チ庁カン国務聖省長官カテリーナ・スフォルツァは、執しつ務む卓たくの前の部下たちをねぎらった。

「任務はとどこおりなく完了したようですね。二人ともご苦労さまでした」

「お誉ほめに与あずかり光栄であります！」

　珍めずらしく髪に櫛くしを通したレオンが直立不動で答えた。髭ひげもさっぱり剃そられ、きちんと詰つめられた襟えりはまるで聖職者のようだ。その隣となりでアベルもかくかくと頷うなずいて報告を補足する。

「ネバーランド島を根城に海かい賊ぞく行為を働いていたアルビオン貴族ジェームズ・バレーのアジトを強きよう襲しゆう。バレー卿には逃にげられたものの、同島の吸ヴア血ンパ鬼イアは全すべて殲せん滅めつ。アジトは完全に破は壊かいしました」

「吸血鬼は全て殲滅したのですね？」

「「はっ！」」

「結構。さすがです……ああ、そうそう。そういえば、ちょっとだけ確かく認にんしておきたいことがあるのですけど、かまわないかしら？」

「「は？」」

　二人の神父は、聖天サンタン使城ジエロ地下の電気椅い子すに座すわらされているかのようにしゃちほこばった。窓辺には初春の陽光が優やさしく射さし込み、眼下に望む大サン聖・ピエ堂トロ広場は遠方からの巡じゆん礼れい者しやや散策中の聖職者たちで穏おだやかに賑にぎわっているというのに、その表情は冬山で遭そう難なんしかかっている登山者のそれだ。

「確認とおっしゃられますと……」

「なんでしょう？」

「そんなに緊張しなくてもいいわ。ごく些さ細さいなことなの……シスター・ケイト、いますか？」

〈はい、猊げい下か〉

　執務室の中央に現れた尼に僧そうの立体ホロ映像グラムに向かって、カテリーナはさりげなく尋たずねた。

「妙みような領収書が経費精算で出てましたね？　〝帝てい国こく〟方面に向かう貨物船をまるまる一隻せき調チヤー達ターしたとか──あれはなんだったのかしら？」

「さ、さて……なんだったっけな、アベル君？」

「やっ、私、お金にはうとくてですね。三桁けた以上の金額見ると知恵熱が……」

　みるみる語るに落ちてゆく部下どもの会話にカテリーナは黙だまって耳を傾かたむけていたが、やがて穏やかに頷いた。

「よろしい。確かに、Ａｘの性格上、経費に不ふ明めい瞭りような点が出ることもあるかもしれませんね」

「そうですとも！　さすがは、猊下。話がわかっていらっしゃる」

「そうそう。そうですよ……いや、持つべきは聡そう明めいな上司ですね、うんうん」

　軽けい薄はくに首を上下させている二人──そのひきつった顔を片眼鏡モノクルの奥から優しく見つめながら、枢機卿はごく自然に電気椅子のスイッチを押した。

「ただし、事後において私を納なつ得とくさせられる報告がない以上、この支出を経費として認めるわけにはいきません……これは、あなたたちの個人的な出費として扱あつかいます。シスター・ケイト、あとで二人宛あてに請求書を振り出しておいてちょうだい」

「「なにーっ！」」

　二人の派は遣けん執しつ行こう官かん──Ａｘが誇ほこる教皇庁最強の男たちは恐きよう怖ふに絶ぜつ叫きようした。

「ど、ど、どーしましょう、レオンさん!?　私、たぶん世界で最も貧しい神父です！　逆立ちしたって、こんな大金……」

「んなことより、デマぶっこいてんのがばればれじゃねえか！　なんか気合いの入った言い訳は用意してなかったのかよ!?」

「カテリーナさんに言い訳!?　私、そんな命知らずな真似まねは……」

〈……あ、あの、猊下？〉

　シスター・ケイトの画像ホロが、最前から微動だにせぬ上司の顔を心配げに覗のぞき込んだ。

〈お加減がすぐれないご様子ですが……お茶でもご用意いたしましょうか？〉

「熱いのをお願い……それにしても」

　頭痛をこらえる表情で額に指をあてると、〝鉄の女〟は珍しく深いため息をついた。

「子供ガキだわ、二人とも」
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──目あれど見えず。耳あれど聞こえず。

（詩篇百十五章五節）






「いろいろと役に立ったが、もうこれ以上はつきあえん──奴やつとは手を切ろうと思う」

　嗄しわがれた声で老人は囁ささやいた。

　このカタロニア公国で、隣りん国こくのフランクや、さらにその東のローマへの国際特急が発着するのは、公バル都セロナでも西に位置するこのサンツ駅だけだ。最終列車に乗り遅おくれまいと急ぐ旅人たちで、出発ロビーは混雑している。目つきの悪い黒服を十人ばかり従えた老人も、その一人であった。

「問題が片づくまで、儂わしはしばらくこの町を離はなれる。始末は君に任せよう、ドンミスター・ビリャール。明日にでも奴を……わかっとるね？」

「任せてください、ドメネック先生」

　ビリャール──バルセロナきっての暗黒街の顔役は、頰ほおの傷を不気味に歪ゆがめてみせた。鰐わにのような笑顔で、背後の手下どもに顎あごをしゃくる。

「こっちは軍隊あがりの猛も者さぞろい。ひきかえ、相手はたかだか一人ときた。明日の今ごろは、港で魚の餌えさになってますよ」

「うむ。だが、どうにも得体の知れん男だ。くれぐれも油断するな。奴の居場所は知っとるね？」

「うかがってます。あそこなら、人目はないし、警察も来ねえ。せいぜい派手に殺してやりまさあ──」

「待て。この話はここまでだ。秘書には知らせておらん……やあ、待たせたね、ノエル君」

　愛想よく笑った老人に一礼したのは、ＶＩＰ専用改札の前に立っていた妙みよう齢れいの女だった。

「お待ちしておりました、社長」

　理知的な美び貌ぼうとぱりっとしたスーツは、いかにも大会社の社長秘書に相応ふさわしいものだ。スカートから伸びた脚きやく線せんに、ビリャールが舌舐なめずりしそうな顔で口笛を吹ふいたが、老人の非友好的な視線を浴び、咳せき払ばらいでごまかした。

「お申しつけどおり、アヴィニヨン行ゆき最終便を確保しております。あと十分で出発ですので、そろそろホームに入られた方がよろしいかと」

「いつもながら有能だな。ご苦労……ではな、ビリャール君。例の件は頼たのんだぞ」

「は。お気をつけて、博士ドクトル」

　ビリャール一党の一礼を背中で受けて、老人は改札をくぐった。そこから先は、国際線ホームまで直行する五十メートルほどの渡わたり廊ろう下かだ。人ひと気けのない廊下を渡る老人の背後に、二人の黒服と美貌の秘書が影かげのように付き従う。

　……その男が現れたのは、一行が廊下も中ほどにさしかかった頃ころだった。

「ハイメ・ドメネック博士でいらっしゃいますね？　ドメネック製薬社長の？」

　前方に、ひょろりと背の高い影が立っていた。

　おさまりの悪い銀ぎん髪ぱつと牛乳瓶びんの底のような丸眼鏡めがねが、ほの黄色いアーク灯の明かりを反射している。そして、その身に纏まとうは地味な僧衣カソツクに擦すり切れたケープ──典型的な巡じゆん回かい神父のいでたちだ。

「そうだが……誰だれかね、君は？」

「私、巡回神父のアベル・ナイトロードと申します。初めまして、ドメネック博士──いえ、ジェームズ・バレー教授とお呼びしましょうか？」

「…………！」

〝ジェームズ・バレー〟──その名を聞いた瞬しゆん間かん、老人の顔が鮮あざやかに変色した。

「な、何のことかわからんね。それより、神父風情ふぜいが何の用かね？　ここはＶＩＰ専用の……」

「彼は、教ヴア皇チ庁カン国務聖省特務分室──通称をＡｘと申します特務機関から派は遣けんされたエージェントですわ、社長」

　老人の狼ろう狽ばいに冷ややかに応じたのは、背後に控ひかえた秘書だった。光沢つやのある黒くろ髪かみの下で、濡ぬれ羽ば色の瞳ひとみが氷のような光を湛たたえている。

「先日のネバーランド島における殺人・誘ゆう拐かい・児童虐ぎやく待たいの容疑であなたを逮たい捕ほしに来たんです。逃にげても無む駄だでしょう。潔いさぎよくお諦あきらめください」

「セ、セニョーラ・ノエル！　君は……」

「セニョーラ？　ああ、申し遅れました。私わたくし──」

　麗れい貌ぼうに、冬の魔女めいた冷笑が閃ひらめいた。

「私は聖メルセデス女子修道会のシスター・ノエル。教ヴア皇チ庁カンの命で、御おん社しやの内ない偵ていにあたっておりました者です」

「や、やれっ！」

　二人の護衛が銃じゆうを抜ぬいたときには、バレーはまろぶように廊下を駆かけ出していた。年に似ぬ俊しゆん敏びんさで、のっぽの神父が伸ばした手をすり抜ける。

「何をぼさっとしてるの、アベル君！」

「すっ、すいません！」

　老人を追おうとした神父に黒服の銃口が向けられた。よく訓練された動きで躊ちゆう躇ちよなく引き金を絞しぼる──が、尼に僧そうの手の翻ひるがえる方が、一いつ瞬しゆん早かった。

「がああああああっ！」

　悲鳴をあげた黒服の手首から、真っ赤な液体がほとばしっている。指の間に挟はさんだ剃刀レイザーの血ち糊のりを払はらいながら、ノエルは嘆なげかわしげに首を振ふった。

「やっぱり、引退して腕うでが鈍なまったかしら？　半年前なら、首をかき落としてるところなんだけど」

「こ、このアマぁっ！」

　やはりアベルを狙ねらっていたいま一人の黒服が慌あわてて狙そ点てんをノエルに移した。だが、そのときには目標の姿は視界から消失している。

「…………!?」

　消えた!?　どこに!?

　視線を彷徨さまよわせた黒服の頭上で細い影が躍おどった。信じがたい跳ちよう躍やく力で天てん井じようの配管にとりついていたシスターが、その美脚を一いつ閃せんしたのだ。

「バレーが逃げる！　追って、アベル君！」

「は、はいっ！」

　顎あごを蹴けり割られ、もんどり打って倒たおれる黒服。その鳩尾みぞおちに着地したノエルが叫ぶのに応こたえて、アベルは慌てて身を翻した。老人の姿は、早くも渡り廊下の突つき当たり、扉とびらの向こうに消えている。

　あちらはすぐホームになっているはずだ。雑ざつ踏とうに逃げ込まれると厄やつ介かいなことになる。ひょろ長い脚を必死で動かして、神父は廊下を走り始め……

「はぶっ……!?」

　そのまま、無様に転てん倒とうした。万ばん歳ざいするような姿勢で顔面からつっこみ、鼻血をまき散らしながら床ゆかをスライディングする。

「なにやってんの！　もういい、私が追いかける！　君はこいつらを！」

「だ、だめです、ノエルさん！」

　頼たよりない相棒に代わって走り始めたシスターに、床に転がったままのアベルが叫んだ。

「そっちは危ない！」

「え……きゃっ!?」

　神父の傍かたわらを駆かけ抜ぬけようとしたノエルの長い脚がもつれた。バランスを崩くずすと、アベルの顔面に尻しりから倒たおれこむ。

「ぐえ♥」

「あいたたた……なに、これ!?」

　パートナーの顔の上に尻しり餅もちついたまま、腰こしをさすったノエルであったが、自分の足をすくったものを目にして、訝いぶかしげに眉まゆを寄せた。

　床に無数の亀き裂れつが走っている。しかも、亀裂はかすかに振しん動どうしながら、徐々に広がりつつあった。

「こ、これって……！」

　そして次の瞬間──

　夜が吼ほえた。

　ずん、と腹に響ひびく音が轟とどろいた直後、廊ろう下かを襲おそったのは激しい横揺ゆれだった。

　床面がうねり、窓が割れる。低い地鳴りに混じって柱が軋きしむ音が聞こえてきた。咄とつ嗟さに手をついた壁かべは、生き物のように震ふるえている。

「じ、地じ震しん!?」

「頭をあげないで！　伏ふせててください！」

　ノエルに覆おおいかぶさったアベルの頭上に、細かな漆しつ喰くいが降ってきた。もし天てん井じようが落ちてきたりすれば、それこそ一巻の終わりだ──

　まるで、何時間も経たったような気がしたが、実際のところ三十秒とは揺れてなかったろう。地鳴りが急に聞こえなくなったかと思うと、振動は起こったときと同様、唐とう突とつにおさまっていた。

「……お、おっきな地震でしたねえ」

「地震……にしては、妙みようだわ」

　ノエルの声は硬かたい。その目は割れた窓から覗のぞく外の景色を注視している。

　街には相変わらず街灯が輝かがやき、馬車や自動車が整然と行き来していた。青々とした街路樹の並木は、枝一本折れた様子はない。異常と言えば、興こう奮ふんしたように叫び交わす通行人たちが、駅の方をさかんに指差していることぐらいだ。

「どうも、揺れたのはこの建物だけみたいね」

「そんな馬鹿な！　あれが地震じゃないなんて……そ、そうだ！　バレーは!?」

　ようやく任務のことを思い出した神父が飛び上がった。床の亀裂に蹴け躓つまずきながら廊下の突き当たりまで辿たどり着くと、扉をいっきに押し開く──。

「……え？」

　丸眼鏡めがねの奥で、冬の湖の色をした瞳ひとみが凍とう結けつした。

　そこは、ホームがあるはずの場所だった。

　構内では、ローマ方面への最終列車が蒸気をあげ、乗車を急ぐ乗客とそれを見送りに来た家族たちでごった返しているホームがあるはずだった。

　だが、現実に扉の向こうに広がっていたのは、落ちた天井の残ざん骸がいと死のような静せい寂じやく、そしてうずたかい瓦が礫れきの山から染しみ出した赤い水みず溜たまりだけ……

　サンツ駅三番ホームは、完全に倒とう壊かいしていた。




　　　　Ⅰ




　椰や子しの木こ陰かげの屋外レストランからは、青い海と白いバルセロナを一望できた。

　ひっきりなしに船が出入りしている港に、溢あふれんばかりに海の幸が並んだ市メル場カート。石の迷宮のような旧市街区に聳そびえるのは、バルセロナ司教座が置かれているサンタ・エレナス大聖堂だ。そして、買い物を楽しむ市民で賑にぎわう目め抜ぬき通り……丘おかの上の公園から見下ろす南国の午後は、平和で豊かで、ちょっとエキゾチックだった。

「で結局、警察の調査では爆ばく発はつ物ぶつの痕こん跡せきは見つからなかったそうよ。どうも、駅舎の老ろう朽きゆう化かの線で落ち着きそうね……聞いてる、アベル君？」

「もちろん聞いてますとも、シスター・ノエル」

　報告書の束から顔をあげたスーツ姿の美女に対し、アベル・ナイトロードは真面目まじめくさって頷うなずいてみせた。その表情は真しん剣けんそのもの、瞳には真しん摯しな情熱が溢れている。

　だが、その口にはいっぱいに頰ほお張ばったパエリャ、両手に握にぎったフォークにはこんがり焼けたソーセージが刺ささっているとあっては、誠意を表すにいささか問題なしとは言えぬ。加えて、テーブルの上にところ狭しと並べられた、たっぷり五人前はあろうかというランチセット……店の奥では、カラフルな民族衣い装しようのウェイトレスたちが、何か怯おびえた目をしていた。

「あきれた……あなた、それ全部食べるつもり？」

「ふっふっふ。なにせ、久々にまともな出張ですからね。経費で食べ貯めしとけば、ローマに帰っても三日は保もちます。いや、記憶を反はん芻すうすれば、一週間くらい……」

「セコいとこは半年前からちっとも進歩してないのねえ……ほっぺた、何かついてるわよ」

　自じ慢まんげに鼻び孔こうを膨ふくらませた神父の頰からパエリャの粒つぶをつまみとると、スーツ姿の美女──聖メルセデス修道会修道女ノエル・ボゥは、さも嘆なげかわしげに首を振ふってみせた。
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　もっとも、わざとらしくしかめられた眉まゆの下で、切れ長の目は優やさしく笑っている。その穏おだやかな表情から、半年前まで〝ミストレス〟の異名で教ヴア皇チ庁カンの敵対者たちを恐きよう怖ふさせていた派遣執行官を想像するのはちょっと難しいかもしれない。

「あ、ども……ところで、ノエルさん。今回は助っ人、ありがとうございました。ほんっとに助かりました」

　ほこほこと湯気をあげる茹ゆでエビを器用に剝むきながら、アベルはそんな元同どう僚りように頭を下げた。

「引退された貴女あなたに任務を手伝っていただくのは、心苦しかったんですが、なんですか、近々、ローマにアルフォンソ大司教がいらっしゃるとかでしてね。いやこれが、警備の手配やらなんやら、教ヴア皇チ庁カン中が猫ねこの手も借りたいほどの人手不足でして」

「アルフォンソ大司教って、聖下の叔父おじ上うえの？　へえ、あの方まだ生きてらしたのね」

「ええ、今はケルンの大司教を務めてらっしゃるんですが、今度、五年ぶりにローマに帰ってみえるんですよ。お陰かげで、私ら下っ端ぱは大おお忙いそがしです。ノエルさんにも、とんだとばっちりを……」

「かまわないわ。教ヴア皇チ庁カンに籍せきを置く者として、協力は当然の義務だもの」

　手つかずだったカフェ・オ・レのカップを持ち上げると、ノエルは首を振った。音をたてて揺れた黒くろ髪かみが、かすかなムスクの匂においを散らす。

「それに、ちょうど修道院暮らしにも退屈してたとこだし、潜せん入にゆう捜そう査さも面おも白しろかったわ……でも、アレね。犯人に目の前で死なれちゃったのは、ちょっと悔くやしかったかもね。あのドメネック──いえ、バレーって、相当なワルだったんでしょ？」

「現時点で四十八件の殺人罪が確定してます。いずれにせよ、死刑は免まぬがれないはずでした」

　ジェームズ・バレー元ロンディニウム大学教授は、二ヶ月前に発覚した大量誘ゆう拐かいならびに生体実験──通称〝ネバーランド事件〟の首謀者だ。

　事件そのものは、Ａｘによって決着を見たものの、バレー本人はすでに行方ゆくえをくらませてしまっており、ついに逮たい捕ほに至らなかった経けい緯いがある。

　そのバレーが偽ぎ名めいを使って、ここバルセロナに製薬会社を所有していた事実をＡｘが摑つかんだのが、今から一月前のことだ。そして、おりから手が離はなせなかった正規の派遣執行官らに代わってドメネック社を内偵、社長のドメネックが顔と名を変えたバレー本人であることを突つき止めたのが、バルセロナに引退していた元派遣執行官シスター・ノエルである。それだけに、目の前で犯人を事故死させた悔しさもひとしおなのだろう。昨夜から、しきりに残念がっている。

　だが、それはアベルとて同じ思いだ。大勢の子供たちにとりかえしのつかない災さい厄やくをもたらした男は、この手で捕とらえたかった──

「で、駅の復旧はどのくらい進んでるんです？」

　テーブルの向こうまで聞こえないように小さくため息をつくと、アベルはことさら陽気な表情で話題を変えた。

「警察と消防が総出動してるって聞きましたけど？　順調ですか？」

「まだまだね。なにしろ、天てん井じようからなにから、きれいに崩くずれちゃってるでしょう？　一週間以上……下手したら一月はかかるかも」

「負傷者の救出は？」

「ホームには二百人以上いたそうだけど、あれじゃ全ぜん滅めつでしょうね。バレーの遺体にしろ見つかるか……少なくとも、原形はとどめてないと思うわ」

「そうですか……」

　旅人たちも、その見送りの家族らも、まさかあんなところで自分たちの生が中断することになるとは想像だにしなかったろう。二百の命、二百の想い、二百の……

　無意識のうちにしかめていた顔を、アベルは眼鏡めがねに伸ばした手で隠かくした。こちらを見つめているノエルの視線に気づいたのだ。ブリッジを押し上げながら拵こしらえた脳天気な笑え顔がおで、揚あげパンにかぶりついてみせる。

「うん、うまい！　なかなかいけますよ。ノエルさんもいかがです？」

「じゃあ、一枚だけ……あら、おいし。でも、昨日のあれって、いったい何だったのかしらね？　あの駅舎だけ、しかも、よりによってあのホームだけがきれいに潰つぶれちゃうだなんて」

「地じ震しんじゃないとすると──手抜き工事？」

「さあ、どうかしら？　だけど最近よくあるのよ、あの手の事故……もう六件目だったかな？」

　ノエルは、手近の棚たなにかかっていた新聞に手を伸ばした。一面いっぱいに昨夜の惨さん劇げきが扱あつかわれている。だが、ほっそりした指がさしたのは、事故をヒステリック気味に報じた記事ではなく、その末尾に列挙された五件の建造物の名だった。

「これ全部そうなんですか？　二週間で五……いや、昨日のあれを入れて六件？　古い街ってことを考えに入れても、ちょっと多すぎません？」

「君も変に思った？　私もそう思って少し調べてみたの。そしたら、面おも白しろいものがでてきたわ」

　タイトスカートからすんなり伸びた脚あしを組み替えると、元派遣執行官はテーブルに肘ひじをついた。上目づかいにアベルの顔を覗のぞき込む。

「この五件の建物って、どれもドメネック製薬とよくない関係にあったものばかりなのよ。ライバル会社の研究所とか、査察をいれようとしていた政治家の自宅とか……ただの事故にしちゃ、おかしいと思わない？」

「……つまり事故ではなく、犯罪だと？」

「まあね。」

　組み合わせた指の上に載のせた頭をわずかに傾かたむけて、ノエルは頷うなずいた。彼女にしては珍めずらしく歯切れの悪い口調で独りごちる。

「でも、犯罪だとしたら、手口はなんなのかしら？　爆ばく発はつ物ぶつの痕こん跡せきはないし、地震でもない。あれだけ大きな建物を倒とう壊かいさせるなんて……」

「それに犯人は？　一番怪あやしいのはバレーですけど、そのバレーが昨日、死んじゃってます」

「そこなのよ、問題は……」

　我が意を得たり──元同どう僚りようの疑念に同調するように、尼に僧そうは首を振ふった。そのついでに提案をひとつ、舌に載せる。

「でね、私、これから会社に顔出してこようと思ってるの。社長室とか漁あさってみたら、何か出てくるかもしれない」

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　あまり感心していないような顔でアベルは小首を傾かしげた。

「もし、バレーが変なことに関わってたら……」

「変なことに関わってたんだったら、それこそ、暴あばかないといけないんじゃない？　なんのために、わざわざ君や私が調査に乗り出したと思っているの？」

「はあ、まあ……」

　正論である。しかし、アベルはいまだ納なつ得とくいかないように食い下がった。

「そうだ、私が会社にお邪じや魔ましましょう。それなら……」

「君が会社の中うろちょろすると、目立つでしょ？　私なら、どこにいても気に止めるヒマ人はいないわ。おかしな神父がふらふら徘はい徊かいしてるより、よっぽど安全よ」

「はあ、しかし……」

「相変わらず、心しん配ぱい症しようね、アベル君って」

　すいと伸びた白い手が、神父の銀ぎん髪ぱつを撫なでた。思わずあげた視線の先で、黒い瞳ひとみがちょっとだけ寂さびしげに笑っている。

「そうやっていつも誰だれかのこと心配してる。私がいたときから、そうだったよね。他人ひとの荷物や痛みまで両手に抱かかえ込んじゃう。そのくせ、自分の痛みは人には見せないし──そんなに、周りのことが信用できない？」

「そ、そんなことないです。あ、ほら、私はあんまり悩まないほうですから。難しいこと考えるとですね、知恵熱が……」

「ほら、今だって、そんなこと言ってごまかしてる。ほんとは、駅のことがすっごく心配なんでしょ？　あれがただの事故じゃなくて何かの犯罪──たとえば、バレーを消すためのテロだったんじゃないかって。自分があんなとこで彼を追いかけたから、周りが巻き添ぞえ食ったんじゃないかって……それが心配なんでしょ？」

「…………」

「やっぱりね──すぐ顔に出るんだから」

　唇くちびるを結んで押し黙だまってしまったアベルの額をつんと突つついて、ノエルはもう一度笑った。そこには、さきほどの奇き妙みような哀かなしみの色はない。屈くつ託たくない笑え顔がおは、出来の悪い弟をからかう姉のようだ。

「そうやって、なんでもかんでも一人で抱え込んじゃうのは、絶対によくないと思うわ。あなたの周りには、いろんな人が大勢いるじゃない。そういう人たちのこと、もっと信用したげないと。カテリーナ様とかケイト、あとトレス君とか……そういえば、あのセクハラ神父はまだ生きてるの？」

「レオンさんですか？　ええ、刑務所でぴんぴんしてらっしゃいますよ」

「しぶといわね。アイツ、作戦中のどさくさまぎれに私の胸触さわったことがあるのよ……ド頭タマかち割ってやれなかったのが、現役時代唯ゆい一いつの心残りだわ」

　忌いま々いましげに口を尖とがらせると、ノエルはローマの方角を睨にらみつけた。今ごろ、監かん獄ごくの中で、誰かが喘ぜん息そくの発ほつ作さを起こしているかもしれない。

「あらやだ。もうこんな時間だわ。じゃあ、そろそろ私行くね……だいじょうぶ。何かあったら、すぐに無線で連絡するから」

「……あ、あのっ！」

「ん、なに？」

　ハンドバッグ片手に立ちあがったノエルが振り返った。その白い顔に向かって、アベルは酸欠の魚のように口を開閉させていたが、

「あの……ありがとう、ノエルさん」

「だから、そこで改まって、〝ありがとう〟なんて言うのが、よくないんだってば。〝おう、任せたぜ〟ぐらい言えない？　男の子でしょ？」

「お、おー、まかせたぜ」

「はい、よくできました」

　くすっと笑って、シスターは唇に指をあてた。キスを投げてくるかと思いきや、テーブル越ごしに伸びた指が、じかにアベルの唇に触れる。

「……じゃあね、アベル君。また後で」

　ほけっと口を開いて硬こう直ちよくしてしまった神父に悪戯いたずらっぽく笑えみかけたのを最後に、さっさとノエルは身を翻ひるがえした。有能なキャリアウーマンの表情で美び貌ぼうを鎧よろうと、律動的な歩調でレストランを出てゆく。遠ざかってゆく優美な後ろ姿を、神父は風邪かぜでもひいたような顔で、見送っていたが──

「美しい女フロイ性ラインですね……恋こい人びとでいらっしゃいますか、神父様パーテル？」

「へあっ!?」

　いきなり声をかけられ、慌あわてて背後を振り返った。その顔に向け、

「〝情熱を抱いだいた女は青銅のように強くなる〟──バルザック。いや、バルセロナの女性は情熱的だ。しかも美しい」

　静かに笑みかけていたのは、背後の席に座っていた一人の男だった。

　いつからいたのだろう？　喪も服ふくのようにきっちり着こなしたスーツと腰こしまでもある長い黒くろ髪かみ、そして指の間には針のような細葉巻シガリロという特とく徴ちようある組み合わせにも拘かかわらず、まったく気がつかなかった。アベルはあたふたと会え釈しやくを返してみたものの、どうにも見覚えのない顔だ。

「あのぉ……どこかでお会いしましたっけ？」

「ああ、失敬。いえ、お会いするのはこれが初めてです」

　怜れい悧りな顔に浮うかべた知的な微び笑しようはそのまま、男は恭うやうやしく一礼した。

「実は、神父様パーテルのお顔が知人によく似ていましてね。それでつい、なれなれしい口をきいてしまいました。非礼は、どうかご容よう赦しやください」

「はあ……あの、観光客の方ですか？」

「いえナイン、仕事です。実は私、小さな劇団の道具掛かかりをやっている者なんですが、今度、ローマで興行することになりましてね。それで、本番前に大道具の調子をチェックしておこうと思って、この町に来たんです……。ここは、気候や地形がローマによく似ていましてね。リハーサルにはうってつけだ」

「ははあ、なるほど」

　巡じゆん回かい神父の財さい布ふでは、芝しば居い観覧のような文化的贅ぜい沢たくには到とう底てい堪こたえられない。だから、アベルとしてはただ頷うなずいてみせるしかなかった。男は相手の不誠実さに気づいたふうもなく、親しげに話を続けている。

「ところで、さきほどの女フロイ性ラインとのお話……倒壊事件の犯罪説、あれは面おも白しろかったですね。失礼ながら、勝手に聞いてしまいました。そうだ。よかったら今度、うちの劇団のシナリオに使わせていただけませんか？」

「あ、いや、あんなのただのヨタ話です。どうかお気になさらないでください」

「いや、事実かどうかは別として、創作意欲をそそられるお話でした。ただ、プロットとして犯罪説を採用するには、観客を納なつ得とくさせる手口を考えつかないといけないでしょうね。爆ばく発はつ物ぶつを使わず、いかに狙ねらった建物を倒壊させるか……」

　男は一いつ旦たん言葉を切ると、細葉巻シガリロで灰皿を叩たたいた。その前のテーブルには料理もお茶も並んでいない。それどころか、メニューさえ来ていない。にも拘らず、ウェイトレスたちがいっこうに近寄ってこないのはなぜだろう？

「そうですね、たとえば神父様ならどうします？」

「ええっと……外から大たい砲ほうを撃うち込むとか？」

「ふむ。しかし、こんな建て込んだ町中で、狙った建物に撃ち込めますか？」

「丘おかとか山みたいな高いとこからなら……」

「いい線をついてらっしゃる……ですが、これをご覧いただけますか、ナイトロード神父？」

　そう言って男が広げたのは、一枚の地図だった。市内ならどこにでも売っている、バルセロナの観光マップだ。派手な図面の中、赤いインクで六つの星印が入っている。

「これは、六件の事故現場です。確かにこのバルセロナは周囲を丘に囲まれていますが、事故現場はいずれも町の中心にあります。丘に大砲の類たぐいを据すえ付けても狙そ撃げきは困難でしょう」

「…………」

　アベルは地図を睨にらみつけた。

　男の言うとおりだ。確かにどこの丘からも、六カ所を狙い撃ちにするのは不可能である。

「……いや、狙撃は丘からとは限らないんじゃないですか？　高い建物からなら……」

　弾はじかれたようにアベルは丘の下、人ひと気けのない町の一角を振ふり返った。

　そこは閉へい鎖さ地区と呼ばれていた。かつてこの街の中心でありながらも、〝大アル災マゲ厄ドン〟後、復興の手が入らないまま、結局封ふう鎖さされるに至った無人の街区が、傾かたむき始めた陽ひの下に暗く沈しずんでいる。

　そしてその中心に見える、無数の尖せん塔とうを寄せ集めたような、ひときわ巨きよ大だいで、異様な構造物は──

「あそこからなら、どこでも狙撃可能です！　あ、でも、事故現場からは砲ほう弾だんなんか見つかってません。狙撃説は……ん、ちょっと待ってください？　貴方あなた、なぜ私の名をご存じなんです？」

　再度振り返ったアベルの表情が曇くもった。
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　灰皿からは、紫し煙えんがいまだたなびいている。

　だが、男の姿はいずこにもなかった。
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　黒いリボンのかかった花束をデスクに置いて、ノエルはクッションの利きいた椅い子すに体を沈めた。

「じゃあ、始めましょうか」

　幸い、広い社長室には人の気配はなかった。彼女の〝能力〟にとっては好都合だ。肩かたの力を抜ぬいてリラックスすると、切れ長の瞼まぶたをゆっくり閉じる──。刹せつ那な、頭の中で開いた〝第三の目〟に、周囲の情景が白黒反転した映像となって飛び込んできた。

「さて、社長の一番の関心はどこかなっと……」

　ネガフィルムのような景色のところどころが、蛍けい光こう色しよくに輝かがやいていた。色はさまざまだ。知的好奇心を表すブルーに、物欲を顕あらわすオレンジ。ルームバーの酒さか瓶びんが淡あわいサーモンピンクに光っているのは、この部屋の主の生理的欲求の残ざん滓しだ。

　ノエルの〝能力ちから〟──それは、生物の感情を色彩によって読む力である。読むといってもかなりおおざっぱなものだが、直接相対しているときのみならず、こうして場所に残された痕跡を赤外線映像のように観察することも可能だ。派遣執行官時代から、ずいぶんと助けられた力である。

「隠かくし金庫は……これかな？」

　案の定、部屋の隅すみの市街模型の下から、頑がん丈じようそうな鉄てつ扉ぴが現れた。ちょろいものだ。ノエルは鍵かぎ穴あなに二本のヘアピンを挿さし込むと、小刻みに動かし始めた。

〝大だい丈じよう夫ぶですか？〟──真しん剣けんに心配していた誰だれかの顔を思い出す。

（ああいうとこは、全然変わってないのよね）

　人のことは一生懸けん命めい心配するくせに、自分が心配されることは極きよく端たんに避さけようとする。まるで、自分には他人ひとに気き遣づかってもらう資格がないのだと思い込んでいるように。

　現役時代には、そんな彼を支えてやりたいと何度も考えたことがある。

　傍かたわらにいつもいてやりたいとも思った。

　だが、そのたびにノエルを躊ちゆう躇ちよさせたのは、あの若者の抱かかえた暗い影だった。

　いつも彼を〝視みる〟と現れる真っ黒な闇やみ──彼の抱え込んでいる何かが恐おそろしかった。とてつもなく暗い……それを含ふくめて彼を愛する自信はノエルにはなかった。いや、それを知って彼を愛せなくなるかもしれない自分が怖こわかった。だから、ノエルは何も告げないまま、Ａｘを去り……

　鍵穴から聞こえた小さな音が、苦い回想を現実へと引き戻もどした。錠じようのはずれた扉とびらが、自動的に開く。中身はぶ厚いファイルが一冊きり。

「……何、これ？」

『本社ビル移転事業計画書』──書類の表に書かれた表題に、ノエルは目をしばたたいた。内容も、何の変へん哲てつもない移転計画書だ。

「これは、はずしたかしら……？」

　ファイルを繰くりながら、軽く舌打ちする。

　唯ゆい一いつ変わっていると言えるのは、ドメネック社が新本社ビルとして買い取った建物だが、その建物は以前から、何度か物好きな民間企業が買い取っては手放すということを繰り返している。確かに大きな買い物だが、異様というほどのものではない。もちろん、合法的な取引だ。

　ただ、買い取った後、いくつか変な改造をしているのは何だろう？　これではまるで……

　暫しばし躊躇ためらって、ノエルはイヤリングを弾はじいた。

「……もしもし、アベル君、聞こえてる？」
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　青黒い夕ゆう闇やみが、巨大な廃はい墟きよをこの世のものならざる影シル像エツトへと変へん貌ぼうさせつつある。

　そろそろ風が冷たくなり始めた無人の街路のただ中で、アベルは我知らず立ちすくんでいた。

「これは……」

　遠くから眺ながめたときは鍾しよう乳にゆう洞どうの岩いわ肌はだを思わせた飾フア壁サードをびっしり埋うめ尽つくすのは、無数の聖人や天使の彫ちよう像ぞうだ。さらにその上方、八十八個もの鐘かねを収めた十七本の鐘しよう塔とうは、今しも闇に閉ざされつつある薄はく暮ぼの空を貫つらぬいて鋭するどく聳そびえている。

　そしてそれら鐘塔群が特大の蟻あり塚づかのように集まった中心に、どこかよその星から飛んできた宇宙船を思わせるフォルムの中央塔──通称〝御み子この塔〟が、全高百七十メートルという威い容ようを以もつて、地上を睥へい睨げいしていた。

　聖サグ家ラダ族フア贖ミリ罪ア・教カテ会ドラル──そのあまりに異教的な外観と規模の壮そう大だいさから、教ヴア皇チ庁カンにさえ放ほう棄きされた〝大アル災マゲ厄ドン〟前の巨大建築だ。放棄されて後は、これを観光名所にしようと企たくらんだバルセロナ市や民間企き業ぎようにたらい回しにされたあげく、今は烏からすと蝙こう蝠もりの巣と化して久しい。

「いやはや、すごいなあ……さあて、しかし、どこからお邪じや魔ましたもんですかね？」

　ふらふらと入り口を探して徘はい徊かいしていたアベルの足が、ふと止まった。

　地面に敷しかれた砂じや利りにいくつもの轍わだちの跡が残っていた。よく見れば、無数の天使が彫ちよう刻こくされた飾フア壁サードの前に数台の自動車が停とまっている。いずれも軍用車しや輛りようのようだ。ぶ厚い防ぼう弾だんガラスといい、強化タイヤといい、絶対に民間いつぱんのそれではない。

「あれ？　先客がいるのかな……うん？」

　無線の着信を告げる小さな電子音に、アベルはイヤーカフスに手を伸ばした。

〈もしもし、アベル君、聞こえてる？〉

「はいはい、よく聞こえてますよ、ノエルさん。何かありましたか？」

〈うん、それがね……ねえ、すぐこっちに来られないかな？　ちょっと見て欲しいものがあるの〉

「こっちって、ドメネック社ですね？　ええ、それはかまいませんけど──あれ？」

　頭上から垂れ落ちてきた温かい雫しずくに、アベルは顔をしかめた。雨？　だが、無意識に髪かみを拭ぬぐった手が異様に生なま臭ぐさい。飾フア壁サードから張り出した聖母像が、真っ赤に染まっているのはなんだろう？

「これは……」

〈どうしたの？　何かあったの？〉

「それが、今、上から……おわあっ!?」

　何かが、遥はるか上方から落下してきた。咄とつ嗟さに身をすくめたアベルの傍かたわらをかすめると、重々しい音をたてて車の上に落ちる。粉々に砕くだけたフロントガラスが砂利の上に突つき刺ささった。

「なっ！　こ、これは……」

　ボンネットの上にバウンドして転がったそれに、アベルの喉のどがぐびりと動いた。

　灰色の軍用アーミー外套コートを纏まとった男──血に染まった顔は恐怖に歪ゆがみ、赤黒い口こう腔こうは無音の絶ぜつ叫きようを放っている。だが、その腹がごっそり抉えぐれているのは何だ？　断じて落下の衝撃によるものではない。

〈アベル君？　何？　何かあったの？〉

「また後で連絡します！」

　一方的に無線を切ると、アベルは入り口を蹴けり開けた。すでに腰の旧パー式カツ回シヨ転ン・拳リボ銃ルバーは抜ぬかれている。

　薄うす暗ぐらい屋内、放物線を描えがいたアーチの連続する回かい廊ろうの空気に、濃密な硝しよう煙えんとガンオイルの刺し激げき臭しゆうが立ちこめていた。壁の所ところ々どころに穿うがたれているのは、真新しい弾だん痕こんだ。だが、人ひと気けのない堂内は恐ろしいほどの静せい寂じやくが支配している。

「…………」

　この聖堂が廃はい棄きされてすでに久しい。当然、電気など来ていないはずだ。にも拘かかわらず、回廊の奥、来客を誘いざなうように格こう子し戸どを開いたエレベーターに煌こう々こうと灯ともった明かりは何だろう？

「……昇のぼってこいとおっしゃる？」

　二呼吸ほど迷って、アベルはエレベーターに足を踏ふみ入れた。それを待っていたように格子戸が閉じると、エレベーターは聖堂の底から夕闇の満ちる天に向けて昇り始めた……
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　澄すんだベルの音とともに扉とびらが開くまで、三十秒とはかかっていまい。

　だがそのわずかな時間に、いったいどれほどの距きよ離りを移動したのだろう。扉が開いたとき、地上はおろか、あれだけ高く聳そびえていた十八本の尖せん塔とうのうち、十七本までが遥はるか眼下に沈しずんでいた。

「なるほど、中央塔……のてっぺんですね」

　さっきの死体はここから投げ落とされたのだろうか？　中央塔最上階展望ホールは、エレベーターを中心にドーナツのような形をしており、全すべてを見み渡わたすことは不可能だ。そこかしこに不気味に蟠わだかまった闇やみに慎しん重ちように目を配りながら、アベルはホールに一歩を踏ふみ出し……そして、硬こう直ちよくした。

　目の前に、男が一人いた。

　頰ほおに傷のある大男だ。戦せん闘とう服ふくに身を包み、手に長い軍刀サーベルを一振ふり携たずさえているのは、どう見てもただの一般市民などではない。だが、そんな風ふう体ていなど、今、彼がいる場所の異常さに比べれば、どうでもいい。

　ドン・ビリャール──バルセロナ暗黒街の顔役は、床ゆかから三メートル近い空間に浮うかんでいた。

「…………!?」

「か……は……」

　アベルの存在に気づいたらしい。こぼれんばかりに瞠みはられたビリャールの目が動いた。

「た、たす……たすけてくれ……」

　むりやり肺から絞しぼり出したような声だった。

　助けを求めているようだが、こぼれた喘ぜん鳴めいはすでに言葉になってない。突き出た舌は棒のように強こわ張ばり、その先せん端たんから、唾だ液えきが糸を引いている。

「た、たす、たしゅけ……たしゅけて……」

　それでもなお、巨きよ漢かんは何か叫さけぼうとしたが──

　ぅぇはっ！

　異様な吐と瀉しや音おんとともに、眼球がぐるりと白目を剝むいた。体が、電流でも通されたかのように激しく痙けい攣れんする。そして次の瞬しゆん間かん、たくましい体がみるみる縮み始めた。

「…………!?」

　咄嗟のことに、声すら出せぬ。ただ手をつかねて見守るアベルの頭上で、ビリャールの巨体は潰つぶれた風船のようにしぼんでいった。萎しなびた皮ひ膚ふは何年も昔の新聞紙のようなネズミ色に変色し、ぽっかり空いた眼がん窩かから、豆粒サイズに干ひ涸からびた眼球が視神経ごと垂れ下がる。

　……そして、ミイラ化した死体にとりついていたものが、闇に浮き出してきた。

　本来、無色透とう明めいなその姿は、クラゲを思い出させた。さしわたし三メートルはあろう傘かさの中に、たった今啜すすった獲物の血が、網の目のように張り巡らされている。傘の中心から垂れた無数の触しよく手しゆの中央に開いた嘴くちばしが、口だろう。ビリャールの腹に食い込んだ鋭い牙きばからは、吸い取りきれなかった血が、雫しずくとなって床に血溜だまりを作っていた。

「な、なんです、こいつは!?」

「風ジルフ精イーデ──先日、私が創つくった人クンス造トリツ精ヒ・ガ霊イストです」

　静かに答えたのは、蟠った闇だった。

「一応の不可視化には成功しましたが、食事のたびにはしたない姿をお見せするのでは人前に出せませんね……こグーんテンば・アんーベはント、ナイトロード神父」

　頭上で一いつ斉せいに点ともったシャンデリアが、展望ホールに聳そびえる巨きよ大だいなパイプオルガンとその前に腰を下ろしていた人ひと影かげを白く照らし出した。

「あ、あなたは昼間の……！」

「やあ、またお会いしましたね。せっかく招待に応じていただきながら、ちょっとごたごたしていて申し訳ございません」

　腰までもある黒くろ髪かみの下で、レストランの男はどこか非人間的なまでに静かな微び笑しようを浮かべた。

「実は、私のビジネスパートナーが、一方的に関係を破は棄きしてきましてね。あげくに、こういう連中を送りつけてきた次し第だいです。ジェームズ・バレー……誠意のない老人とは度し難がたいものだ。ま、彼は死を以もつて、それを償つぐないましたが」
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「────!?」

　アベルの顔から狼ろう狽ばいが拭ぬぐったように姿を消し、かわりに鋭い緊きん張ちようの色が浮かび上がった。

　バレーの死は、一部の警察関係者とノエル以外に知る者はないはずだ。なぜ、この男はそれを知っている？　そして彼の外見は、先日上司から耳にした、ある危険人物のそれに酷こく似じしている……

　その緊張が伝わったのだろうか？　だが、相変わらず穏おだやかに、男は腰を折った。

「その分だと、お仲間から私のことは聞いていますね？　神父トレスの腕うでは直りましたか？」

「ローゼンクロイツ！」

　本能的に飛びすさったときには、アベルの銃じゆう口こうは男の眉み間けんを照準ポイントしていた。

「動かないでください！　両手は頭の上に！　あなたにはヴェネツィアにおける殺人・公共物破損・聖務執しつ行こう妨ぼう害がいで逮たい捕ほ状じようが出てます。武器を捨てて投降されることを勧かん告こくします！　えっと……」

「ケンプファー。イザーク・フェルナンド・フォン・ケンプファー。薔薇ローゼン十字クロイツ騎士・オル団デン、位階９＝２メイガス、称号〝機械仕パンツ掛のアー・マ魔道士ギエル〟──ただの〝魔ま術じゆつ師し〟でもかまいませんよ」

　微苦笑を貼はりつけたまま、〝魔術師〟は両手を掲かかげた。観念したのか、抗あらがう気配もない。

　だがアベルは、トリガーにかけた指をはずさなかった。頭上の怪かい物ぶつのこともあるが、それ以上に、何かこの男は危険だ──警報が頭の中で喧やかましく鳴り響ひびいている。

「さっき、バレーをパートナーっておっしゃいましたね？　なら、駅の倒とう壊かい事故……いえ、その前の五件の事故のことも何か知っているんじゃないですか？　いや、あれはあなたの仕し業わざでは？」

「私の仕業、というのは正確ではありませんね。会社の障害排はい除じよを依い頼らいしてきたのはバレーです。私ども〝騎士団オルデン〟は、その材料と知識をお貸ししただけのこと──これも、ビジネスですよ」

「テロがビジネス？　あなた、いえ、あなた方は金目当てでテロ行為をやっていると!?」

「別に代価は金とは限りませんがね」

　豊かな知性と教養を感じさせる声は、穏やかで耳に心ここ地ちよかった。しかし、一ひと重え瞼まぶたの下のその瞳は、底知れぬ深しん淵えんを思わせて昏くらく、何の感情をも窺わせない。

「我が〝騎士団オルデン〟は、この世界に御不満をお持ちで、なおかつそれを変革しようと志される方々をささやかながらお手伝いさせていただいております」

　男の口調は、相変わらず静かだ。それがかえって不気味だった。

「お話しは後でうかがいます……それより、どうしてなんです？」

　アベルは早口で尋たずねた。最前からの胸むな騒さわぎは、いっこうに収まらない。

「なぜ、私をここに呼んだりしたんです？　自分たちの犯行を仄ほのめかしてまで──」

「実は神父様──いえ、教皇庁のお手を煩わずらわせたいお願いがございましてね。その取引ができないかと思った次第です」

「取引？」

　テロリストが何を言っているのか？

　アベルの眉まゆ根ねに刻まれた縦たて皺じわを面おも白しろそうに眺ながめながら、ケンプファーは言葉を継ついだ。

「バレーは我らを裏切りました。ま、それ自体はどうということはないのですが、彼が裏切ったことで、今回、彼のために我々がこの街に持ち込んだある機材を回収できなくなりそうなんです」

「機材？　それが六件の事件の凶きよう器きですか？」

「はい。それがちょっと大きなものでしてね、本当はドメネック社の機材ということでバルセロナの外に持ち出す予定でした。ところが、バレーがあんなでしょう？　普通に運び出したのでは警察に見つかってしまう懼おそれがある……そこで、教あな皇た庁がたです。いかがでしょう？　よろしかったら、回収を手伝っていただけませんか？」

「ば、馬鹿なことを！」

　思わずアベルは声をあげてしまった。

「どうして、私たちがテロリストの手伝いなんか！」

「むろん、無償タダでなどとは申しません。バレーのネバーランド島での生体実験データ、あれをお譲ゆずりいたしましょう。吸ヴア血ンパ鬼イヤと戦うヴァチカンにとっては、喉のどから手が出るほど貴重な資料のはずだ。よい取引と思いますが？」

「……いや、もっといい手段てがあります」

　ネバーランド島の名が出てから、アベルの表情は凍こおりついたように硬かたくなっている。拳けん銃じゆうの撃げき鉄てつをあげると、

「あなたを逮捕し、そのデータと凶器をまとめて押収します。それが一番、確実そうだ」

「おや、交渉決裂ですか？」

「とりあえず、逮捕させていただきます。凶器のことは後で詳くわしく話してください。よろしいですね？」

「凶器？　ああ、それなら説明するより、お見せする方が早いな……これですよ」

　大だい音おん響きようが轟とどろいた──パイプオルガンの鍵けん盤ばんにケンプファーが掌てのひらを叩たたきつけたのだ。指の長い手が滑すべると、美しい、だがどこかに救いがたい昏くらさを秘めたメロディが紡つむがれる。

「バッハ、作品番号五五二、〝三位一体のフーガ〟──この美しい夜に相応ふさわしい曲だ」

　夜の静寂しじまに反はん響きようする幾いく億おくの悪あく霊りようの嘆なげき──オルガンの響きよう鳴めいに連動して、周囲の鐘しよう塔とうから響ひびき渡わたったのは、低い低い鐘かねの音だった。聞く者の脳のう髄ずいを揺ゆさぶるような重い振しん動どうが、闇やみを震ふるわせる。

　だが、確かに気味は悪いが、しょせんただの音楽だ。事故と何の関係があるというのか？

「そのオルガンが何の……」

「すぐにわかります。それまで、彼と少し運動でもなさっててください」

「え？　彼って……うわっ！」

　咄とつ嗟さにアベルが頭を下げたときには、風を切った触しよく手しゆがその残像を薙なぎ払っている。数本の銀ぎん髪ぱつを宙に舞まわせ、アベルは横飛びに跳ちよう躍やくした。床ゆかに着地するより先に、瞬前まで立っていた場所には人差し指ほどもある深い穴が穿うがたれている。

　風ジルフ精イーデの半透とう明めいの巨きよ体たいが、鮮あざやかな朱しゆ色に染まっていた。ゼラチン質の傘がふるふると脈打ち、その下に伸びた触手を疾風はやての如ごとく旋せん回かいしている。鞭むちのようにしなる触手は一いつ旦たんは後退したが、それ自体が生あるもののように互たがいの距きよ離りをとると、今度は獲え物ものの四方から一斉に襲いかかった。

「ふッ！」

　鋭い呼気とともに銃じゆう口こうをあげたときには、引き金トリガーは落ちていた。連続フア発射ニングされた銃じゆう弾だんが狂きよう暴ぼうな牙きばを剝むいて、六本の触手を食いちぎる。痛みを感じたのか、半透明の巨体が後退する。その一いつ瞬しゆんの隙すきに空になった弾だん倉そうを交こう換かんすると、アベルは本体に銃口を向けた──

　瞬間、腹部に灼やけるような激痛が走った。

「…………!?」

　炎ほのおに貫つらぬかれたような焼しよう灼しやく感かんが、腹筋を裂いて、背中へと抜けた。透明なゼラチンのような外見に反して、触手の先せん端たんは鉄の硬こう度どと錐きりの鋭するどさを備えていた──そして、電光の素す早ばやさも。

「こ、こいつら！」

　銃弾によって本体から切断された六本の触手が、それ自体生きているもののように床を這はっていた。毒どく蛇へびのように体をたわませると、一斉にアベルめがけて飛びかかってくる。

「くそっ！」

　アベルの手元でマズルフラッシュが連続した。銃声とともに五匹ひきの半透明の毒蛇が飛散する。

　迎げい撃げきし損そこねた最後の一匹──右手首を串くし刺ざしにしたそれを、アベルは腕うでごと壁かべに叩きつけた。骨の軋きしむ音に、ぐちゃりとおぞましい感かん触しよくが重なる。飽ほう食しよくした蛭ひるのように膨ふくれ上がった触手が落ちると、傷口からは勢いよく鮮せん血けつが溢あふれ出した。動脈をやられたらしい。見る間に感覚が薄うすれてゆく。

　これで、もう右手は使えない。しかも、全ぜん弾だん撃うち尽くした拳銃は床に落としてしまった。

　それを見届けたように風ジルフ精イーデが動いた。しなやかにしなった触手が、易やす々やすと獲物の両腕に巻きつき、動きを封ふうじる。牙を剝いた嘴くちばしが、もはや身動きすらままならぬアベルの喉首に降りてゆく──

〈…………!!〉

　だが刹せつ那な、空気を震わせたのは神父の絶鳴ではなかった。床に転がっていた軍刀サーベルを、口こう腔こうに突つき立てられた風ジルフ精イーデの咆ほう哮こうが、人間には聞こえない波長で夜気を攪かく拌はんしたのだ。

「やった……ぐうっ！」

　だが、絶ぜつ妙みようのタイミングで軍刀を蹴けりあげた神父にも、快かい哉さいをあげている暇いとまはなかった。絶命した風ジルフ精イーデの巨体が直上から落下してくる。咄嗟に後ずさるも、触手に体の自由を奪うばわれている。地じ響ひびきをあげて巨きよ大だいなゼラチンが墜おちたとき、アベルの下半身はその下した敷じきになっていた。

「！」

　足の骨の砕くだける音が不気味に響く。

「大丈夫ですか、神父様？」

　オルガンの前のテロリストが、静かに尋たずねてきたときも、アベルは応こたえられなかった。激痛を通り越こして、下半身の感覚が消失している。

（まずい）

　こちらはすでに満まん身しん創そう痍いというのに、肝心の敵手は無傷だ。いや、たとえコンディションが万全だったとしても、あの〝ガンスリンガー〟を弄もてあそんだほどの相手に勝てたかどうか。ケンプファーが演奏をやめないのも、彼の余よ裕ゆうの表れだろう。

　小さな音が耳元で鳴ったのはそのときだった。

〈もしもし、アベル君？〉

「……やあ、シスター・ノエル」

　ともすれば、嗄しわがれようとする声を懸命に平静に保って、アベルは応じた。

〈なによ、さっきはいきなり切って……ん？　どうかしたの？　声がちょっと変だけど……〉

「いや、別になんでもありません──無線機の調子がおかしいんじゃないですかね？」

　市内からここまでは、二十分はかかる。

　救きゆう援えんを求めても無む駄だなら、彼女を心配させることはない。脂あぶら汗あせを玉のように滴したたらせながら、アベルは渾こん身しんの力で平静な声を作った。

「ノエルさんの声はちゃんと聞こえてます……だいじょうぶ。私はだいじょうぶです」

〈ほんとに？　でも君、すぐに無理するものね……人に心配させたくないんでしょうけど、そっちの方が私は心配よ〉

　相変わらずのお姉さん口調で、ノエルは続けている。悟さとられてはいないようだ。

〈無理しないでね、アベル君。みんながついてるんだから。それに私だって……一人で無理しなくても、だいじょうぶ。ちゃんと支えてあげる〉

「ありがとう。無理なんかしてませんから……」

〈なら、いいんだけど……それでね、さっきもちょっと言ったんだけど、社長室で面おも白しろいもの見つけたの。図面……それも、廃はい棄きされた教会の図面。私も知らなかったんだけど、ドメネック社はダミー会社使って、サグラダ・ファミリアを買い取ってるの。あ、サグラダ・ファミリアって知ってる？　閉へい鎖さ地区にある大きな建物〉

　向こうでかさかさと音がしたのは、書類か何かをめくったのだろう。

〈でね、ここからが変なんだけど、バレーは聖堂に大きな改装工事をしてるの。鐘しよう塔とうの鐘かねを特注品に換かえたり、反はん響きよう板ばんを新調したり……なぜかしら？　本社ビルにするのなら、鐘なんか、わざわざ新しくする必要なんてないよね〉

「…………」

　アベルの頭を何かがかすめた。

　ずっと気になっていた。どうやって、あの駅舎を崩くずしたのか？　爆ばく発はつ物ぶつでもない、砲ほう弾だんでもない。目には見えず、耳にも聞こえない何か……

「そうか……そういうことだったのか！」

　鐘塔群を見下ろしたアベルは、愕がく然ぜんと呻うめいた。

　聖堂を囲む形で鐘塔に収められた八十八個の鐘は、各音階に応じて電気的に集中制せい御ぎよされ、ピアノのように演奏することが可能だ。そして大聖堂を構成する十八本の塔の配置は、鐘の音を増幅するアンプの役割を果たすように計算されている。

　つまり、サグラダ・ファミリアとは、それ自体が巨きよ大だいな楽器──耳で聞く建物なのだ。

「そして、この鐘になんらかの手を加えたとしたら……ノエルさん、そこから逃にげて！」

　アベルは叫さけんだ。

　間に合うか？　絶望が黒く胸を蚕さん食しよくしてゆく。だが、彼女はもう二度と喪うしなうわけにはいかない！

「ノエル！　そこは危険だ！」

〈待って！　図面がもう一枚あるわ……噓うそ、この建物って！〉

「そんなものどうでもいい！　いいから、早くそこから……」

〈馬鹿な、なんでこんなところにこの図面が!?　聞いて、アベル君！　いま──〉

　そこまで一気に喋しやべったノエルの声がノイズとともに途と絶だえた──途絶えたまま、なかなか再開されない。

「……ノエルさん？」

　それきり沈黙している相手にアベルが呼びかけたのは、別に話の続きを促うながしたわけではない。不安だったからだ。その沈黙が、おそろしく不安だったからだ。

「ノエルさん、どうしました？」

　だが、イヤーカフスはうんともすんとも応じなかった。本来なら、たとえ彼女が沈黙していたとしても、息づかいや周囲の雑音が聞こえてくるはずだ──それがない。

「ノエルさん……応答してください！」

　とてつもなく不ふ吉きつな予感に心臓を摑つかみ取られながら、それでも、アベルが震ふるえる声を押し出したとき。

　ずん……

　薄うす闇やみの向こうから、低い音が聞こえてきた。

　爆ばく弾だん？　いや違う。何か、とてつもなく巨大なものが地上に落下した音だ。

「あ……」

　市街の西、銀行や商社の建物が集中している一角に白い土つち煙けむりがあがっていた。その煙の中、自重に堪たえかねたかのように沈しずんでゆくのは、背の高い、灰白色のビルだ。

「物質は固有の振動数を持っています。可か聴ちよう域いきより遥はるかに低い周波数──いわゆる低周波です」

　淡たん々たんと紡がれた〝魔ま術じゆつ師し〟の声は、静かだった。

　たった今、あのビル──ドメネック製薬本社ビルとその中にいた数百の人命を奪ってのけた虐ぎやく殺さつ者しやとは思えぬほどに。

「ここの鐘に組み込まれた〝沈サイ黙レンのト・声ノイズ〟──共きよう振しん崩ほう壊かい誘ゆう導どうシステムの低周波は、目標範はん囲い内のあらゆる建築物を崩壊に導きます。まだ試作段階なのですが、それなりの効果はあったようですね。そうそう、あなたがネバーランド島で破壊したティンカーベル・システムは、これの副スピ産ン物オフですよ」

「あ……うあ……」

　慇いん懃ぎんな説明も、アベルの耳には届いていなかった。眼下に生じた変化は、まだ終わってなどいなかったからだ。

　ドメネック製薬ビルの倒とう壊かいに誘さそわれたかのように、その両隣どなりのビルがゆっくりと崩れ始めたのだ。そして、それが地面に倒たおれる頃には、その隣の教会が土つち埃ぼこりを巻き上げながら砕けて……

　崩れる。崩れてゆく。

　まるで、コーヒーに垂らしたミルクのように、白はく煙えんは夜の町全体へと拡ひろがっていった。港も聖堂も、市場も大通りも、貧しい者のあばら屋も富める者の邸てい宅たくも……何万もの命、数千年の時を刻んできた人の営みが、白い煙の下、低い轟ごう音おんの中、無残な瓦が礫れきの山と化してゆく。それは、幻げん想そう的なまでに非現実的で、同時に残酷なまでに現実そのものの光景だった。

「〝美しきもの見し人は、はや死の手にぞとらわれつ〟──プラーテン。今こ宵よいの演奏はいかがでしたでしょうか、神父様？　お気に召めしたのであればよいのですが……」

　ぅあああああああああああああああああっ！

〝魔術師〟の恭うやうやしい一礼に応じたのは、世界を呪のろう禍まが々まがしい絶ぜつ叫きようと、空気が裂けたかと思われるような凄すさまじい血煙だった。

　神父に覆おおいかぶさっていた風ジルフ精イーデの巨体が、粉々に弾はじけ飛ぶ。その赤い嵐の中から、悪夢のように嗄しわがれた声がホール全体に響き渡った。
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　次の瞬しゆん間かん、手で触ふれられそうなほどの風圧とともに、ケンプファーの頭上に墜おちてきたのは夜のように暗い刃やいばだ。

「よくも……よくも……！」

　柄えの両端に刃を備えた大おお鎌かまを、ぎりぎりと押し込んでくる神父の瞳ひとみは、血の色に染まっていた。

「ご不快に思われたのであれば、申し訳ございません……ですが、これも仕事ビジネスでして」

　憤ふん怒ぬに歪ゆがんだアベルの顔を見上げて、ケンプファーはきまじめに答えた。彼は両手をポケットに突つっ込んだまま静かに立っているだけだ。だが、まるでそこに見えない壁かべが存在しているとでもいうかのように、アベルの大鎌は、頭上数十センチのところで停止していた。

「次の依クラ頼イア主ントが、〝沈黙の声〟の力を実地にご覧になりたいとおっしゃいましてね。是非とも、デモンストレーションをと」

「そんな、そんなことのために──」

　ぎちぎちと軋きしるような声を押し出すアベルの貌かおは、さきほどまでの、脳天気ではあっても人間のことが大好きな神父のそれではない──いや、あるいは人間ですらなかったかもしれない。

「そんなことのために、彼女を！」

　押し込む刃が、じりっと下がった。

　信じがたいパワーだ。ケンプファーの周囲に張り巡めぐらされた強電磁シールド──〝アスモダイの盾たて〟の絶対的な防ぼう壁へきをぼろ布のように切り裂きながら、漆しつ黒こくの兇きよう器きは贄にえを求めて敵手の脳天へと落ちてゆく。
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　三十センチ、十センチ、五センチ……

　だが、迫り来る死を見上げたケンプファーの声は、あくまで静かだった。

「なるほど……そうやって、すぐに君は世界を敵に回したがる」

「…………!?」

　赫あかい目の怪かい物ぶつの動きが凍こおりついた。

〝そうやって、すぐに君は世界を敵に回したがるね、アベル〟

　それは、いつ聞いた言葉だったか。

　柔やわらかい声。

　優やさしい微び笑しよう。

　全すべてが敵意に満ちていると信じていたこの世界にあって、自分に許されたたった二人の同胞はらからたち。

　だが、あれはずっと昔の話だ。もう手の届かないあの頃ころに聞いた言葉だ！

「そ、その言葉を、どこで!?」

　魔ま物ものの声がうわずった。同時に、それまで大鎌に籠こめられていた凄まじい力がふっと消える。

「答えろ！　その言葉を、誰に聞いた!!」

「またお会いしましょう、ナイトロード神父……いえ、アベル様」

「ま、待て！」

　完かん璧ぺきな一礼を施ほどこした〝魔術師〟の影かげがぬめりと動いた。とっさにアベルが我に返ったときにはすでに遅おそい。人の形をした闇やみが、生あるものの如ごとく、その実体を包み込む。風を巻いて振ふり降ろされた大鎌がその頭を捉とらえるが、飛び散ったのは鮮せん血けつではなく、深々と穿うがたれた床ゆかの欠片かけらだ。

「噓うそだ……こんなことが……」

　虚きよ脱だつしたように呻うめいたアベルの膝ひざが、床に落ちた。

　ホールにもはや人の気配はない。いや、このホールばかりではない。一いつ瞬しゆんのうちに死と静せい寂じやくの支配しろしめした眼下の廃墟にもまた。

「俺は……俺はまた……」

　オルガンの音は、もう聞こえなかった。
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　自室に戻もどったカテリーナの顔色はすぐれなかった。執しつ務む卓たくに着くや、顔に垂れた金きん髪ぱつの間から深いため息が聞こえてくる。

〈会議はいかがでしたか、猊げい下か？　進展は？〉

「バルセロナ事件の犯人が特定されました」

　泣き黒子ぼくろのある尼僧シスターの立体映像ホロに向けられた声も、少し嗄かれていた。バルセロナ壊かい滅めつの報しらせがローマにもたらされて、はや三日。この間、一いつ睡すいもしていないとあっては、〝鉄の女〟以外の者なら、とっくに音をあげていたろう。

「一連の事件は、バレーの単独犯行。彼はどこからか手に入れたロストテクノロジーで、自社の障害を排はい除じよしていたが、そのテクノロジーの暴走により、自身はもとより、バルセロナ市全土を壊滅させてしまった……公式発表はそうなります」

〈そんな……！　一個人があれだけのロストテクノロジーを入手できるはずがありません！〉

「でも、枢すう機き卿きよう会議はそう結論を出したわ。それが教皇庁の公式見解です……馬鹿な年寄りどもが！　あいつらは何もわかっちゃいない！」

　執務卓が激しく鳴った。硝子ガラスのように白い拳こぶしが振り降ろされたのだ。滅めつ多たに見せない主あるじの激情に、尼僧の映像ホロが怯おびえたように明めい滅めつした。

「〝騎士団〟は信じられないほど狡ずる賢がしこい。いつも舞ぶ台たいで踊おどっているのはただの操あやつり人形だ。人形使いどもは絶対に表に現れない……しかも、観客はあの馬鹿どもときた！　十年前と同じだ！」

〈猊下……〉

　この人は孤こ独どくだ──歯ぎしりする主を、ケイトはいたましげに眺ながめやった。

　智ち者しやであるが故ゆえにカテリーナは孤独だ。愚おろかであれば、十年も前に奴やつらの存在に気づくこともなかったろう。そうすれば、大切な人々を奪われることもなく、俗ぞく世せに身を置いたまま、幸せな家庭を築いていたかもしれない……

「シスター・ケイト」

〈あ、は、はい！〉

　主の声にケイトは物思いの淵ふちから引き上げられた。すでに枢機卿の美び貌ぼうからは最前までの影は拭ぬぐったように消え、剃刀かみそり色の瞳ひとみにはいつもの鋭するどい光が蘇よみがえっている。

「バルセロナの状じよう況きようは？　シスター・ノエルの遺体は回収できましたか？」

〈七割がたは。ただ、これ以上は遺体の損傷が激しいために、その……まだ時間がかかるかと〉

「急がせなさい。彼女が最後に何を発見したか、確かめねばなりません」

〈かしこまりました。現場に申し伝えます〉

　バルセロナの惨さん劇げきなど、序幕に過ぎない。すでに奴らは、次のテロを予告してきている。それも、よりによって……

　一礼した尼僧の立体映像が慌あわただしくかき消えるのを確かく認にんして、カテリーナは執務卓から立ち上がった。窓まど枠わくに体をもたれさせ、片眼鏡モノクルの奥から戸外を眺めやる。

　初夏の柔やわらかい陽光に沈しずんでいるのは、美しい円蓋クーポラを備えた大聖堂と無数の人々で賑にぎわう広場。さらにその向こうに広がる瀟しよう洒しやな町並みには、芥子けし粒つぶほどの曇くもりも、一片ぺんの歪ゆがみも見られない。

　完かん璧ぺきな美と完全な調和を備えた、地上で最も天国に近い街。

「──だからこそ脆もろい」

　ローマ──世界最大の都は、苦い呟つぶやきも知らぬげに、かりそめの平和を静かに微睡まどろんでいる。


ＳＩＬＥＮＴ ＮＯＩＳＥ（完）






















──しかし彼は貴方がたを癒すことができない。

また、貴方がたの傷を治すことができない。

（ホセア書五章十三節）






　国務聖省本庁舎──通称〝剣パラツツのオ・ス館パーダ〟と言えば、ここ聖都ローマでもその美しさは際きわだったものだ。

　法サン・王ピエ宮トロとはテヴェレ川を挟はさんだ向かい岸に立つこの城館は、正面の飾フア壁サードに太古の英雄や女め神がみの彫刻を配し、古代の神しん殿でんを思わせる壮そう麗れいな石造空間は、教皇庁外交を一手に司つかさどるに相応ふさわしい威い容ようを誇ほこる。また、各国大使が頻ひん繁ぱんに訪おとずれることもあって、厳げん重じゆうな警けい戒かい態たい勢せいは不ふ審しん者しやなど蟻あり一匹ぴき通さない──

「よぅ、ミラノ公はいらっしゃるかい？」

　その日の午後、長官秘書室にふらりと現れた男は、絵に描かいたような不審者だった。

　二メートル近い巨きよ軀くに、浅黒い顔を縁ふちどる不ぶ精しよう髭ひげ。一応、僧衣カソツクこそ纏まとってはいるが、襟えり元もとはだらしなく着き崩くずされ、伸び放題の蓬ほう髪はつは櫛くしを通した形けい跡せきもない。にも拘かかわらずシスター・ロレッタが即そく座ざに衛えい士しを呼ばなかったのは、そいつの浮うかべた男臭くさい笑えみが、気高い肉食獣のそれに似て、一種の風格を帯びていたからだ。

「失礼ですが、どちら様でしょう？」

　読みかけの書類を急いで閉じると、ロレッタは用心深げな表情を作った。彼女の上司、ミラノ公カテリーナ・スフォルツァ枢すう機き卿きようは、法王宮に出向いて留守である。いったいどこから迷い込んできたか知らないが、こんな怪あやしい男は、当直の秘書官として断固追い払うつもりだった。

「猊げい下かはお約束のない方とはお会いになられません。事前に、事務局で面会申しん請せいをしてください。もし、審査を通れば（絶対に無理でしょうが）こちらから御ご連れん絡らくを……」

「お嬢じようちゃん新人かい？　可愛かわいいねえ」

「え？」

　身を引く暇いとまもない。巨きよ体たいをかがめると、男は新人尼僧シスターの顔を覗のぞき込んだ。間近に迫せまった浅黒い顔はお世せ辞じにも美男子とは言い難がたかったが、ロレッタの心臓は急に軽快なダンスを躍おどり出した。

「名前は？　年いくつ？　今、彼氏いる？」

「は？　え？　あ？」

　不ぶ躾しつけ極きわまる発言に対し、ロレッタとしては一言あって然しかるべきだったろう。平手打ちの一発もかますところだったかもしれない。だが、咄とつ嗟さのことにどぎまぎと顔を赤らめた尼僧に対し、男はさらなる攻こう勢せいに出た。あつかましくも机に尻しりを載のせると、あろうことか彼女の手を握にぎったのだ。

「ここ何時まで？　パンテオンの近くに、無茶苦茶うまいレストランを知ってんだが……」

〈ぬぁにをやってんですか、神父レオン！〉

　尼僧の貞てい操そうを救ったのは、鋭するどい女の声だった。

　いつの間にか、もう一人の尼僧が巨きよ漢かんの背後に立っていたのだ。嫋たおやかな風情ふぜいの美女だが、今は泣き黒子ぼくろのある目元がぴきぴきとひきつっている。頭痛をこらえる表情を通して、長官執しつ務む室しつの扉とびらがかすかに透すけて見えた。

「よぅ、ケイト」

　尼僧の立体ホロ映像グラムを振ふり返った巨漢──国務聖省ＡＸ特務分室派遣執行官レオン・ガルシア・デ・アストゥリアス神父は、悪戯いたずらの現場を押さえられたガキ大将みたいな顔で一笑した。

「久しぶりだな。その後、元気だったかね？」

〈〝元気だったかね？〟じゃありません！　レオンさん、貴方、何をやってるんですか、何を！〉

「いや、二ヶ月ぶりの娑婆シヤバだし、こちらのお嬢さんに、街でも案内してもらおっかなと……」

〈噓うそおっしゃい！　さっさとこちらに入ってくださいまし！　まったく、油断も隙すきもあったもんじゃありませんわね〉

「へいへい」

　名な残ごり惜おしげに立ち上がったレオンを、立体ホロ映像グラムの尼僧──シスター・ケイトはノラ猫でも追い払はらうみたいに執務室へ追いやった。その途と中ちゆう、何を思い出したか、きっとロレッタの方を振り返る。

[image: ]

〈シスター・ロレッタ、これから打ち合わせがあります。人払いをお願い……それとあなた、ちゃんと手は洗っておいた方がよろしくてよ。この人の半径三メートル以内に近づいたら、馬でも妊にん娠しんしてしまうという話です〉

「俺は鮭さけかい……またな、ロレッタちゃん」

〈〝また〟はありません！〉

　にやにやと笑いながら、レオンは執務室の扉をくぐった。ソファに先客の姿を見つけて片かた眉まゆをあげる。

「おう、拳けん銃じゆう屋やじゃねえか。ぶっ壊れたって聞いてたが、もういいのかい？」

「肯ポジテ定イヴ──問題ない」

　ソファに腰こしを下ろしていた若い男は、にこりともせずに答えた。こちらはレオンとは対照的に、一分の隙なく僧衣を着込んで身動きもしない。トレス・イクス神父──Ａｘ派遣執行官〝ガンスリンガー〟のどこか作り物めいた顔を睨にらみつけたレオンの鼻が、不ふ機き嫌げんげに鳴った。

「お前めえがいるのに、この俺様をわざわざ別荘から呼び出したってことは……ふふン、話がキナ臭くなってきやがったぜ。何があった、ケイト？」

〈まず、こちらをご覧いただけます？〉

　レオンの問いに応こたえるように、尼僧が指をあげた。照明が明度を落としたかと思うと、暗くなった壁かべにスライド写真が浮うかび上がる。

「バルセロナか……はン、話にゃ聞いてたが、ひどいもんだ」

　スライドを眺めたレオンの唇くちびるがわずかに歪ゆがんだ。

　そこに映っていたのは、広大な瓦が礫れきの山と、その間から染しみ出した赤黒い水たまりだった。それがつい一週間前まで、〝地中海の宝石〟と呼ばれた美しい市街の変わり果てた姿だと悟さとるのは、事情を知らぬ者には難しかったろう──否いな、たとえ知っていても、信じることは難しい。

〈低周波兵器によってバルセロナが壊かい滅めつした一件は、もうご存じですね？　その際、調査にあたっていた派遣執行官〝クルースニク〟が事件の実行犯と接せつ触しよくしました。そのテロリストは、〝クルースニク〟にローマの破は壊かいを予告したそうです〉

　淡たん々たんと事実のみを説明するケイトの表情も硬かたい。口にされない感想が、百万の言葉より雄ゆう弁べんに彼女の心中を物語っていた。

〈今回、お二人には、カテリーナさまを護衛すると同時に、このテロを防止していただきます〉

「ローマ破壊ねえ……はったりじゃねえの？」

　気のない顔で、レオンは胸毛を搔かいた。もっとも、瓦礫の山を突つき刺さすその瞳ひとみは、さきほどまでとは別人のように鋭い。

「〝沈サイ黙レンのト・声ノイズ〟とか言ったか？　バルセロナの低周波兵器は、聖サグ家ラダ族・贖フ罪ア教ミ会リアの鐘かねを丸ごと使ったバカでかい代しろ物ものだったって話じゃねえか。んなもん、このローマのどこに隠かくすよ？」

「それを探すのが我々の任務だ──なお付け加えるなら、予告が虚きよ偽ぎである可能性は極きわめて低い」

　あまり嬉うれしくない事実を、抑よく揚ようのない声が指し摘てきした。相変わらず無表情なまま、いま一人の神父は手元のファイルをめくっている。

「情報が正確なら、バルセロナのテロリストはヴェネツィア事件の実行犯と同一人物だ。極めて高い確率で、何らかの破壊活動が予想される」

「ほう」

　レオンが意味ありげにトレスの顔を見返したのは、平板な声の底に、かすかな揺ゆらぎを聞いたような気がしたからだ。

　ヴェネツィアの一件については彼も耳にしている。三ヶ月前の可か動どう堰ぜき襲しゆう撃げき事件で、〝ガンスリンガー〟は実行犯と交戦。かろうじて撃げき退たいには成功したものの、甚じん大だいな損害を蒙こうむったと聞く。

「じゃ、さっさと済ませようかい。確かミラノ公は法王宮にいるんだったな」

〈あ、お待ちくださいまし。今回の捜査活動に関しまして、カテリーナさまから一つご注意が〉

　立ち上がった二人の神父を、ケイトが制した。

〈現在、市内は都グア市ール警デイアと特務カラビ警察ニエリが非常警けい戒かい中です。万が一にもそんなことはないと思いますが、くれぐれも彼らとはぶつからないようにしてくださいまし〉

「そういや何かあったのかい？　ここに来る途中も、警官おまわりがうじゃうじゃいやがったぜ」

「アルフォンソ・デステ大司教が、ローマに帰ってきている。その警戒中だ」

「アルフォンソ……はて、どっかで聞いたな」

　トレスの言葉にレオンは眉まゆをしかめた。記き憶おくを探さぐるように天てん井じように目を向け、はたと手を打つ。

「あ、思い出した。教皇選コンク出会議ラーベで甥おいっ子に負けた情けねえオヤジだろ。でもあのオッサン、どっかの田舎いなかでいじけてたんじゃなかったっけ？」

〈言葉はお謹つつしみくださいましね、神父レオン〉

　慌あわててケイトがレオンをたしなめたのは、それが不敬罪に問われかねない発言だったからだ。

　ケルン大司教アルフォンソ・デステ。

　好色ではあったが優すぐれた政治家でもあった前教皇グレゴリオ三十世の弟にして、現教皇アレッサンドロ十八世の叔父おじ──もっとも世間には、五年前の教皇選コンク出会議ラーベで甥に敗れた惨みじめな敗北者として記憶されている。

　グレゴリオの急きゆう逝せい直後、アルフォンソの次期教皇選出はまず間ま違ちがいないと目されていた。血統もさることながら、長年、兄を補ほ佐さしてきたその政治的手しゆ腕わんは、内外に高く評価されていたからだ。

　これに待ったをかけたのが、グレゴリオの庶しよ子しアレッサンドロの巻き返し──正確には、アレッサンドロの異母兄弟であるフィレンツェ公フランチェスコ・ディ・メディチとミラノ公カテリーナ・スフォルツァ両枢すう機き卿きようの選挙工作である。

　選挙序じよ盤ばんにおいては叔父を支持するふりをしていたこの二人は、その他の対立候補者をアルフォンソが破るに至って、突とつ如じよ、弟アレッサンドロを擁よう立りつして叔父に反旗を翻ひるがえし、敗北者たちの票を巧たくみに取り込んだ鮮あざやかな逆転劇を演じてみせたのだ。

「で、負けた叔父貴は枢機卿も辞任して、ゲルマニクスの田舎ケルンに引っ込んだと……要するに、拗すねちまったんだろ？　カッコ悪いねえ」

〈でも、このたび、五年ぶりにローマにお帰りになられてるんです。ようやく叔父・甥が仲直りされたわけでして……そんなところで何かあったら大変でございましょう？〉

「ま、俺らも警察サツと遊んでる暇ひまなんてねえしな……おう、ところで」

　この巨きよ体たいにも拘かかわらず、レオンの歩みは髪かみの毛が落ちるほどの音もたてない。どこかぐうたらで性悪なドラ猫ねこを思わせる足取りで部屋を出て行きかけ、何を思い出したか、ふと振ふり返る。

「そういや、あのへっぽこはどうした？　奴やつもこの任務についてんだろ？」

〈いえ、それがその……〉

　急に顔を曇くもらせた尼に僧そうの姿ホロが、かすかに瞬またたいた。




　　　　Ⅰ




「お待ちください、神父さま！」

　薄暗い礼拝堂に響ひびいた金切り声は、明らかに切せつ迫ぱくしていた。

「当修道院は男子禁制です！　殿との方がたは、教皇聖下その方といえど立ち入れません！」

「放してください、院長」

　暗く応じた声は、あろうことか男のものだった。厳格な貞てい潔けつ規定のあるこのサンタ・マリア・クローチェ女子修道院では、この数百年、絶えて聞かれなかったものだ。

　声の主──銀ぎん髪ぱつの神父は、真っ黒な隈くまを作った碧へき眼がんを、初老の修道院長に向けた。

「私は調べたいものがあるだけです。終わったら、すぐに退散します……そこを退どいてください」

「なりません！　すぐに退去してくださいませ！」

　まるで生気のない虚うつろな声に思わず怯ひるみかけながらも、院長はなけなしの勇気を奮った。

「だいたい、いきなり〝鐘しよう楼ろうを調べたい〟とは何なんですの？　学術調査なら、信徒参事会を通してくださいませ。それから誰だれか女性聖職者を──」

「時間がないんだ！」

　冬の嵐あらしを思わせる怒ど声せいだった。思わず修道女たちが首をすくめたほどに激しいくせに、どこか救いがたいほど空くう虚きよな声。

　垢あかじみた僧衣カソツクの懐ふところから、くしゃくしゃの紙切れを取り出すと、神父は病的に慎しん重ちような手つきでそれを広げた。細かな文字でびっしり書きこまれていたのは、ローマ中の教会や修道院の名だ。

「時間がない。時間がないんだ。まだ調べてない鐘かねがこんなにある……早く調べないと、ここもあの街みたいになる！　そこを通して！」

「きゃあっ！」

　荒あら々あらしく突つき飛ばされ、床ゆかに倒たおれた院長を一いち瞥ベつだにせず、神父は再び前進を始めた。立ちふさがる尼僧たちを押しのけ、頰ほおのこけた顔は周囲の何者をも見ていない──ただひたすらに鐘楼へ向かっていた彼の長身が一回転し、床に叩たたきつけられたのは、その直後のことだった。

「う……」

　落下した拍ひよう子しに腰こしでも打ったのだろう。押し潰つぶされた長椅い子すの残ざん骸がいに横たわって呻うめく神父を見下ろした二つの影かげがある。

「ここで何をしている、ナイトロード神父？」

「おいおい、しばらく見ねぇ間にずいぶんとやさぐれちまったなあ、アベル」

　何の感情も籠こもらない氷のような声と、嗄しわがれたダミ声とが無む慈じ悲ひに響いた。




　窓の外では、沈しずんだばかりの太陽の残照が微び妙みような光の諧かい調ちようを醸かもし出していた。レストランの店内は、勤め帰りの役人や聖職者でそろそろ混雑を始めている。その一番奥まったテーブルに陽気なウェイトレスが運んできたのは、百科事典みたいに巨きよ大だいなステーキとボウルに山盛りのサラダだ。

「おほ、来た来た♥」

　まだ血の滴したたっている巨大な肉片は自分の前にちゃっかり囲いこみ、レオンはサラダボウルを隣りん席せきに押しやった。

「全部食っちまっていいぞ、アベル。俺ぁ、昔から神父と生野菜は死ぬほど嫌きらいでよ」

「…………」

　漢おとこ気ぎ溢あふれる申し出に対し、返ってきたのは虚ろな沈ちん黙もくだった。俯うつむき加減のアベルの目はテーブルに向けられてはいたが、その実、何も見てはいないようだ。さっそく肉にく片へんを口に放り込みながら、レオンは興ざめたように肩をすくめた。

「おいおい、なに不幸の国から不幸を広めに来たようなツラしてやがる……遠えん慮りよするこたねえ、お前めえの奢おごりだ。とっとと食え」

「ガルシア神父の言うとおりだ。法王宮への出頭時刻まで、千八百秒を切っている。補給は可か及きゆう的てき速すみやかに済ませろ、ナイトロード神父」

　背筋を伸ばしたまま微び動どうだにせぬトレスが、平板な声を挟はさんだ。機械化マシ歩兵ナリーである彼の体は、通常の意味での食餌しよくじは必要としない。生体部品である大脳皮質と小脳の一部の維い持じのために、月に一度、栄養剤と蒸留水を充じゆう塡てんするだけである。

「法王宮では二十四時間態勢で任務につく。栄養補給は、可能な限り行っておくことを推すい奨しようする」

「……きません」

「なに？」

「私は行きません」

　無表情に問い返したトレスに対し、アベルはことさらに静かな声で言い直した。もっとも、その静けさの下ではなにかとんでもなく巨大な感情がさざなみをたてている。神経質に震ふるえる手が、くしゃくしゃの紙を取り出した。

「私はやらなくちゃいけないことがある……まだ調べてない鐘が、ほら、こんなにあるんです。全部調べるまでは、行けません！」

「バカか、てめえ。ローマに、いったいいくつ教会があると思ってんだ？　金持ちの個人礼拝堂まで勘定したら、三百や四百じゃきかねえぞ」

「市内の鐘に関しては都市警と特警の合同調査がすでに実施されている。結果は全すべて陰ネガ性テイヴだった」

　生焼けのステーキに喧やかましくかぶりついているレオンとは対照的に、氷のような冷ややかさでトレスは指し摘てきした。

「以上を踏ふまえれば、ナイトロード神父、卿けいの調査は違い法ほうであるうえに、無駄だ──なお補足しておく。法王宮への出頭はミラノ公の要請ではない。命令だ。卿に拒きよ否ひ権けんはない」

「だったら、やめますよ」

「やめる？　意味不明だ。回答の再入力を──」

「やめますよ、Ａｘも派遣執行官も……それなら、いいんでしょ？」

「……それ以上の抗こう命めい発言は敵前逃とう亡ぼうとみなすぞ、ナイトロード神父」

　瞬しゆん間かん的てきに腰のホルスターに伸びた腕を、横合いから太い指が摑つかんだ。

「それくらいにしとけや、〝ガンスリンガー〟」

　やんわりと同どう僚りようを制したのは、ナプキンで口元を拭ぬぐっている巨きよ漢かんだった。

「こんなとこでドンパチやった日にゃあ、警官おまわりがすっ飛んでくるぜ……ケイトに釘くぎ刺さされたろ？」

　どういう奇き術じゆつを使ったのか、その前からは、あの巨大なステーキが影も形もなくなってしまっている。さもうまそうにビールを瓶びんごとあおると、レオンはアルコール臭くさいげっぷを放った。

「ふう、やっぱ、人生これだけのために生きてるよな……で、アベル。お前めえほんとにいいのかよ？　いま、Ａｘをやめちまったら、いろいろ都合悪いんじゃねえのか？……よく知らねえけどよ」

「私は駄だ目めなんです」

「あん？」

　歯をせせりながら眉まゆを上げた巨漢を、アベルは見ていなかった。虚うつろな瞳ひとみは、手つかずのサラダにじっと焦しよう点てんをあわせている。

「また、助けられなかった。私を信しん頼らいしてくれていた人を、また、目の前で死なせてしまった……ほんとに、駄目だ、私は！」

「……なるほどな。わかった」

　うちひしがれている同僚の肩かたに、レオンはそっと手を載せた。かすかに震えるそれをごつい拳こぶしでぽんぽんと叩たたくと、優やさしく囁ささやく。

「お前がどうしようもねえ腰こし抜ぬけっつーことが、よくわかったよ」

　その一いち撃げきを見切った者は誰だれも──トレスさえも──いなかった。鉄てつ拳けんがアベルの頰ほおげたに叩き込まれたのだと周囲が悟さとったときには、椅い子すごと吹ふっ飛んだ神父の体は隣となりのテーブルを巻き添ぞえに転てん倒とうしている。宙に舞まった食器が派手なワルツを奏かなでながら床ゆかに転がった。

「俺が、どうしても我が慢まんできねえ物モンがこの世に二つある！」

　怯おびえたような視線が集まる中、仁に王おう立ちになった巨漢は猛たけ々だけしく咆ほう哮こうした。

「一つは、野菜しか出さねえ食くい物もん屋や……それともう一つは、女殺されて泣きベソかきくさるタマ無し野や郎ろうだ！」

　咄とつ嗟さのことに身を起こすこともままならぬアベルの腹に、鋭するどい蹴けりが入った。内臓が破は裂れつしかねぬ容よう赦しやない蹴しゆう撃げきだ。胃液を吐いてへたりこんだ元同僚を憎々しげに見下ろし、レオンは厚い唇くちびるを捲めくり上げた。

「けっ、ノエルは殺され損だな、こんな腑ふ抜ぬけのためにくたばっちまってよ──行くぞ、トレス！　腰こし抜ぬけにゃ用はねえ。かえって足手まといだぜ」

「了ポ解ジしテたイヴ──」

　伝票を手にトレスも立ち上がった。高等数学の方程式でも解いているような冷徹な顔には、同情の気配も蔑さげすみの色も存在せぬ。

「ナイトロード神父──いやアベル・ナイトロード氏、貴き殿でんの退職要よう請せいは俺がミラノ公に報告しておく。もう、法王宮にも〝剣パラツツのオ・ス館パーダ〟にも出頭する必要はない」

　それきり、店を出てゆく二人が振り返ることはもはやなかった。




「彼はかわいいね」

　はす向かいのレストランから、浅黒い肌はだの巨漢と人形めいて端たん正せいな青年が出てきた。道みち端ばたに停とめてあった自動車に乗り込むと、後も見ずに走り去る。

　街路を遠くなってゆくテールランプを見送っていたその若者は、エスプレッソを一口啜すすった。少し苦めだが、ローマでも著名なカフェテラスだけあって、さすがにうまい。

「君がいじめたくなるのもわかるよ、イザーク。顔は似てても、性格はあの方とまるで大おお違ちがい……だからむかつくんだろ？」

「〝人生のアルバイ半分ト・イスは仕ト・ダス事で・ハーベある・レーがベン、残りのウント・半分デイー・も仕アンドレ事で・ヘフテある・オイヒ〟──ケストナー。私は仕事をしているだけだよ、〝人マリオ形ネツテ使ンシユいピーラー〟」

　若者の対面でマッチの擦すられる音がした。エスプレッソの芳ほう香こうに混じったのは、芳ほう醇じゆんな紫し煙えんの香かおりだ。落ち始めた青い闇やみの中、長ちよう髪はつの男は針のように細い細葉巻シガリロを口にした。

「私は私情で仕事はやらない──仕事に私情を挟はさむことはあるかもしれないがね」

「というか、私情抜きのところはまだ見たことないんだけど？」

　くすりと笑って睫まつ毛げの長い目を細めた若者は、美しかった。

　簡素なスラックスにシャツという、画家の卵か哲学科の苦学生めいたいでたちにも拘かかわらず、白磁の如き麗れい貌ぼうは見る者を惹ひきつけてやまぬ。道行く女たちが、このカフェテラスの近くに来ると極きよく端たんに歩調を落としてしまうのはそのためだ。

「で、仕事の方はどうなの、イザーク？　大道具の搬はん入にゆうは終わったのかい？」

「ああヤー、とうに終わってるよ。あとは、クライアントの希望にそって作動させるだけだね。バルセロナのデモンストレーションがいたくお気に召めしたらしい。ずいぶんとせっつかれたよ」

「ふふ……さて、我らが神父様はどこまでやれると思う？」

　細い顎あごがしゃくられたのは、さきほど二人組の神父が立ち去ったレストランだった。今しもそこから出てきたのは、背の高い銀ぎん髪ぱつの神父だ。神父は力ない瞳でしばらくそこに突つっ立っていたが、やがて悄しよう然ぜんと背中を丸めて人込みの中を歩き始めた。早足の通行人に突き飛ばされ、足をひっかけられ、罵ば声せいを浴びせかけられながら、よろめくようにその姿は小さくなってゆく。

「あ～あ、あんなにおちこんじゃって……イザーク、君、ちょっといじめ過ぎじゃないかい？　あれじゃあ覚醒めざめるどころか、手首でも切りかねないよ」

「この仕事は私の仕事だ。オブザーバーの君にとやかく言われる筋合いはない……それに、彼を舐なめるのはお奨すすめできないね」

　喪も服ふくのように黒いスーツをきっちりと着こなした男は、腰までもある黒くろ髪かみを指先で撫なでつけた。穏おだやかな黒い瞳が、たしなめるように若者の美び貌ぼうに置かれる。

「ああ見えても、彼は〝神〟だ。有史以来、我々人類が初めて接せつ触しよくする〝神〟の一人だ……油断すれば、滅ほろぼされるのは我々の方だよ」

「あれが〝神〟ね……貧びん乏ぼう神がみかい？　僕にはただの人間か、それ以下に見えるんだけど？」

「人間に七百万もの命は奪えない。世界を敵に回し、同胞を敵に回し、そして己おのれすら敵に回すことはできない。そう、彼は……」

　細葉巻シガリロを灰皿に押しつけた相手の手がかすかに震ふるえていることに〝人形使い〟は気づいた。その声が滴したたるような歓喜と狂きよう気きを孕はらんでいることにも。

　男は言った。

「彼は殺さつ戮りくの神だ」




　　　　Ⅱ




「血によポープりて尊・サングく、徳イン・によノビリりてス・ウさらイルトに尊ウテ・き我らノビリの長よオール……」

　金こん色じきに輝かがやく法王祭さい壇だんの前に額ぬかずく男の声は大きくはなかったが、聖堂内に朗々と響ひびいた。その左肩かたからは、大司教の証あかしである紫むらさきの肩帯が、鏡のように磨みがかれた白大理石の床ゆかに垂れている。大聖堂に集つどう定命の者たちを静かに見下ろすは、祭壇の天てん蓋がいに立つ四人の天使像だ。

「敬虔ウイーに生ヴエ・きよピウス、敬虔モリエに死ーレ・せよピウス、聖なるコーものをレ・重んじサクラ、我らにフイア神の御ト・デ心をなイ・ウさしめオランたまえタス、エィメン……お久しぶりでございます、教皇聖下」

「お、お久しぶりです、アルフォンソ叔父おじ上」

　祭壇の側にずらりと整列した斧アラ槍バル衛デイ兵エリの間から進み出ると、白衣の少年は、額ずく男に手を差し伸べた。骨ばった薬指に輝くエメラルドの〝漁夫の指輪〟は、神の地上代理人である証あかしだ。

　少年──第三九十九代教皇アレッサンドロ十八世は、五年ぶりにまみえる叔父を、弱々しい笑えみでねぎらった。

「ケ、ケルン大司教の任、ご、ご、ご苦労さまでした。そ、その後、お変わりありませんでしたか？」

「はい、聖下──主と聖下の恩おん寵ちようをもちまして」

　立ち上がった男──ケルン大司教アルフォンソ・デステは、かすかなゲルマニクス訛なまりで答えた。まだ五十になったばかりのはずだが、白髪しらがが多いせいか、ずいぶんと老ふけて見える。かつては針のように鋭するどかった灰色の瞳ひとみも、今はまろやかな光を宿して甥おいを見つめていた。

「聖下も一別以来、お元気そうでなによりです……おお、フランチェスコ殿も、カテリーナ殿も、ひさかたぶりでありましたな」

「叔父君、おひさしゅう」

「ご無ぶ沙さ汰たしておりました、叔父さま」

　懐なつかしげに顔を綻ほころばせたアルフォンソに一礼したのは、教皇の背後に控ひかえた真しん紅くの法ほう衣えの男女だ。

　精せい悍かんな顔の偉い丈じよう夫ふが教皇の異母兄フランチェスコ・ディ・メディチ枢すう機き卿きよう、優ゆう婉えんな美女が同じく異母姉カテリーナ・スフォルツァ枢機卿──それぞれ教理聖省長官として内政を、国務聖省長官として外交を司つかさどる教ヴア皇チ庁カンの両輪である。

「最後にお会いしてから、五年ぶりですか。お二人のご栄達はうかがっておりました。ご活かつ躍やくぶりを聞くにつけ、叔父として鼻が高かったですよ」

「もう、五年も経たちましたのね」

　かすかな同情が、法衣の美女の声こわ音ねに混じった。自ら望んだこととはいえ、逐おわれるように逼ひつ塞そくした叔父の労苦に、ふと思い至ったのだ。

　カテリーナの血統上の父、グレゴリオがまだ生きていた当時のアルフォンソは、枢機卿団長・異端審問局局長、そして国務聖省長官を兼かね、教ヴア皇チ庁カンの改革に大おお鉈なたを振ふるったものだった。自分に厳しく、他人ひとにはさらに厳格だった彼は、聖職者たちの不正にいかなる容よう赦しやもせず、また、世せ俗ぞく諸しよ侯こうの不敬に一片の慈じ悲ひも与あたえなかった。幾いく人にんもの高位聖職者が焼かれ、幾つもの国が情け容赦なく攻せめ滅ほろぼされた。

〝峻イル・烈フリ公オーゾ〟──それが、彼についた仇あだ名なだ。

　グレゴリオの死後、もし彼が至尊の地位に即つくようなことになっていれば、その後の歴史は別の展開を見せていただろう。だが、彼の即そく位いは何者にも歓かん迎げいされなかった。現実派のカテリーナは無論、叔父にごく近い思想の持ち主であるフランチェスコでさえ、アルフォンソの即位で、世俗諸侯が離り反はんすることを恐おそれた──そして、最初にして最後の同盟を結んだこの兄きよう妹だいは、血統に優すぐれた弟を担かついで、叔父に敵対したのである。

（それにしても老いられた……）

　痛ましげに、カテリーナは叔父を見やった。

　皺しわの寄った顔に、〝峻イル・烈フリ公オーゾ〟の面おも影かげはもはやない。異境での五年間は、狼おおかみの牙きばを抜ぬくに十分な歳とし月つきだったらしい。そこにいるのは、ただ安楽な余生を願う、無害で無力な敗残者だった。

「そういえば叔父君、このたびは高価な贈おくり物ものの数々、ありがとうございました」

　思いは異母妹と同じだったようだ。鉈なたで彫ほり上げたような精せい悍かんな顔に、珍しくいたわりの色を湛たたえて、フランチェスコが一礼した。

「財政難のおり、助かりました。あれもちょうど老ろう朽きゆう化かが目だっておりまして、そろそろ新しいものをと考えていたところでした」

「いやいや、私のようなものがさしでがましいかとも思いましたが……」

　にこにことアルフォンソは首を振った。

「やはり、この大聖堂は我ヴアらチカンの顔ですからね。幸い、ケルンばかりか、ユーバー・ベルリンからも寄進が集まりまして……で、調子はいかがですかな？」

「いま、設置させているところです。後ほど、終しゆう禱とう式しきでお目にかけましょう……にしても、ゲルマニクスはさように豊かですか」

「はい。諸侯の中では新興国ですが、工業化が驚おどろくほど進んでおります。先年のオストマルク併へい合ごう後は、もっぱらボヘミアを狙ねらっているようで、周辺の世俗諸侯は神経を尖とがらせておりますね。あの国は、すぐに世界を敵に回したがる癖くせが……」

　熱心に国際情勢を語り始めた二人の男を、カテリーナは軽く咳せきこみながら眺ながめやった。

　体がだるい。ここのところバルセロナ事件の処理でろくに寝ねていないせいか、少し風邪かぜぎみだった。加えて、月のものの時期にも入りかけている。本当は、ゆっくり館やかたで休んでいたいところだったのだが──

「あ、あ、姉上、だいじょうぶですか？」

「……だいじょうぶよ、アレク。心配しないで」

　不安げに話しかけてきた弟を安心させるように笑うと、カテリーナは苦労して咳せきを飲み込んだ。

　どんなに疲つかれていても、いまは休むわけにはいかなかった。ようやく叔父おじがローマに戻もどってきてくれたこの時期、いかなるトラブルの種も見過ごすことは許されない。せめて、アルフォンソのローマ滞たい在ざい中は、目を光らせていなければ……

「ミラノ公」

　遠えん慮りよがちに呼びかける声に、カテリーナはふと我に返った。

　槍やりの穂ほ先さきをきらめかせる斧アラ槍バル衛デイ兵エリの列の向こうに、人形のように無表情な若者と黒衣を着込んだ浅黒い巨きよ漢かんがうっそり佇たたずんでいる。

「ナイトロード神父はどうしました、神父トレス？」

　イヤリングを弾はじきかけて、大聖堂内では無線が使えないことを思い出す。耳元からおろした手を弟の肩かたに載のせると、カテリーナは小声で囁ささやいた。

「ちょっと私は外の空気を吸ってきます……その間、叔父上の相手をお願いできる、アレク？」

「は、はい、姉上！　お、お、お任せください」

「ありがとう……がんばってね」

　頷うなずく弟の手を包むように握にぎってやって、カテリーナは身を翻ひるがえした。相変わらず叔父は、異フラン母チエ兄スコと熱っぽく話しこんでいる。この分なら、しばらくは中座してかまうまい。

　そっと聖堂を後にしたとき、カテリーナはその背中に冷ややかに注そそがれる灰色の視線に気がつかなかった。




　暗い広場から見上げると、まばゆくライトアップされた直径四十二メートル、高さ百三十二メートルの大だい円えん蓋がいは、あたかも巨きよ人じんの頭のように映る。繊せん細さいな飾フア壁サードから両りよう翼よくに張り出した円形の柱ちゆう廊ろうは、広場を抱だきしめる巨大な腕かいなだ。

　ふだんは聖職者や巡じゆん礼れい者しやの姿が絶えないサン・ピエトロ広場だが、今夜はその影かげがない。珍めずらしく人ひと気けの絶えた広場中央には、二つの噴ふん水すいを従えた細い方オベ柱リスクが夜空に聳そびえていた。

「あれ？　こんなところに、こんなもん立ってましたっけ？」

「ああ、神父レオンは初めて見るのでしたね……いえ、これはつい最近、建ったものです」

　方オベ柱リスクの傍かたわらに腰こしをおろすと、法衣の麗れい人じんは小さな息をついた。初夏の夜は十分に暖かかったが、なかなか咳せきがおさまらない。

「〝大アル災マゲ厄ドン〟の昔から、この広場には遥はるか南より運ばれてきた方オベ柱リスクが立っていたそうです。でも、百年ほど昔、クレメンス十九世の御み世よに地じ震しんで倒たおれてしまって、以来、そのままでした。これはつい一いつ昨さく日じつ、アルフォンソ叔父さまがローマ来訪を記念して寄進してくださったものです……そんなことより、さきほどの続きですが」

　方オベ柱リスクに身をもたれさせると、カテリーナはもの憂うげに口を開いた。

「アベ……ナイトロード神父はそのようなことを言っていましたか。バルセロナの件で、よほど思いつめているようですね」

「はっ。まったくもって馬鹿野郎であります！」

　傍かたわらでしゃちほこばったのは、浅黒い顔の巨きよ漢かんだ。どこで化けたか、きちんと襟えりを詰め、髭ひげも剃そった顔は、黙だまって立っていればまともな聖職者に見えなくもない。

「あの状態で作戦に参加させても、突つっ走ったあげくに死ぬのがオチだと思いまして……とりあえず、頭が冷えるまで放ってきました。独断をお許しください、猊げい下か」

「適切な判断です、神父レオン。私がその場にいても、同じことを言ったでしょう」

　言葉は部下をねぎらいながらも、カテリーナの顔は憂ゆう鬱うつげだった。

　国務聖省は、他国で言えば外務省に相当する。各国におかれた教ヴア皇チ庁カン大使館や司教管区を束ね、世せ俗ぞく諸しよ侯こうとの外交交こう渉しようにあたるのがその役目だ──それだけに、教皇庁領外での活動にはほぼ無制限の力を揮ふるうことができるが、逆に教皇庁領内での権限はごく限定されてしまう。

　ちなみにローマ市を含ふくむ教皇庁領内の警察・司法業務は、一いつ貫かんして教理聖省が管かん轄かつしている。そして、その責任者は枢すう機き卿きようフランチェスコ・ディ・メディチ──現在のカテリーナにとって、もっとも手て強ごわい政敵である。もしも今回の一件に関して、国務聖省のスタッフが教理聖省の縄なわ張ばりを侵おかしたりすれば、フランチェスコはえたりとばかりに国務聖省長官であるカテリーナを潰つぶしにかかるだろう。そのおそれなく動かせる手て駒ごまといえば、いざというときに全すべての人事記録を抹まつ消しようすることのできる特務ゾンビスター・ユッフニツト──特務分Ａ室所属Ｘの九人の派は遣けん執しつ行こう官かんのみ。

「ミラノ公、任務中の派遣執行官で、どれか呼び戻もどせるユニットはないだろうか？」

　硬こう質しつの沈ちん黙もくを守っていたトレスが口を開いた。

「統計的に、都市部でのテロはＶＩＰの来訪時期を狙ねらうのが一番効果的だ。つまりアルフォンソ大司教滞たい在ざい中の現在が最も危険性が高い──短時間でも支し援えんに回せるユニットはないだろうか？」

「他ほかの派遣執行官といっても……」

　カテリーナは片眼鏡モノクルをはずしながら考え込んだ。

〝プロフェッサー〟はヒスパニア王国で人身売買シンジケートと戦争中。〝ソードダンサー〟はブリュージュの吸ヴア血ンパ鬼イア氏族クラン丸ごと一つ相手どっているところだし、〝ノーフェイス〟はプラークで異い端たん結社に盗ぬすまれた聖遺物の奪だつ回かい作戦に入ったと報告を受けている──その他の連中も似たような状じよう況きようだ。空いてる手はない。

「仕方ねえ……こうなったら、俺たちだけで何とかしようぜ、トレス」

「肯ポジテ定イヴ。やむを得ない」

「お願いします、〝ガンスリンガー〟〝ダンディライオン〟」

　わずか二枚までに減った切り札たちを、カテリーナは小さな咳とともにねぎらった。

　アルフォンソの宿舎は法王宮内に用意されているから、今夜は遅おそくまで叔父おじに付き合うことになるだろう。そして明朝には、枢機卿を含む高位聖職者を集めてのミサが予定されている。今夜も眠ねむる暇ひまはなさそうだ。

「私は、もう少しここで涼すずんでいくわ。どうせ今夜は泊とまりでしょうし……終しゆう禱とう式しきまでには戻ります。それまで、あなたたちは聖下の側そばにいてあげてください」

　大聖堂の時計の針は、八時四十分を指している。一日の終わりを告げる終禱の鐘かねが鳴る九時までは、もうしばらく時間がある。二人の部下の背中が大聖堂の中へ飲み込まれてゆくのを、カテリーナはもの憂うい視線で見送った。

　穏おだやかな夜だった。二つの月以外に、彼女を見ている者はいない。教皇臨席の早朝ミサに備え、この区域ごと立入禁止になっているためだ。ときおり巡じゆん回かい中の騎パラ馬フレ衛ニエ兵ーリが蹄ひづめを鳴らして行き過ぎるのを除けば、広場に人ひと気けはなかった──いや。

「……こんばんは、アベル」

　すぐ傍かたわらに立った影に向けて投じられた麗人の声は、静かだった。

「気持ちのいい夜ですね。風が涼しいわ」

「こんばんは……カテリーナさん」

　背の高い影の声は消え入るように小さかったが、この静けさでは聞き取りづらいこともなかった。ただ、それきり口を開くこともなく、黙って俯うつむいてしまっている。

　カテリーナも穏やかな沈黙を守っていた。ほっそりした体をオベリスクにもたれさせたまま、静かな虫の声ねに耳を傾けている。

　凍とう結けつしたような時間の中、二つの影は互たがいに黙ったまま佇たたずんでいたが──

「……すいません、カテリーナさん」

　最初に静せい寂じやくを破ったのは、のっぽの神父の方だった。

　俯いた顔は、月光の翳かげになって見えぬ。ただ、その声は小さかった。心の底の底、一番大切な部分に開いた傷から滴したたる血のように震ふるえていた。

「本当にすいません。私は……」

〝私は〟──なんと言おうとしたのだろう？

　口を閉じると、それきり神父は沈黙した。まるで叱しかられることがわかっていながら、家に帰るしかなかった子供のようだ。カテリーナは静せい謐ひつな微び笑しようとともに沈黙していたが、やがて、静かに伸びた指が神父の胸に揺ゆれるロザリオに触ふれた。

「覚えていますか、アベル」

「え？」

「十年前、あなたと私が出会ったときのこと……あのとき、あなたと約やく束そくしたことを、私はいまも覚えてますよ」

　男のロザリオを愛いとおしむが如ごとく掌たなごころに載のせ、女は謳うたうように口を開いた。

「あのとき、あなたが私の命を助けてくれたとき、あなたはこう言ったわ。〝俺は人間を守らなくちゃいけない。だから、君を助ける〟。私はこう答えたわ……なんて言ったか、覚えてる？」
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　沈黙はごく短かった。小さいが、明めい晰せきな声が返ってくる。

「〝私は人間の敵と戦わなくちゃいけない。だったら、一いつ緒しよに戦いましょう〟」

「そして、あのときのことを私は忘れたことはない──アベル」

　カテリーナの掌が閉じた。雪華アラバ石膏スターのように白い指は、意外なほどに力強い。しっかりとロザリオを握にぎりしめたまま、灰色の瞳ひとみは神父の目を見つめていた。

「あなたの敵は私の敵、あなたと私は同じ剣つるぎを握っているのよ……だから、二度と独りで戦わないで」

「……ありがとう、カテリーナさん」

　冬の湖を思わせる青い瞳が、小さく礼を言った。

「ほんとにありがとう」

「どういたしまして」

　豪ごう奢しやな金きん髪ぱつをかきあげて笑うと、カテリーナは立ち上がった。時計の針がようやく九時を指しつつある。

「では、そろそろ皆みなのところに戻もどりましょう。今ごろ、アレクが独りで怖こわがってるんじゃないかしら。終禱の時間までには戻りますって言ったから……あなたも来なさい、ナイトロード神父」

「了解」

　上司の背後に付き従って広こう壮そうな広場を横切りながら、アベルは照れ隠かくしのように頭を搔かいた。

「それにしても早いですね……あれから、もう十年も経たっちゃいましたか」

「ときどき思うことがあるわ、もしも、あんなことがなかったら……」

「なかったら？」

「私も、聖界などに入らず、あのまま大学に残って、誰だれか好きな人と結けつ婚こんしていたかもしれない……でも、もしそうなってたら、兄上はやりたい放題だったでしょうね」

　カテリーナはくすりと笑ったが、その灰色の目は完全には微笑ほほえんでいない。剃刀かみそり色の光は〝鉄の女〟として内外の敵対者たちに恐おそれられる辣らつ腕わん家かのものだ。

「そうしたら、教ヴア皇チ庁カンも大変。あの人は、放っておくとすぐに世界を敵に回したがる人だから。今ごろ、十字軍の二つや三つ、始めていたかもしれないわね」

「!?」

　それまで、上司にあわせていたアベルの足がもつれた。危あやうくころびかけたのを必死で踏ふみ止とどまりながら、問い返す。

「カ、カテリーナさん、いま、何て？」

「え？」

「すぐに世界を敵に回したがる人……そう言いませんでしたか？」

「え、ええ……」

　摑つかみ掛かからんばかりに血相の変わった部下の顔を、カテリーナは不思議そうに見返した。

「言いましたけど、それがどうしましたか？」

「そ、その言い回し、どこで聞きました？　いや、誰に!?」

「叔父おじ上うえ──アルフォンソ叔父よ。あの方が兄上に……」

「大司教に!?」

　上司の答えに、アベルの顔は白く色を変じている。唾つばを飛ばして問いを重ねる。

「そ、それで、今、アルフォンソ大司教は!?」

「鐘しよう楼ろうにいらっしゃるわ。あの方、今度のローマ訪問を記念して、新しい鐘かねを奉ほう納のうしてくださったの。今夜の終しゆう禱とう式しきで、それを聖別して……アベル!?」

「広場ここにいて！　聖堂に入っちゃ駄だ目めです！」

　投げつけるように叫さけんだときには、長身は大聖堂に向かって駆かけ出していた。

（皆が被害者と思っている人物が、実は加害者の一人だとしたら……）

　バルセロナの一件の後、テロの情報が入ってからアルフォンソの訪問を控ひかえて、フランチェスコと警察は厳重な警けい戒かい態たい勢せいを布しいた。ローマ中の鐘は余さず調べられ、ローマに入ってくる人間は厳しくチェックされた。

　だが、ここに唯ゆい一いつ、調べていない鐘がある──他ほかならぬ、アルフォンソ自身の奉納した鐘かねだ。

　そして、唯一、ノーチェックでローマに入った人物がいる──他ならぬ、アルフォンソ自身だ。

　猛もう然ぜんと階段を駆け上がりながら、アベルは叫んだ。

「駄目だ、その鐘を突つかせるな！」
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「駄目だ、その鐘を突かせるな！」

　いきなり室内に駆け込んできた男が怒ど鳴なったとき、最初に反応したのは戸口に佇ちよ立りつしていた二人の斧アラ槍バル衛デイ兵エリだった。ロストテクノロジーの粋すいをこらして薬物強化チユーンされた彼らの戦せん闘とう力りよくは、吸ヴア血ンパ鬼イアにすら匹ひつ敵てきするものだ。

「何者か!?」

　音をたてて、二本の斧ハル槍バードが打ち合わされる。

　だが、そのときには、驚きよう嘆たんすべき素す早ばやさで跳ちよう躍やくした神父の長身は、室内に転がり込んでいた。

「へっぽこ!?」「ナイトロード神父!?」

　そんな声が聞こえたような気がしたが、そちらを見るゆとりさえアベルにはなかった。

　広間といってもよいほどに広壮な室内には、数十名の斧アラ槍バル衛デイ兵エリに守られた三人の法ほう衣えの人物がいた──白衣アレツのサン教皇ドロ、緋衣フラの枢ンチ機卿エスコ、そして黒衣のアルフ大司教オンソだ。遥はるかな高みから下がった巨きよ大だいな鐘の紐ひもは、黒い法衣の人物の手に握にぎられていた。

「…………」

　その場の全すべての人物同様、大司教は駆け込んできた乱入者の方を一度は振ふり返ったが、何を思ったか、すぐに正面に向き直った。その紐を握った手に力が籠こもるのを、アベルは見み逃のがさなかった。

「……ちっ！」

　躊躇ためらう余よ裕ゆうはない。アベルの手に現れたのは、古めかしい旧パー式カツ回シヨ転ン・拳リボ銃ルバーだ。それを見た斧アラ槍バル衛デイ兵エリの一人が、長大な得物を旋せん回かいさせる。

「退さがれ、痴しれ者もの！」

　背せ筋すじの凍こおるような音をあげた斧ハル槍バードが床ゆかを抉えぐったときには、横飛びに跳とんだアベルは狙そ点てんを定め終えていた。着地と同時に、細い紐を狙ねらって引き金を絞しぼる──

　刹せつ那な、甲かん高だかい金属音が響ひびいた。

　銀ぎん髪ぱつの神父と鐘の間に、灰色の影かげが立ちふさがっていた──顔全体を覆おおう仮面に隠かくれて人相は窺うかがえないが、異様なほどの大男だ。初夏というのに足首までもある修道服を着込み、その両手に握った二本の直刀は胸の前で十字に組まれている。直刀の交こう叉さ部には惨みじめにへしゃげた銃じゆう弾だんが煙けむりをあげて貼はりついていた。

　そして、いま一人、アベルの側そばに立っている人物がいる。仮面で顔はわからないが、こちらは女らしい。やはり着込まれた灰色の修道服の上から、めりはりの利きいたボディラインが窺える。その白魚のような指に握られた細い針は、立ち尽つくしたアベルの首筋にひたりと押しあてられていた。

「い、異い端たん審しん問もん官かん……！」

　嗄しわがれた声は、投げ損そこねた戦チヤ輪クラムを虚むなしく指先に回転させるレオンのものだ。不敵で無敵な巨きよ漢かんの顔が、あろうことか戦せん慄りつにひきつっている。斧アラ槍バル衛デイ兵エリたちさえ、戸と惑まどったように沈ちん黙もくしていた。

　異端審問官。教理聖省に直属し、教義と信しん仰こうの敵全てを撲ぼく滅めつする神の戦士。教会の牙きば。教ヴア皇チ庁カン最強の絶ぜつ滅めつ者しやたち──

「ご苦労だった、ブラザー・ヤコブ、シスター・シモーヌ……退がってよい」

　凍とう結けつしたような情景の中、ただ一人動いたのは、真しん紅くの法衣の偉い丈じよう夫ふだった。主人に一礼した二人の修道士が不気味な沈黙とともに退くと、フランチェスコは彫ちよう像ぞうのように突っ立ったままのアベルの前に歩み出た。銀髪の神父を見み据すえた灰色の瞳ひとみには、激しい怒ど気きが揺ゆらいでいる。

　一方のアベルは微び動どうだにしなかった──いや、できなかったのだ。観察力のある者なら、彼の首筋に打ち込まれた二本の細い針を見み出いだしたことだろう。一いつ切さいの随ずい意い筋きんの機能を失って、若者の長身は虚むなしく立ち尽くしていた。

「どこかで見たことのある顔だが……さて、これはどういうことだ、カテリーナ？　説明しろ！」

　フランチェスコの視線がぎろりと動いた。戸口で息を切らせている異母妹の、蒼あおざめた美び貌ぼうを睨ねめつける。

「確か、この男は貴様の部下だったな？　まさか、貴様、叔父おじ上うえを殺あやめたてまつろうなどと……」

「ミラノ公とその男は無関係だ」

　抑よく揚ようを欠いた平板な声が一同の耳を打った。

「その男、アベル・ナイトロードは、本日十八時五十四分、国務聖省を依い願がん退職している」

「お、おい、トレス！」

　袖そでを引く同どう僚りようを黙もく殺さつして、ガラスの目を持つ派遣執行官は睨にらみあう兄妹の間に割って入った。忠実な猟りよう犬けんが主あるじを庇かばうように、軍刀にも似たフランチェスコの視線を真っ向から受け止める。

「聖職服務規定三条四項こうならびに八項に基づき、その男について、国務聖省は一切関知しない。完全に無関係だ」

「……よかろう」

　何の感情もこもらぬトレスの目を、フランチェスコは暫しばらく見据えていたが、ほどなくいかつい顎あごを引いた。

「その男は我らが逮たい捕ほしよう。無関係というなら、カテリーナ、お前もよもや文句はあるまい？」

「し、しかし……」

「〝しかし〟──何だ？」

　ぎろりと動いた視線が〝鉄の女〟を射すくめた。踏ふみ出しかけた足はそのまま、カテリーナは下した唇くちびるを嚙かんで俯うつむいた。

「……いえ、兄上のよろしきように」

　フランチェスコは軽く鼻を鳴らしたが、すぐに背後に控ひかえる斧アラ槍バル衛デイ兵エリたちに顎をしゃくった。

「こ奴やつを拘こう禁きんしろ。事が済んだら、じっくり調べる。国務聖省との関係も含ふくめてな……申し訳ございませんでした、叔父おじ君ぎみ。とんだ粗そ相そうを」

「い、いや、お気にめさるな、御両人」

　兎うさぎのように目を丸くしていたアルフォンソだったが、それでもなんとか言葉を絞しぼり出した。

「その、何があったかは知らぬが……終しゆう禱とうを続けてもよいかね？」

「無論で──」

「お待ちを、叔父さま」

　紐ひもに伸びたアルフォンソの腕うでを白い手が摑つかんだ──法ほう衣えの美女の瞳が、叔父の顔にじっと注そそがれている。

「終禱はひとまず中止なさってくださいませ」

「カテリーナ、貴様、まだそのような戯ざれ言ごとを！」

　フランチェスコの怒ど声せいを浴びながらも、カテリーナに怯ひるんだ様子はない。叔父、異母弟、頭上の鐘かねと順番に目を移してから、最後に背後を振ふり返る。

「…………」

　斧アラ槍バル衛デイ兵エリたちが、硬こう直ちよくしている神父を引き立ててゆくところだ。なにかを訴うつたえるような青い瞳に向けて無言で頷うなずくと、麗れい人じんは再び叔父に向き直った。

「アルフォンソ叔父さま、私は叔父さまを疑うつもりはいささかもございません……ですが、あの鐘を一度調べさせていただけませんでしょうか？　鐘に危険物が仕込まれている恐れがあります」

「カテリーナ、貴様、狂くるったか！」

「お待ちなさい、フランチェスコ殿」

　牙を剝むいて唸うなった枢すう機き卿きようを制したのは、アルフォンソだった。

「つまり、カテリーナ殿……あなたは、私よりも、あの部下の方かたを信用なさるのですね？　叔父である私よりも」

「……申し訳ありません、叔父さま」

　どこか悲しげに、しかし毅き然ぜんと顔をあげたまま、〝鉄の女〟は答えた。

「私は部下の判断を信じます」

「わかりました……ですが、調べる手間をあなたにおかけするのは心苦しい」

　袖を摑んだ姪めいの指に添そえられた叔父の手は、意外なほどに力強かった。

「今、ここで我が潔白を明らかにしましょう」

　カテリーナが止める暇いとまもなかった。

　袖を摑んだ彼女の手を振り払はらうと、アルフォンソは思いもよらぬ素す早ばやさで、紐を引いたのだ。

「…………！」

　次の瞬しゆん間かん、遥はるかな高みから地上に向けて降りてきたのは澄すみ切った鐘の音だ。美しい、しかし、限りなく不ふ吉きつな天使エンジエの声ルボイス。思わず目を閉じた刹せつ那な、カテリーナは銀ぎん髪ぱつの神父の顔が絶望に歪ゆがんだのを見たような気がした──

「…………？」

　数秒が経過しても、澄んだ鐘の音は依い然ぜん鳴り続けている。かすかに振しん動どうする鐘しよう楼ろうの空気に、豪ごう奢しやな金髪が揺れるのも感じられる。

　だが、それだけだった──建物の崩くずれ落ちる音も、人々の悲鳴も聞こえない。

　ようやく目を開いたとき、カテリーナの目の前には悲しげなアルフォンソの顔があった。

「これで、ご安心いただけましたかな、姪めい御ご殿どの？」




　　　　Ⅳ




〈結局、カテリーナさまは法王宮で謹きん慎しん、アベルさんは投とう獄ごく……でもって、お二人はおめおめ帰ってきたんですか!?〉

　主あるじを欠いた執しつ務む室しつの真ん中で叫さけんだのは、若い尼に僧そうの立体ホロ映像グラムだ。かすかな明めい滅めつを繰り返しながら、嘆なげかわしげに首を振っている。

〈なんて頼たより甲斐がいのない人たちなんでしょう！　ああ、おかわいそうなカテリーナさま。あたくしさえその場にいれば……〉

「あの場合、どうしようもねえよ」

　憮ぶ然ぜんと答えたのは、来客用ソファに寝ね転ころがっていた大男だ。抜ぬいた鼻毛を指先に弄いらいながら、不ふ貞て腐くされたように呻うめく。

「拳けん銃じゆう屋やはともかく、俺様なんてただのか弱い美青年じゃん？　たった二人じゃ戦争はできねえしよ」

「よしんば可能だったとしても、部外者のために戦せん闘とう行動を選せん択たくするつもりはない。いや──」

　いつに増して冷たいトレスの声は、霜しもの張った剣つるぎを思わせた。

「あそこで仮に引き渡わたし要求がなければ、俺自身の手でナイトロードを消去デリートしていた」

〈そんな……〉

　一いつ瞬しゆん、怖おじ気けづいたように尼僧は腰こしを引いたが、すぐにきっと眉まゆをあげた。

〈アベルさんは仮にも同どう僚りようじゃないですか！　そんな言い方、あんまりじゃありませんこと!?〉

「否ネガだテイヴ、〝アイアンメイデン〟」

　どこから持ち込んできたのか、ぶ厚いファイルを機械的にめくる〝ガンスリンガー〟は同僚の顔すら見ようとはしない。

「ナイトロードは任務を拒きよ否ひし、あまつさえ、上司に深刻な損害をもたらした──抹消デリートに値する」

〈そんな言い方って……！〉

「まあまあ、落ち着きたまいよ、御両人」

　見えざる火花の間に割って入ったのは、ソファから身を起こした巨きよ漢かんだ。蝶ちよう々ちよう結びにした鼻毛を背中越しに投げ捨てると、窓辺によりかかる。

「今は悠ゆう長ちように喧けん嘩かしてる場合じゃないだろう？　ま、あのへっぽこについてはこの際、深く御冥めい福ふくを祈るとしてだ」

〈死んでません！〉

「それより今後のことだ。実際、どうするよ？　ミラノ公があんなことになっちまって、いよいよ二進につちも三進さつちもいかなくなっちまった……しかも、ご丁てい寧ねいに監かん視しまでついてるし」

　ブラインドの隙すき間まから道路を見下ろし、〝ダンディライオン〟は意地の悪い笑えみを浮うかべた。角に停まっている辻つじ馬車は、あの手て際ぎわの悪さから見て都市警のものだ。向かいの建物の屋上に潜ひそむ監視班はんは、特務カラビ警察ニエリか異端審問局の連中だろう。

「こりゃあ、ＶＩＰなみの待たい遇ぐうだな。ルームサービスでも頼たのんでみるか？」

〈身内の監視だなんて、なんて方々……あら？〉

　ケイトの眉がひそめられた。

〈外部から入電中……これ、緊急入電ですわね。まったく、この忙いそがしいのに、もう！〉

　ぶつくさと口を尖とがらせると、慌あわただしくその姿が消える。

「あいつもせわしない奴やつだな……で、トレス、お前、さっきから何読んでんだ？」

「ケルン大司教管区の調査記録だ──情報部から調達してきた」

　辞書ほどもあるファイルを数秒程度で眼を通してゆくトレスの前には、うずたかい資料の山が積み上がっている。

「アルフォンソ大司教のここ五年間の行動を分ぶん析せき中」

「アルフォンソって……あのオッサンはシロだろ？　さっき、お前も見たじゃねえか」

「肯ポジテ定イヴ。だが、〝クルースニク〟は彼を疑っていた。なんらかの根こん拠きよがあったはずだ……何を笑っている、〝ダンディライオン〟？」

「いや、なんのかんのとお前めえ、あいつを信用してんじゃん──いい奴だ」

「否ネガ定テイヴ──卿けいの発言は理解不能だ。再入力を要求する」

「照れんなよ」

「照れる？　卿の発言は理解不能だ。再入力を──」

〈大変です！〉

　いきなり部屋の中央に尼僧が戻もどってきた。危あやうくレオンのくつろげた胸元に顔を突つっ込みかけ、真っ青になってのけぞる。

〈ひいっ！〉

「失敬だな、君わ！　俺の胸毛がそんなに嫌いか！」

〈ちょ、ちょっと、吐はき気けが……あ、いや、そんなくだらない話してる場合じゃありません！〉

「俺の胸毛のどこがくだらないんだ!?」

〈あーもう、うるさいっ！　たったいま、バルセロナの〝ジプシークイーン〟から連れん絡らくが入ったんです！　シスター・ノエルの遺い体たいの回収が完了したそうなんですが……〉

「何か問題が発生したのか？」

　静かにファイルを閉じたトレスの質問に応じるように、ケイトの手に一枚の紙切れが現れた。

〈これ、ノエルさんの遺体が最期に握にぎってた図面なんですけど……〉

　立体ホロ映像グラムの中に展開された図面は、とある建築物の三面図だった。バルセロナの建物ではない。おそらく、ローマに住んでいる者なら、赤子でも知っている建物だ。現に、ついさきほどまで、レオンとトレスはそこにいた。

「サン・ピエトロ大聖堂じゃねえか……これがどうかしたかい？」

〈ここ、よく見てください？　何か変だと思いませんか？　この広場の真ん中……〉

「ここって、お前……うん？　なんだ、こりゃ？」

　尼に僧そうの指先を覗のぞき込んだレオンの眉が勢いよく上がった。同じ物を一いち瞥べつして、トレスはケイトに視線を移した。

「確かく認にんする。〝アイアンメイデン〟、これは確かにバルセロナにあったものだな？」

〈はい！〉

「だとしたら──」

　ガラスの瞳ひとみに不ふ吉きつな青い光を閃ひらめかせると、〝ガンスリンガー〟は立ち上がった。

「被疑者はあの男だ──ミラノ公と〝クルースニク〟は罠わなにはめられた」




　ベルヴェデーレ宮きゆう殿でん──法王宮の中に位置する瀟しよう洒しやなバロック建築の傑けつ作さくである。数々の名画が収められた絵画ピナコ館テカに隣りん接せつし、主に教皇の客として訪おとずれる世せ俗ぞく諸しよ侯こうの宿舎として用いられている。

　その豪ごう奢しやな客室で、

「今夜のことはまことに申し訳ございません、叔父おじ君ぎみ……完全に、当方の不ふ手て際ぎわでありました」

「もう済んだことですよ、フランチェスコ殿」

　ふだんは笑うことさえ稀まれな偉い丈じよう夫ふが、今夜ばかりは頭こうべを低く垂れている。謝られている相手の方が、かえって恐きよう縮しゆくしていた。

「姪めいに疑われたは我が不徳の至すところ。お願いですから、カテリーナ殿を責めないであげてください」

「そうは参りません。我ら兄妹にとってただ一人の叔父君を、あ奴やつは……」

「〝ただ一人の叔父君〟──そう言ってくださるあなたのお気持ちだけで、私は十分です」

　穏おだやかに首を振ふると、アルフォンソは甥おいの肩かたに皺しわばった手を置いた。

「ですから、カテリーナ殿には寛かん大だいな処置をお願いいたします。あの子は昔から、責任感の強い子でした。今回はそれが行き過ぎただけでしょう」

「しかとお約束はいたしかねますが……」

　フランチェスコの眉み間けんに刻まれた縦たて皺じわは消えなかったが、それでも幾いく分ぶんかは穏やかに、偉丈夫は答えた。

「叔父君がそうおっしゃられていたことは、妹に伝えましょう」

「お願いします」

　──再度の一礼を残して偉丈夫が辞去した後も、しばらくアルフォンソは窓辺に立ち尽つくしていた。穏やかな瞳のまま、外に広がる夜景に見入っていたが、

「ただ一人の叔父君、ね……」

　ふとその唇くちびるが、三日月形に割れた。

「その叔父を、お前たちは裏切ったのだろうが！……来ておるか、〝魔術師マギエル〟」

「これにヤー」

　激しい怒ど気きを孕はらんだ声が瘴しよう気きのように吹ふき出すと同時に、絨じゆう毯たんに落ちていたアルフォンソの影かげがぬめりと動いた。

　生ある者のごとく蠢うごめきながら、厚みを備えて盛り上がる。暗黒の糸を引いたそれが完全に立ち上がったとき、影は、長い黒髪の男に変じていた。

「イザーク・フェルナンド・フォン・ケンプファー、参上しました。御用でしょうか、猊げい下か？」

　それはあまりに異常な情景であったが、アルフォンソは眉まゆ一筋動かさない。一礼した〝魔術師〟を見下ろすその傲ごう岸がんな表情は、最前まで、甥の前で見せていたものとは別人のようだ。

「ケンプファー、卿けいの提案どおり、ダミーを用意しておいたのは正解だった。さすがに、カテリーナはいい部下を持っておるよ。気を抜ぬけんな」

「ですが、かの男は投とう獄ごくされました──もはや、猊下の邪じや魔まはできますまい」

〝魔術師〟──ケンプファーの口調は恭うやうやしかった。怜れい悧りな笑えみを浮うかべた薄うすい唇が、かすかなゲルマニクス訛なまりのある言葉を紡つむぐ。

「明日の作オペラ戦ツイオンは、もはや誰だれにも止められません──たとえ、神といえども」

「いよいよか……五年は長かったぞ」

　アルフォンソは暗く目を細めた。

　窓の向こうには、ライトアップされた白はく亜あの大聖堂と柱ちゆう廊ろうに抱いだかれた広場が遠く広がっている。広場の中央、夜空を突つき刺さしている巨きよ大だいな方オベ柱リスクとその向こうに広がる眩まばゆいガス灯の連なりは、あたかも黒天鵞絨ビロードに載のせられたダイヤモンドのロザリオのようだ。すでに日付も変わって久しい時刻だが、この大都市が眠ねむることはない。どこの枢すう機き卿きようの屋や敷しきからか、酒しゆ宴えんのざわめきさえ、夜風に乗って聞こえてくる。

「相変わらず美しい街だ。相変わらず汚よごれた都市だ。贅ぜい美びに汚れきった民たみ、安楽に弱りきった教会、怠たい惰だに慣れきった枢機卿ども……これも全すべて、兄の──偉い大だいなるグレゴリオの名を辱はずかしめる不ふ肖しようの子らのせいだ！　奴やつらには、世界はあまりに重すぎる！」
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「それゆえに、五年前、枢機卿どもは猊下を裏切り、あの兄きよう妹だいについたのですよ」

　静かに、しかし残ざん酷こくなほど正確に、ケンプファーは事実を指し摘てきした。

「彼らは、〝峻イル・烈フリ公オーゾ〟たる猊下を恐おそれた。もし猊下が至尊の地位にお即つきになっていれば、真っ先に粛しゆく清せいされるのが自分たちであることを知っていた──賢かしこい連中です」

「だが、それも今日で終わりだ。奴らも、あの兄妹も、そしてこの魔都バビロンも、まもなく消え去る──神ヴイネのアム・鉄ドミニを逃のがれられる者など誰もいない。そして、私は新たな神の砦とりでを私の街に築く」

　ケルン遷せん都との準備は八割方完了していた。新しく枢機卿に任命されるべき聖職者のリストも完成している。いずれも信仰に篤あつい、正義を奉ずる者たちだ。彼らは新しい教皇に忠誠を誓ちかい、この地上に神の国をもたらすことだろう。彼らと、その正しき主がいる限り、たとえローマがこの世から消えようとも神のヴア威光チカンは不ふ滅めつだ。

「邪じや悪あくなるバビロン……お前は滅ほろびるべきなのだ。神と正義の名に於おいて」

　正義と信仰の人、〝峻イル・烈フリ公オーゾ〟は、夜の街とそこに生きる人々に向かって厳おごそかに告げた。
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　午前四時五十分──ローマ、トリトーネ通り。

　聖都でも中心に近いこの界かい隈わいは、官庁舎が集中する役所街だ。夜明けも近い時刻とあって、通りを走るのはこの灰色の大型装甲車だけだった。

「本部までどのくらいかね、曹そう長ちよう？」

「十分というところです、モンテセッコ大たい尉い」

　運転手の返答に唇を歪ゆがめると、ジロラモ・モンテセッコ特とつ警けい大尉は対面のシートに視線を戻もどした。そこには、六人の特務カラビ警官ニエリに挟はさまれて、この護送車唯ゆい一いつの囚しゆう人じんが座っている。

「やれやれ、まったく酷ひどい話じゃないですか、神父様。夜の夜中に法王宮まで呼び出されて何事かと思えば、たかが神父一人を本部まで護送しろときた」

　万年筆のキャップを神経症的に開閉しながら、特警大尉は彼の囚人に笑いかけた。しかし、座席に拘こう束そくされた若者はうなだれたまま身動きしない。モンテセッコは相手の銀ぎん髪ぱつを乱暴に摑つかんだ。

「さてと、ナイトロード神父、そろそろ強情を張るのはやめていただけないでしょうかね？」

　強ごう引いんに頭を持ち上げられたのっぽの神父は、苦しげに呻うめいた。その唇は深く裂さけている。こびりついた血泡を優やさしく拭ぬぐってやると、モンテセッコは、今夜、十九度目の質問を繰くり返した。

「ナイトロード神父、あなたは上司のスフォルツァ枢機卿の命令で終しゆう禱とう式しきを妨ぼう害がい。居合わせたデステ大司教に発はつ砲ぽうした──そうですね？」

「ち、ちがう……ちがいます……」

　小さな、しかし聞き間ま違ちがえようのない声がこぼれた。

「私はカテリーナさんとは無関係です……全然、関係ありま……っ！」

　電流でも流されたように神父の長身が反り返った。背もたれが肉に食い込み、嫌いやな音をたてる。

「困りましたね、神父様。正直に言っていただけないと、大変に困る」

　アベルの右小指はマニキュアを塗ぬったように血まみれになっている。剝はぎ取った爪つめをペン先に載のせながら、モンテセッコは唇くちびるを舐なめた。

「正直、こういうのも嫌いではありませんが、それでもあと九本もやるとなると、さすがにうんざりです。ですから……とっとと唄うたえっつってんだよ、クソ神父！」

　鈍にぶい音が響いた。

　言葉遣づかいどころか声さえ変えて、モンテセッコがアベルの顔を窓に叩たたきつけたのだ。しかも、一度ではない。強化ガラスが軋きしむのも構わず、パン生き地じでも打つように太い腕を上下させる。

「てめえは！　カテリーナ！　あの女の命令で！　やったんだろ！　あ!?　やったんだろうが!?」

　鈍い音にときおり混じる苦鳴は、同乗の警官たちさえ顔を背そむけたほどのものだった。それすら途と絶だえてようやく、特警大尉は獲え物ものを指の間から解放した。血に汚れた銀髪ががくりと垂れる。

「けっ、しぶとい野や郎ろうだ。まあいい、本部に着いたらじっくり……うおっ！」

　突とつ然ぜんのブレーキに、上気した顔でネクタイを緩ゆるめていたモンテセッコが大きくよろめいたのはそのときだった。無様に転倒しかけ、かろうじて踏み止とどまる。

「馬鹿野郎！　どこに停とめてやがる！」

　運転席の曹長が、身を乗り出して喚わめいた。

　前方の狭せまいカーブを、一台のトラックが占せん領りようしてしまっているのだ。

「おお、こりゃすいませんね、旦セニ那ヨール」

　人を食ったような笑い声をあげたのは、トラックの傍かたわらに立っていた大男だった。派手な原色のシャツに色眼鏡めがねという、どこぞのゴロツキみたいないかがわしい風ふう体ていだが、妙みように人ひと懐なつっこい笑えみを浮うかべて護送車の方へ寄ってくると、

「すぐどかしまさあ……と言いたいとこだが、どうもガス欠らしいんで。旦セニ那ヨール、よかったら、ちょいとガソリンを恵めぐんじゃもらえませんかい？」

「どうします、大尉？」

　指示を仰あおがれ、モンテセッコは舌打ちした。

「しようがない。軍ぐん曹そう、手伝ってやれ」

「はっ」

　大おお柄がらな軍曹が車を降りた。件くだんの大男は相変わらずにやついたまま、恐おそれ入ったふうもない。

「で、どれくらい要いるんだ？」

「そうですなあ、ありったけもらいましょうか」

「冗じよう談だんほざいてないで、タンクを開けろ」

「それが冗談じゃねえんだな、これがよ」

　不敵な声が降ってきたときには、ひょいと伸びた巨きよ腕わんが軍曹の首に巻きついている。くぐもった声をあげて、軍曹は空中で足あし踏ぶみを始めた。

「おおっと、動くな。この首をポッキリやられたくなけりゃ、全員、車から降りてもらおうか」

　反射的に腰こしに手をやった特務警官たちに、大男は落ち着き払はらって命じた。絞しめ上げられた軍曹の顔は、すでに嫌な感じに変色を始めている。

「とっとと降りな。こちとら気が短みじけぇんだ。それとも、大事な手下の首に関節を増やしてえか？」

「はッ、くだらんことを」

　不ふ埒らちな巨きよ漢かんを睨ねめつけ、モンテセッコは片かた頰ほおを歪めた。

「どこの間ま抜ぬけかしらんが、特務カラビ警察ニエリに喧けん嘩かを売るとは馬鹿な奴やつだ──射しや撃げき用意！」

　防弾ガラスの窓が大きく開け放たれた。同時に、一いつ斉せいに機関マシン拳銃ピストルの銃口が持ち上がる。

　だが、不敵な微び笑しようは絶やさぬままに、巨漢は広い肩かたを器用に竦すくめた。

「短気はよくねえな……後で後こう悔かいするぜ？」

「後悔？　強ごう盗とうごときに捕とらわれるような間抜けなど特とつ警けいには不要だ──撃うて！」

　モンテセッコの手が降り下ろされた。直後、七つの銃声が轟とどろく──ただし、車の外で。

「が……ッ！」

　闇やみの奥から迸ほとばしった火線が、警官たちの肩を正確に撃ち抜いたのだ。揃そろって武器を取り落とすと、撃ち抜かれた右肩を抱かかえて悶もん絶ぜつする。

「戦域確保クリア──抹消デリート〇、制圧ダウン七。戦術思考を強襲戦アサル仕様トモードから索敵サーチ仕様モードに書換えリライト」

　トラックの陰かげから立ち上がったのは小柄な若者だった。ミラーシェードのサングラスで覆おおわれた顔は人形めいて表情を欠落させ、両手の拳けん銃じゆうからは牙きばのような硝しよう煙えんがあがっている。

　腕うでの中の軍ぐん曹そうを優やさしく絞め落としていた大男が、大げさなため息をついた。

「だから、後悔するって忠告してやったんだ……よし、急ごうぜ、拳銃屋。時間がねえ」

「了ポ解ジしテたイヴ」

　短く答えて、ミラーシェードの若者は護送車のハッチに指をかけた。無造作に手首が捻ひねられたときには、鋼こう鉄てつの扉とびらは紙細工のようにあっけなくもぎ取られている。床ゆかで呻うめく警官たちは一切無視して車内に侵しん入にゆうすると、若者は神父の傍らに跪ひざまずいた。

「意識はあるか、ナイトロード神父？」

「や、やあ……トレス君」

　切れた唇の間から、弱々しい声がこぼれた。

「はは、いつもすいません……お手数を……」

「黙だまっていることを推すい奨しようする」

　血に汚よごれた同どう僚りようの顔を目まの当たりにしても、その表情は微び動どうだにしない。短く命じた若者──Ａｘ派遣執行官トレス・イクス神父は、アベルの指と床に落ちている万年筆にちらりと目をやったが、それについては何の感想も漏もらさなかった。

　その代わり──

「……ひっ！」

　振ふり返ったガラスの瞳ひとみが、機関拳銃を拾い上げようとしていた特とつ警けい大たい尉いを捉とらえた。身をすくめたときにはすでに遅おそい。素早く伸びたトレスの指は、サディストの手を銃ごと摑つかみとっていた。

「！」

　モンテセッコの口が殺される豚ぶたのように開いた。万力めいた力が、彼の手を粉々に握にぎり潰つぶしたのだ。だが絶叫がほとばしるより早く、トレスのもう一方の手はのけぞる頭を鷲わし摑づかみにしている。悲鳴をあげるそれを無造作に壁かべに叩たたきつけ、顔面に鼻び骨こつを二センチほどめりこませてから床に放り出す。それから加害者は、落ち着き払った顔で同僚の手て錠じようを引きちぎった。

「移動する。歩けるか？」

「え、ええ……でも、いったい何があったんです？　どうして私を？」

　弱々しい問いに答えたのは、派手なシャツの巨漢だ。

「ノエルの遺い体たいが見つかったのさ。彼女が最さい期ごに見つけた図面と一いつ緒しよに、な」

　レオンは、よろめく同僚を助け起こした。

「アベル、お前めえの勘カンは半分あたって、半分はずれてたぜ。ノエルが握ってたのはサン・ピエトロ大聖堂の図面だった。そして、その広場には例の方オベ柱リスクが立ってたそうだ。場所に大きさ、デザインまで、完全に正確にな」

「？　それが何の……あれ、ちょっと待ってください？　あのオベリスクって確か──」

　あれはつい一いつ昨さく日じつ、デステ大司教の寄進ということで、広場に建てられたものだ。一昨日までは、誰だれもその存在すら知らなかった──大司教と、実際にオベリスク製作に携たずさわった者を除けば。

「つまり、バレーもオベリスク製作に関係してたわけで……そうか、あの中に〝沈サイ黙レンのト・声ノイズ〟が！」

「肯ポジテ定イヴ」

　気絶している特務警官たちから階級章と身分証を取り上げながら、トレスは冷然と応じた。

「これより、法王宮に急行する。卿けいとガルシア神父は方オベ柱リスクを破は壊かいしろ。俺はミラノ公に合流する」

「よっしゃ、急ぐか！」

　ぶ厚い掌てのひらを打ち合わせると、レオンは護送車から飛び降りた。陽気な口笛とともにトラックに近づこうとして──ふとその足が止まる。

「どうしました、レオンさん？」

「動くなアルト！」

　何かの匂においを嗅かぐかのように鼻び孔こうを空に向けた巨きよ漢かんは、アベルの肩かたを恐おそろしい力で摑つかんだ。

「え……!?」

　闇の中を白い閃せん光こうが走った。

　耳を聾ろうする爆ばく音おんが轟とどろいたときには、目の前のトラックが夜空に舞まい上がっている。黄金色の炎ほのおが宙に円を描えがいて地上に叩たたきつけられ、再び雷らい鳴めいのような音をあげて爆散した。

「わぷっ！　な、なにが……!?」

　爆風から顔を庇かばった神父たちの頭上、ビルの窓に眩まばゆい光が灯ともった。ぎらぎらと輝かがやく投光器の間に蠢うごめくのは、機関拳銃で武装した制服の群れだ。

「カ、特務カラビ警察ニエリ！」

「だけじゃねえ。もっと厄やつ介かいなのがいやがる」

　厚い唇くちびるの間で、レオンが唸うなった。

　屋上の特務警官に混じって、こちらを見下ろす灰色の影かげがある。一方は二振りの直刀を提さげた巨漢。そしていま一人は指先に細い針を弄いらう女。

「異い端たん審しん問もん官かん二人に特とつ警けい一個中隊……どうやら余計な時間を食っちまうことになりそうだな」

「否ネガテイヴ──」

　袖そでを捲まくったレオンを平板な声が制した。

「ここで足止めされるのは好ましくない。彼らは俺が制圧する。卿らは先行しろ」

「ち、ちょっと待ってください、トレス君！」

　無造作に進み出ようとする同僚に、アベルは慌あわてて声をかけた。

「いくら君でも、異端審問官を二人も相手どって……」

「問題ノープロないブレム」

　百を数える警官隊を前に、怖おじる気配もない。氷のような声で〝拳銃ガンス使いリンガー〟は補足した。

「制圧が完了し次第、俺も合流する。それまでは、ナイトロード神父、卿がミラノ公のガードにあたれ。ガルシア神父は例の方オベ柱リスクの破壊を」

「わかった……それにしても」

　サングラスをむしり取った巨漢は、悪戯いたずらっぽく八や重え歯ばを覗のぞかせた。

「ノエルの仇あだ討うちはアベルに譲ゆずってやるってか。おめえ、さてはいい奴やつだな、拳けん銃じゆう屋や？」

「否ネガ定テイヴ。俺はもっとも効率的な戦力配分を算出したに過ぎない。無む駄だ口ぐちの暇ひまがあるなら、速すみやかに動け、〝ダンディライオン〟」

　冷然と言い捨てたときには、小こ柄がらな神父の手には二挺ちようの戦せん闘とう拳銃が抜ぬき放たれている。色めきだつ特とつ警けい隊が銃口を掲かかげるが、殺戮キリング機械マシーンの横顔には一片の恐きよう怖ふも浮うかばなかった。

「常駐戦術思考を索敵サーチ仕様モードから殲滅ジエノ戦サイド仕様モードに書換えリライト──戦コンバ闘ツト開オー始プン」
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〝あなたはペテロ。私はこの岩ペテロの上に私の教会を建てる〟──御子キリストの一番弟子にして初代法王であった聖ペテロの墳ふん墓ぼ上に建つサン・ピエトロ大聖堂は、それ自体も巨きよ大だいな墓ぼ標ひようである。

〝大アル災マゲ厄ドン〟以前、世界の半分を支配していた社会科コミ学的ユニ無神論ズムと戦ったヨハネ・パウロ二世。吸血鬼どもとの戦いが始まった暗黒ダーク時代エイジ初期に殉じゆん教きようしたと伝えられるイノケンティウス十六世。そして第十一回十字軍を指導したシルヴェストル十九世──歴代法王のほとんどが、ここ、大聖堂の地下墳墓クリプタに永遠の眠ねむりを安らっているのだ。地上の大聖堂にも匹ひつ敵てきする広さと、三十メートルになんなんとする高い天てん井じようを備えた地下聖堂は、各教皇の墓所ごとに数十もの広間にしきられ、そのそれぞれに石せつ棺かんと墓ぼ碑ひとが安置されていた。

（あれから五年……）

　生前の業績に相応ふさわしく、前教皇グレゴリオの墓には豪ごう奢しや極きわまる装そう飾しよくが施ほどこされている。小山ほどもある墓標を前に、カテリーナは無言だった。

　正直、この遺伝上の父親に肉親らしい感情を抱いだいたことはただの一度もない。十年前、十四の歳としにミラノからローマに来てから、グレゴリオが死ぬまでの五年間、口をきいたことさえ稀まれだった。

　だが、父の方はどうだっただろう？　百を数えた愛人の一人が産んだ娘むすめに、愛情はあったのだろうか──今となってはどうでもよいことだが。

「……おお、お待たせしました、カテリーナ殿。こんな朝早くにお呼びだてして申し訳ない」

　埒らちもない想おもいを断ち切ったのは、嗄しわがれた男の声だった。廊ろう下かに面した扉とびらが薄うすく開いて、すぐに閉じる。墓所に入ってきたその男の前に、カテリーナは恭うやうやしく首こうべを垂れた。

「昨夜は失礼いたしました、大司教猊げい下か」

「そうかしこまらないでください、姪めい御ご殿どの。ここには我らしかいません」

　アルフォンソは寛かん闊かつに笑って姪の手を取った。

「申し訳ないですね、急にお呼びだてして。まだ休んでおられたのではありませんか？」

「いえ、私は……それより叔父おじさまこそよろしいんですの、こんな時間に？」

　夜明けまであと十分──謹きん慎しん中の自分はともかく、夜明けと同時に開始される朝ミサには、アルフォンソも出席するはずだ。なのに、こんな場所に姪を呼び出して、何の了りよう見けんだろう？

「お使者からは、内密の話があるとしかうかがっておりません。どういうご用件でしょう、叔父さま？」

「それなのですが……姪御殿、現在の教皇庁を貴女あなたはどうお考えになります？」

「はて、どうとおっしゃられましても……」

　不得要領に、カテリーナは眉まゆをひそめた。質問そのものより、こんなときに謹慎中の姪相手に世間話を始めた叔父の神経を推はかりかねたのだ。この才女にしては珍めずらしく口ごもる。

「先せん皇おうが亡なくなって五年、とりあえず大過もなく過ごして参りましたが……それが何か？」

「〝大過もなく〟？　本当にそうお考えか？」

　穏おだやかに反問して、アルフォンソは頭上の墓碑を見上げた。空調により、この地下聖堂クリプタの気温が四度を超こえることはない。白い息とともに、ケルン大司教は厳しい声を吐はき出した。

「ケルンは僻へき地ちではありますが、それでもローマの悪評はとかく耳にします。聖職者の風紀は乱れ、教会は世せ俗ぞく諸しよ侯こうに迎げい合ごうし、神の代理人であるべき教皇は兄と姉の傀かい儡らいに過ぎぬと」

「叔父さま！」

　鋭するどい叱しつ声せいが、大司教の発言を遮さえぎった。

「叔父さま、いえ、デステ大司教。今のご意見は不敬でありましょう。お慎つつしみ遊ばされませ」

「姪御殿、いや、カテリーナ……」

　だが、アルフォンソは黙だまらなかった。

　猫ねこ背ぜぎみに曲がっていた背はいつの間にかまっすぐに伸ばされ、声には〝峻イル・烈フリ公オーゾ〟と呼ばれた昔の張りが戻もどってきている。

「私はお前の頭脳を買っているのだよ、カテリーナ。アレッサンドロごときの下で腐くさらせるのは、あまりに惜おしい。我が理想にその才覚が加われば、これほど心強いことがあろうか……どうだ、カテリーナ。私とともに来ないか？　ぜひとも我が〝新ノイエ教・ヴア皇テイ庁カーン〟に参加して、その力を揮ふるって欲しい」

「……〝新ノイエ教・ヴア皇テイ庁カーン〟？」

　この人は何を言っているのか？

　だが、戸と惑まどうカテリーナを見つめるアルフォンソの顔は真しん剣けんそのものだった。

「カテリーナ、私と一いつ緒しよに来い。この腐った教ヴア皇チ庁カンをともに、滅ほろぼし、新しい世界を作ろう。私が打ち立てる新秩ちつ序じよに、お前もぜひ参加して欲しい」

　それは狂きよう人じんの妄たわ言ごと以外のなにものでもなかった。カテリーナとしては一笑に付して、それから人を呼ぶべきだったろう。だが、それはできなかった。

「……これは!?」

　美び貌ぼうが青く凍とう結けつした。熱心に妄もう想そうを語る叔父の足下で、彼の影かげが生ある者のように脈動しているのに気づいたのだ。いや、そればかりではない。不気味な厚みを備えた影は、漆しつ黒こくの沼ぬまから浮うかび上がる亡もう者じやのように黒い糸を引いて立ち上がり……

　ぎいっ

　忌いまわしい記き憶おくに立ち尽つくすカテリーナに向けて、墓所を埋うずめた異い形ぎようの群むれが一いつ斉せいに鳴いた。

「こ、こいつらはヴェネツィアの!?　叔父さま、貴方あなたはまさか……まさか、〝騎士団オルデン〟と!?」

「お前の部下はなかなか優秀だな、カテリーナ。昨夜は、どうなることかと肝きもが冷えたよ」

〝影シヤーテン鬼コホルト〟の目のない顔は狂きよう暴ぼうな飢うえに隈くまどられてカテリーナに向いている。異形の悪あつ鬼きに囲まれた大司教の声は、どこかもの憂うげだった。

「だが、最後に勝つのはこの私だ。〝我らイグネ炎に・ナチよりユラ・てレノヴ世アトー界をル・イ更新ンテせんグラ〟──忌まわしき魔都バビロンの歴史はこの夜明けとともに終わる。この街の屍かばねは、私の築く世界のよき礎いしずえとなるだろう」

「お、叔父さま、貴方はご自分がやっておられることをわかっておいでなのか!?」

　本能的に後ずさりながらカテリーナは叫さけんだ。

「よりによって〝騎士団オルデン〟と……あのテロリストどもと手を結ぶとは！　貴方は教ヴア皇チ庁カンを、いいえ、この世界を敵に回されたのですよ!?」

「それが何だというのかね？」

　嗄しわがれた声に、迷いはない。むしろ誇ほこらしげですらあるアルフォンソの表情だった。

「この堕だ落らくしきった世界にどんな価値がある？　虫けらのような民たみ、腐敗した教会、互たがいに殺しあうことしか知らぬ諸侯ども……お前ほどに聡そう明めいな女が、命を懸かけて護まもる価値がどこにある？」

「…………」

　反論する言葉が咄とつ嗟さに出てこなかったのは、単に慌あわてていたためだけだったろうか？

　だが、一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの後、カテリーナは決然と顎あごをあげていた。

「確かにおっしゃられるように、世界は汚けがれきっているかもしれません。しかし──」

　麗れい貌ぼうに浮うかぶのは、自分のなすべきことを確信している者だけに特有の、あの傲ごう岸がんですらある決意だ。蔑さげすみと哀あわれみの視線が、叔父だった男を容よう赦しやなく斬きり捨てた。

「世界の価値など私の知ったことではない。どんなに穢けがれていようと、護る価値がなかろうと、この世界を護るのは我が責務であり、神聖な契けい約やくだ──我は、我が務つとめを果たすのみ！」

「そうか……わかった」

　アルフォンソの指が鳴った。と同時に、異形の群れが鎖くさりから解き放たれたように首をもたげる。

「〝生まヴエアれ出・ゲボようーレンとす・ヴエる者ルデンは・ヴイ一ルマスつ・アイのネ・ヴ世界エルトを壊・ツエさねルシユばなターらぬレン〟──ヘッセ。残念だよ、ミラノ公」

「…………」

　殺さつ到とうする影鬼どもを前に、カテリーナは傲ごう然ぜんと屹きつ立りつしていた。迫せまる死と対たい峙じしてなお、その美貌は毫ごうも歪ゆがまぬ。細い体が黒影の群れに飲み込まれたときすら、剃刀かみそり色の瞳ひとみは敗北を知らぬ者のように輝かがやいていた──
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　漆しつ黒こくの凶きよう風ふうに、扉とびらが爆ばく散さんした。

　無数の牙きばに貫つらぬかれんとした刹せつ那なにも変わらなかったカテリーナの表情が、その一いつ瞬しゆん輝く。

「アベル！」

　巻き起こった颶ぐ風ふうの前に、枢すう機き卿きように迫せまる異形の群れが枯かれ葉はのように吹ふき飛んだ。あるものは壁かべにへばりついた肉につ塊かいと化し、またあるものは床ゆかに叩たたきつけられて奇き怪かいな抽ちゆう象しよう画がを描えがく。

「……ご無事でしたか、カテリーナさん？」

　風かざ鳴なりと絶叫の協コン奏チエ曲ルトの間かん奏そうに、影鬼どもと美貌の枢すう機き卿きようの間に立ちはだかったのは背の高い影かげだ。両刃の大おお鎌がまを掲げた真しん紅くの瞳ひとみが振ふり返った。

「なんとか間にあいましたね──お怪け我がは？」

「私は無事です。でも気をつけて、叔父が……」

　安あん堵どで笑い出した膝ひざを密ひそかに叱しつ咤たしながら、カテリーナは叫さけんだ。

「叔父を──デステ大司教を捕とらえて！　彼はローマを破は壊かいするつもりです！」

「叔父？」

　初老の大司教を見み据すえる視線は別人のように険しい。真紅の瞳の神父は冷たく答えた。

「カテリーナさん、あれはあなたの叔父さんなんかじゃありません……そろそろ、とぼけるのはよしたらどうです！」

　よどんだ空気を裂さいて、大鎌が旋せん回かいした。大司教の胴どう体たいを薙なぎ払はらった夜色の刃やいばは、その傍かたわらの壁かべ石いしをも深く断ち割ってようやく停止した。

「……ふむ。少々、お遊びが過ぎましたか」

　低い笑声に、カテリーナの麗れい貌ぼうが凍こおりついた。

　大司教は、依然、その場に立っていた。〝無事に〟とは言い難がたかったかもしれない。斬ざん撃げきに、その胴はほとんど真っ二つに断ち割られていたからだ。しかし、穿うがたれた傷口からこぼれるのは血ではない。真っ黒な砂だ。液体のように勢いよく迸ほとばしる砂は床に小さな山を作り、それに反して、笑う大司教の体は空気が抜ぬけるように萎しぼんでゆく。

「デステ大司教はすでにローマをお発たちになられております。新ノイエ教・ヴア皇テイ庁カーン設立の準備でお忙いそがしいのでね。ただローマ破壊の前に、姪めいに一声かけてやりたいとの仰おおせでしたので、私が御伝言を承うけたまわりました」

　瞬またたく間に砂の山と変じたアルフォンソに代わって立ち上がったのは、床に落ちていた彼の影だ。生あるものの如ごとく蠢うごめく闇やみは厚みを備え、腰こしまでもある黒くろ髪かみが優ゆう雅がに翻ひるがえったとき、そこには闇色のスーツの男が立っていた。

　男は、このうえなく上品に微笑ほほえんだ。

「おはグーようテンござい・モルますゲン、御二方──〝機械仕パンツ掛のアー・マ魔道士ギエル〟イザーク・フェルナンド・フォン・ケンプファー、かくはまかりこしました」
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　　　　Ⅶ




　大気はすでに青みがかり始めていた。広場を囲む柱廊の影が、刻一刻と濃こさを増しつつある。

　明かりの灯ともった大聖堂からは、無数のざわめきが聞こえた。朝課の時間が迫せまっているのだ。ミサに参加するものらしい尼に僧そうの一団が、不ふ機き嫌げんな顔で広場を横切ってゆく。昨晩、大聖堂で不ふ祥しよう事じがあったとかで、広場入り口に陣じん取どった都グア市ール警デイアの検問が、今朝はひどく厳しかった。

「おい、君たち！」

　険しい目つきで入場者の列をチェックしていた巡じゆん査さ隊たいに、息せききった声がかけられた。

「メディチ枢すう機き卿きようはもう入場されたか!?」

「ええ。確かもう、大聖堂の方においでですが……何用ですか、大たい尉い？」

　人ひと垣がきを押し退のけて現れた人物に、巡査たちは胡う散さん臭くさげな目を向けた。長い黒くろ髪かみをオールバックにまとめた大おお柄がらな特務カラビ警官ニエリが、長ちよう距きよ離り走そうでもやってきたかのような荒あらい息をついている。

「俺は特とつ警けいのモンテセッコ大尉だ。大司教狙そ撃げき事件の犯人がとんでもないことを自白した。緊急に猊げい下かに報告せねばならん。そこを通せ！」

「失礼ですが許可証はお持ちですか？」

「馬鹿者、この緊急事態にそんなものあるか！　邪じや魔まだてすると、後で上層部に抗こう議ぎするぞ！」

　大尉は居い丈たけ高だかに怒鳴ったが、これは逆効果だった。もともと、政治犯罪やテロを扱う特務カラビ警察ニエリと一般警察であるローグアーマルデイ都ア・ロ市警マーナは伝統的に仲が悪い。巡査たちは露ろ骨こつに視線を硬こう化かさせた。

「規則は規則ですので、お通しするわけにはいきません。まず、書面で許可を申しん請せいしてから──」

「だから、そんな時間はないと言っている！　ええい、しようがない。極ごく秘ひ事じ項こうだが教えてやる」

　大尉は歯は嚙がみしたが、頭ごなしに怒鳴る愚ぐは悟さとったらしい。謀む反ほんの相談のように声をひそめる。

「くれぐれも他言は無用だぞ？　実はこの広場に爆弾が仕掛けられているという情報が入った」

「ば、爆弾!?」

　その一言は囁ささやくように小さかったが、警官たちの表情を強こわ張ばらせるには十分だった。緊きん張ちようの走った顔を見み渡わたし、特警大尉はさらに言葉を継いだ。

「爆弾はあの方オベ柱リスクに仕掛けられているが、それは俺が解体する。君たちは、広場にいる者を避ひ難なんさせろ……ただし、目立たないようにやってくれよ。下手すると、パニックになるからな」

「しょ、承知しましたっ！」

　幸い、広場に人は多くはなかった。慌あわただしく散ってゆく巡査たちを見送って、特警大尉──を装よそおっていたレオンは、にやりと笑った。

「うむ、せいぜい頑張ってくれたまえ、諸君……さて、こっちも仕事にかかるかい」

　制服のポケットから拳こぶしほどの粘ねん土どの塊かたまりを取り出すと、巨きよ漢かんは慣れた手つきでゼンマイ式の信管を埋うめ込んだ。猫ねこ科かの獣けものを思わせるしなやかな足取りで方柱に近づき、その根元に跪ひざまずく。

「音おん響きよう兵器だかなんだか知らんが、壊こわしちまえば問題あるめえ。後でじっくり解体バラして……ん？」

　言葉の軽さとは対照的な慎しん重ちようさで爆ばく薬やくを仕掛けていたレオンの眉まゆがふと曇くもった。罠わなを発見した肉食獣けだものの目つきで、足下の石いし畳だたみを見下ろす。

「……気のせい、か？」

「大尉殿！」

　背後からかけられた声に、咄とつ嗟さにレオンは爆薬を袖そで口ぐちに押し込んだ。振ふり返れば、警官が一人、息せききって走ってくるところだ。

「大尉殿、メディチ枢機卿への報告ですが、私が行ってきてもよろしいでしょうか？」

「あ、いや……」

　もちろん、よろしくない。さて、何と言ってごまかそうかとレオンが咳せき払ばらいしたとき。

　その背筋を冷たいものが走り抜ぬけた。

「!?」

　咄嗟に石畳を蹴けったのは、まったくの直感だ。人間離ばなれした跳ちよう躍やく力りよくで宙に舞まった巨きよ体たいを、警官は呆ぼう然ぜんと見上げた──次の瞬しゆん間かん、彼の首はへし折れ、その死体は地中にひきずり込まれている。

　瞬前までレオンが立っていた石畳に、ぼっかりと暗い穴が空いていた。そこから何かが飛び出したのだ。警官の頸けい部ぶに喰くらいついたそいつは、声もあげずに即そく死しした若者の体をくわえて、鞭むちのような素す早ばやさで穴に舞い戻もどった──この間、ほんの一秒も経たってない。

「何だ、今のは!?」

　方柱の尖せん端たんに着地しながら、レオンは目を剝むいた。地中──石畳の下に、何かいる！

「どうされました、大尉!?」

「馬鹿、来るんじゃねえっ！」

　怒ど鳴なったときは遅おそかった。異変に気づいて走ってきた警官の目の前で、石畳が割れた。そこから飛び出した何かは、目を瞠みはる警官の足に喰らいつくと、悲鳴をあげる獲え物ものを信じ難がたい力で地中に引き込んだ。

「なんだ!?」

「何かいるぞ、この下に!?」

　慌あわてふためく警官たち、そして、まだ退たい避ひしていなかった尼に僧そうたちを取り囲むように、次々と石畳にヒビが入り始めている。アレはかなりの速度で地中を移動できるらしい。

「くそ、まじいな」

　方柱の頂上から下界を眺ながめて、レオンは舌打ちした。二人目の犠ぎ牲せい者しやを地中に引き込んだモノ──常人の目には、一いつ瞬しゆんの黒影としか見えなかったものを、彼の瞳どう孔こうは確かに捉とらえた。あんなものに襲おそわれた日には……

「しようがねえ……男はともかく、女を見捨てるのは寝ね覚ざめが悪い」

　特とつ警けい大たい尉いの黒と銀の制服を脱ぬぎ捨て、レオンは不敵に呟つぶやいた。丸めたそれを手に握にぎったときには、石畳の上に自ら飛び降りている。

「おらっ！　獲え物ものはこっちだ！」

　地じ響ひびきたてて着地した巨きよ体たいの存在を、地中にあって感じとったらしい。石畳に入っていた亀き裂れつは、一瞬、動きを止めたが、すぐにその向きを転じた。血の臭においを嗅かぎ取ったサメさながらに、まっすぐレオンの方へ突つき進んでくる──

「ほら来い、ほら来い……おっと！」

　横よこ跳とびに跳んだレオンの足下で、いきなり地面が割れた。飛び出してきた黒いそれ──人間の胴どう体たいほどもある巨きよ大だいなミミズは、頭部の先せん端たんにある顎あごをかっと開いた。朱あけに染まった牙きばを剝むくと、巨きよ漢かんの喉のど首くびに喰らいつく──

　牙が嚙かみ合う音が響ひびいたときには、巨大ミミズ──人クンス造トリツ精ヒ・ガ霊イスト〝地精グノーム〟の口こう腔こうは丸めた黒い制服をしっかりとくわえている。それから再び、出てきた穴に電光の素早さで引き籠こもる。恐ろしい速さだ。あんなものに、もう一度襲われては……
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「あばよ、ミミズ野や郎ろう」

　だが、レオンは余よ裕ゆう綽しやく々しやくの表情で、地面に向かって敬礼のような仕し種ぐさをしてみせた──石畳が地じ震しんのように震しん動どうし、〝地精グノーム〟の走路トンネルが真っ白な煙けむりを吐はき出したのは、その直後のことだ。

「何にでも卑いやしく飛びつくから、失敗しくじるんだ。覚えときな……さて、あとはこの鬱うつ陶とうしい柱を片づけて──」

　ズボンのポケットから取り出した二つ目の爆ばく薬やくに信管を埋うめ込みながら、レオンは方柱に歩み寄った。膝ひざをつこうとして、ぴたりとその足を止める。

「おいおい……噓うそだろ？」

　その顔に珍めずらしく冷ひや汗あせを浮うかべた巨漢が呟つぶやいたときには、周囲の石畳に続々と──その数、十あまりの──新たな亀き裂れつが入り始めていた。
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「バルセロナでは失礼しました、ナイトロード神父。その後、御ご機き嫌げんいかがでしたか？」

〝魔ま術じゆつ師し〟は慇いん懃ぎんだった。

「舞ぶ台たいもいよいよ開演を迎むかえました。神父様にもお楽しみいただけているようでなによりです」

「……広場へは仲間が向かってます」

　瞳ひとみをルビーのように輝かがやかせて、アベルは告げた。テロリストはすでに間合いの中だ。大おお鎌がまは、いつでも奴やつの頭を撃げき砕さいできる。

「〝沈サイ黙レンのト・声ノイズ〟はすぐに解体されます。後はあなたを逮たい捕ほすれば、この一件は終わりです」

「まさか神父様、それぐらいの妨ぼう害がいを我らが予測していないとでも？」

　このうえなく穏おだやかな声は、死し刑けい直前の死刑囚しゆうでもリラックスさせ得たろう。だが、その内容は、アベルばかりでなく、その背後のカテリーナをも青ざめさせるものだった。

「広場には護ガー衛デイ者アンを配置しております。あなたのお友だちも今ごろは八つ裂ざきになっている頃ころですよ。〝沈黙オペラツのイオン・声ルーイヒ作戦アレルム〟は予定どおりに実行されます──私が中止しない限りはね」

「ならば、中止させるまでです！」

　死神の牙が軋きしるような音があがった。

　闇やみ色の閃せん光こうを奔ほん騰とうさせた大鎌が、ケンプファーを襲ったのだ。だが、黒い軌き跡せきは、獲物から腕うで一つ分ほどの距きよ離りをおいて、音をあげて弾はじかれている。

「こんなもの！」

　強電磁場の壁かべ──〝アスモダイの盾たて〟に弾かれた大鎌を、アベルは手の中で回転させた。今度は逆側の刃やいばが、床ゆかを擦こすりながら黒影に殺さつ到とうする。これだけの強力なシールド展開には相当な負荷がかかる。そう長時間使えるものではない。攻こう勢せいを休めなければ、必ず隙すきができるはずだ。

　ケンプファーがやおら両手を掲げたのはそのときだった。

「我は汝をＡＲ─Ｏ召喚す、─ＧＯ恐ろしき─ＧＯ炎の王よ─ＲＵ。敵意の─ＡＢ天使よＲＡＯ……」

　謳うたうが如く呟いた〝魔術師〟の手に、五ペン芒タグ星ラムが禍まが々まがしい輝かがやきを滴したたらせ始めた。と同時に、墓所中になんとも嫌いやな空気が張り詰つめる。全身の毛がそそけだつような、不吉な熱気。

「無価値なる者よ悪なす者よ卑いやしき者よ邪悪なる者よ霊の空くう疎そなる場所に住まう者よ、我が心は汝を通して世界を知らん」

　だがそのときには、漆しつ黒こくの大鎌は唸うなりを生じてケンプファーの眼前に迫せまりつつあった。

「何のつもりか知りませんが、終わりです！」

「汝自ら生じ、高揚されたる闇やみの王、我にその炎を貸し与えよ──来たれ、〝ベリアルの矢〟」

　刹せつ那な生じた輝きに、降り下ろされた大鎌が真っ白に漂ひよう白はくされた。

「!?」

　虚こ空くうに生じた火球は、呆あつ気けなくアベルの体を宙に飛ばしていた。逆巻く爆ばく風ふうは玩がん具ぐのように長身を翻ほん弄ろうしながら、背中から壁かべに叩たたきつける。

「ア、アベル！」

　その光景にカテリーナは目を瞠みはった。

　焦こげ臭くさい空気の向こう、床に頽くずおれたのは奇き妙みようにねじくれたシルエットだ。駆かけ寄った彼女の声も届いたかどうか──かすかに痙けい攣れんする頭からは、大量の鮮せん血けつが床に血ち溜だまりを作り始めている。

「ああ、あまり彼を動かさない方がよろしいでしょう。〝ベリアルの矢〟──私の電磁加速砲は戦艦主砲並みの威い力りよくがあります。直ちよく撃げきを受けて、原形をとどめているのが不思議なぐらいだ」

　両腕に黒い靄もや──最前までアルフォンソの似イミテー姿シヨンを形づくっていた砂鉄──をまといつかせたケンプファーの忠告も耳に入らない。カテリーナはアベルの側そばに跪ひざまずいた。

「アベル……アベル、しっかりしなさい！」

「に……逃にげてください、カテリーナさん……」

　血に汚よごれた頭がかすかに持ち上がった。その赤い瞳ひとみは光を失い、相手の顔も見えていない。カテリーナが知る限り、〝クルースニク〟化したアベルは無敵だったはずだ。それが、こうもたやすく！

「さて、デステ大司教──いえ、新教皇聖下から私が受けた指示は二つございます」

　蹲うずくまる男女に向けた〝魔術師〟の口調に誇ほこる色はなかった。むしろ事務的ですらある。

「まず一つは、スフォルツァ枢すう機き卿きよう、貴女を説得して新ノイエ教・ヴア皇テイ庁カーンへの参加を促うながすこと」

　再び五芒星が発光した。と同時に、渦うず巻まく靄を纏まとった腕が、カテリーナの美び貌ぼうに向けられる。

「そして二つ目は、それがかなわぬときは、貴女の御命を奪いたてまつること──貴女の存在は、新ノイエ教・ヴア皇テイ庁カーンにとって望ましくないのだそうです」

　次の瞬しゆん間かん、放電電流と自己誘起磁場で電磁加速投射された砂鉄が青白い閃せん光こうを放った。

「…………！」

　ほとばしった光の奔ほん流りゆうに、カテリーナは思わず目を閉じた。瞼まぶたを通して視界が青く染まり、爆ばく風ふうが耳を叩たたく。気圧の変化に鼓こ膜まくが悲鳴をあげ、髪かみの焦こげる臭においが鼻び孔こうをくすぐった……しかし、それだけだ。予測された死は、彼女の意識を捉とらえない。

「……ア、アベル!?」

　頭上から垂れた生温かい雫しずくに、カテリーナは顔をあげた。自分を抱だきしめる影かげに叫さけぶ。

　彫ちよう像ぞうのように動かぬアベルの背中が、大きく弾はじけていた。焦こげた肉は無残に抉えぐれ、白い背骨がその間から覗のぞいている。常人なら──いや、たとえ吸血鬼でも、即そく死しして不思議ではない。

「ほう……見上げたものですね、神父様」

　意識はあるのだろうか？　死んでいるはずの神父を眺ながめる〝魔術師〟の声は、憂ゆう鬱うつげだった。

「そこまでして、主人あるじを守るとは実に見上げたものです。ですが、悪あがきはやめていただけませんか？　時間の無む駄だです」

「いや……だ……」

　カテリーナの体を抱いた血まみれの肉につ塊かいから、切れ切れの声が届いた。

「いやだ……私は……守る……人間を……」

「アベル！　もういい！　もういいから！」

　刻一刻と体温を失ってゆく、そのくせ凄まじいまでの力で自分を抱きしめる男の胸を叩たたいて、カテリーナは叫んだ。

「私はもういい！　それより、あなたは……」

　ケンプファーは慎つつましげに枢すう機き卿きようの言葉に賛同して見せた。

「猊げい下かのおっしゃるとおりですよ、神父様。無駄なことはなさらぬがよろしい。しょせん、貴方が何をやっても結果は変わらない……それはバルセロナで実証済みでしょう？」

「…………！」

　その街の名を耳にした刹せつ那な、俯うつむいていた頭がぴくりと動いた。得物を取り落としかけていた指が再び握にぎりしめられる。

　それが見えなかったのか、それとも見えないふりをしたのか、ケンプファーの声は慇いん懃ぎんだった。

「そう、全すべてはバルセロナの街やあのシスターと同じです。ほどなくこの都は滅ほろび、貴方の上司も仲間もこの町の人間たちも、みな死ぬ。貴方が何をなさっても無駄なことだ。なぜなら──」

　そこまで言うと、〝魔術師〟は一いつ旦たん、口を閉じた。瞑めい目もくした彼の顔には、死者を悼いたむ表情も生者を責める色も浮かんではいない。だが、永えい劫ごうとも思える一いつ瞬しゆんの後、アルカイックスマイルを刻んだその唇くちびるは決定的な一言を紡つむぎ出した。

「貴方は、いつも大切な人を守れない方だから」

　次の瞬間、噴き上がった声は血の色をしていた。




［ナノマシン〝クルースニク02〟、稼働率上昇八十パーセント──承認！］
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　その横撃が〝アスモダイの盾たて〟を突とつ破ぱしたとき、発射体勢にあった〝ベリアルの矢〟が障しよう壁へき代わりになっていなければ、ケンプファーの胴どうは真っ二つに断たち割られていただろう。

「…………！」

　帯電砂鉄もろともに吹き飛ばされた〝魔術師〟の背中が、鈍にぶい音をたてた。墓所の奥に据すえられた墓ぼ碑ひに叩たたきつけられ、白大理石の聖母像を粉々に打ち砕くだく。轟ごう音おんとともに倒とう壊かいした十じゆう字じ架が、床石を深々と抉えぐり、凄まじい量の土つち埃ぼこりを舞まい上げた。

「ほう、これは驚おどろきました。まだこんな力が……」

　どんな力が揮ふるわれたというのか──ややぎこちなく立ち上がったケンプファーは、視界を阻はばむ白はく煙えんを透すかし見た。扉とびらの前に横たわるほっそりした影はカテリーナだろう。意識を失っているのか、身じろぎもしない。だが、いま一人は？

「──ドコヲ見テイル？」

〝魔術師〟の頭上からかかった声には、完全に温かみが欠落していた。まるで感情というものを欠いた、非人間的な声──

　反射的に頭をもたげたケンプファーの目に飛び込んできたのは、天てん井じようを埋うめ尽つくす無数の天使たちだ。精せい緻ちな筆致タツチで描えがかれた神の使者の群れが、白い翼を打ち振ふって、天の栄光を賛美している。

　だがその中に唯ゆい一いつ、漆しつ黒こくの翼つばさをはためかせ、全てを呪のろう赫あかい瞳ひとみを輝かがやかせた堕だ天てん使しの姿があった。

「……なるほど、これが貴方たちの本当の姿か」

　それは、アベル──いや、アベルだったモノだ。

　両刃の鎌かまを手にした神父の紅玉ルビー色の瞳は、血の涙なみだを流しているようにも見える。だが、その裂さけた僧衣カソツクの背中から張り出したのは、身の丈たけほどもあろうかという黒こく翼よくだ。

「お初にお目にかかります、〝クルースニク02〟……ようやくお会いできた」

　ケンプファーの独白に応じるかのように、堕天使の翼が大きく膨ふくれ上がった。

　羽根の一枚一枚が、青白く輝きながら帯電した空気を孕はらんで膨ぼう張ちようする。不ふ吉きつな光が輝きを増すのにともない、照明が次々と破は裂れつし始めた。沸ふつ騰とうしたフレスコ画の塗と料りようが、次々に気化してゆく。

「メガボルト級の生体発電……たいしたものだ。しかし、その程度で私は倒たおせませんよ」

　嘲ちよう笑しようが聞こえたのかどうか──無む慈じ悲ひな声が、〝魔術師〟に答えた。

「死ネ」

　刹せつ那な、地上に向けてほとばしったのは、青白い奔ほん流りゆうだ。

　だがそのときには、ケンプファーは手元に集めた砂鉄を頭上に展開している。どんな大電圧をかけてくるのか知らないが、電でん撃げきである以上、このシールドは貫けまい──

　しかし、次の瞬しゆん間かんに生じたことは、あたかもこの不ふ遜そんな〝魔術師〟に向けて、見えざる断罪の剣つるぎが振り下ろされたかのようだった。

「な!?」

　黒衣が音をあげて裂けたかと思うと、その胸がざっくり弾はじけたのだ。さらにその衝しよう撃げきは、彼の体を数メートル吹き飛ばした。轟ごう音おんをあげて床に叩たたきつけられたときでさえ、ケンプファーは我が身に何が起きたのかもわからなかった。

「ダメージ計上不能……何だ、今のは？」

　常人なら全身の骨を砕くだかれ、肉色のプディングと化していただろう。亀き裂れつの中央に横たわったまま、ケンプファーは頭上を振り仰あおいだ。

　青白い電光をまといつかせて拡ひろがる黒翼と彼との間には、砂鉄の障壁シールドが広がっている。いかなる攻こう撃げきも、あれを抜ぬけてはこれないはずだ──

「いや、一つだけある。放電切断……これは、スパークギャップ衝撃か！」

　頭上を仰ぐ〝魔術師〟の顔に、今度こそかすかな賛さん嘆たんの色が浮うかんだ。




　スパークギャップ衝撃──二つの電極間に強力な放電を起こしたとき、イオン化された空気の圧力は、周囲の空間の一点に収束する。その衝撃は放電の規模にもよるが、理論上はこの大聖堂すら両断することさえ可能だ。しかもいかなる能力によってか、頭上の怪かい物ぶつはその焦点を自由に操あやつれるらしい。




「素す晴ばらしい」

　死魚の目を思わせる光らない瞳を瞠みはって〝魔術師〟は慨がい嘆たんした。

「実に素晴らしい。〝クルースニク〟とはこれほどまでの……っ！」

　珍めずらしく興こう奮ふんしたように開閉していた薄うすい唇くちびるが、くぐもった呻うめきを洩もらした。立て続けに振り下ろされた不可視の刃が、ところ構わず、彼の全身を襲おそったのだ。機関砲の直撃でも受けたかのように墓標が砕け散る。巻き起こった電撃の嵐あらしに、イオン化した空気が猛たけり狂くるう中、勢いよく跳はね飛んだ〝魔術師〟の体を、固体化した空気の拳こぶしが容よう赦しやなく乱打し、引き裂いた。

　そして──

　静せい寂じやくは突とつ如じよ、訪おとずれた。

「…………？」

　終わったのか？

　瓦が礫れきの山の中にあって、ケンプファーは体を押し潰つぶしている岩がん塊かいを払はらいのけようと手を伸ばした──そのとき。

「ぐ……!?」

　その大きく裂さけた胸を、誰だれかが凄すさまじい力で踏ふみつけた。

「…………」

　血のように赤い瞳が、彼を見下ろしていた。

　すでに背中の翼つばさはいずこかへと消えてしまっていたが、両刃の大おお鎌がまはその手にしっかりと握にぎりしめられている。

　アベルは──アベルだったモノは、無表情に動けぬ〝魔術師〟を睥へい睨げいしていた。

「まったく、素晴らしい……」

　死そのもののような視線を真っ向から見返してケンプファーの声はなお静かだった。

「貴方は本当に素晴らしい方だ、アベル様……完全に、私の敗北です。さあ、私を殺し、あのシスターの仇かたきを討うたれるがよろしい」

「…………」

　沈ちん黙もくしたまま、それは大鎌を振り上げた。闇やみ色の刃は、足下のケンプファーの頭部にぴたりと狙ねらいを定める。あれが落ちてくれば、〝魔術師〟は頭頂から真っ二つに裂かれることになるだろう。そして、鎌を握る指に、軋きしみをあげて力が籠こもる。

　──だが、それきり、何も起こらなかった。

　風を裂く唸うなりも、狂暴な咆ほう哮こうも、何も聞こえない。ただ、かすかに何かの震ふるえるかたかたという音が届くだけだ。

「…………？」

　不審げに見上げたケンプファーを見下ろすのは変わらぬ赤い瞳だ。だが、今そこに、かすかな体温のようなものが甦よみがえりつつあった。

「……昔、約束シタ」

　それは苦しげに呟つぶやいた。

「俺オレハモウ誰モ殺サナイ──ソウ約束シタ」

「約束？」

　呪じゆ詛そでもなければ怒ど声せいでもない──声に含ふくまれた深い哀かなしみに戸と惑まどうように、ケンプファーは問うた。

「約束とおっしゃる？」

　頰ほおはかすかに震え、閉じられたそれの瞼まぶたは深い陰いん影えいを刻んでいる。今にも激情が喉のどを食い破って噴ふき出してきそうだ──

「ソウダ……ズット昔ニ約束シタ。モウ殺サナイシ、死ナセナイ。罪ヲ償ツグナウト俺ハ誓ッタ」

　その間にも刃を握にぎる腕うでは、言葉とは裏腹にケンプファーの頭上に落ちようとしている。そのたびに、怪物は歯を食いしばって、己おのが手を引き戻もどした。

「俺ハモウ誰モ殺サナイ。殺サセハシナイ……ダカラ言え！　アレヲ止メる方法を！　教エテくれ、頼む！　モウ誰モ殺したくない！　誰も死なせたくないんだ！」
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「…………」

　苦しげに叫さけんだアベルを見上げた〝魔術師〟の怜れい悧りな顔に、かすかな感情が浮うかんだ──あるいは、それは憐れん憫びんだったろうか？　その証しよう拠こに、神父に答えた声は限りなく優やさしかった。

「よろしい……お話ししましょう」

　赤い瞳ひとみを見つめたまま、丁てい寧ねいにケンプファーは口を開いた。

「〝沈サイ黙レンのト・声ノイズ〟を止める唯ゆい一いつの方法──それは、制せい御ぎよチップを停てい止しさせることです」

「チップを？　それはどこにある？」

「ここです」

　裂けたシャツの下、一度も陽光にあたったことがないような白い胸をケンプファーは示した。

「ここ……制御チップは私の中です」

「なに？」

　戸惑ったようにアベルの瞳ひとみが揺ゆれた。〝私の中〟？　つまりそれは……

　アベルの顔から視線をそらさぬさま、〝魔術師〟は唇くちびるを三日月形に吊つり上げた。

「そう、私の体内のチップは、私の生命反応を常にチェックしている──私が死亡すると同時に、チップも活動を停止します。つまり、制御チップを止めるには私を殺せばいい……どうです、簡単でしょう？　とても簡単なことだ」

「!?」

　アベルの目が大きく見開かれた。

〝チップを止めるには私を殺せばいい〟──つまり、自分を殺せとこいつは言っているのか？

　人間に契けい約やく書しよのペンをとらせたときの悪あく魔まだけが、こんな顔で嗤わらうのだろう。満足げな──このうえもなく満足げな〝魔術師〟の笑え顔がおだった。

「さあ、どうなさるのです？　私とローマ──あなたはどちらを選ばれるのです？」

「そんな……」

　かたかたと大鎌が震ふるえた。

　目の前の男を助ければ、ローマは滅ほろび、数万の命が失われる。ローマを救うためにはこいつを殺さねばならない──どちらにせよ、〝彼女〟との約束はここで終わりだ！

「他ほかに……他に方法はないのか!?」

「ありナまイせんン──死をもたらす相手の選せん択たくだけが、あなたに許された自由だ」

　勝ち誇ほこるように、しかしあくまで静かに宣告した〝魔術師〟の頭上で鐘かねが鳴ったのは、そのときだった。

　朝課の鐘──ついに夜明けがきたのだ。

「〝沈サイ黙レンのト・声ノイズ〟は夜明けと同時、つまり三つ突つかれるあの鐘が鳴り終わると同時に起動します」

　狼狽うろたえたようにアベルは頭上を仰あおぎ見た。その間にも、二つ目の鐘の音がたゆたい始めている。

「さあ、鐘はあと一つ──どうされるのです、アベル様？」

「お、俺は……俺は……」

　狼ろう狽ばいしたような視線を〝魔術師〟に注そそぎながら、アベルは荒あらい息をついた。

　そうだ、ここでこいつを殺せば、全すべてが収まる。

　ローマとそこに住む愛すべき人々を救い、仲間たちの命懸けの信しん頼らいに答えることができる。そして、こいつは──こいつは忌いむべき殺人者だ。これまで数知れぬ命を奪い、町を破は壊かいし、そしてノエルを殺した。こんな奴やつの命に何の価値があるというのか？　躊躇ためらう理由など、どこにある？　愛した者と愛する者のために、自分がこいつの命を奪うのは正しい──そう、間ま違ちがいなく正しい！

（それでも、俺は……！）

　目を閉じた刹せつ那な、瞼まぶたに浮かんだ顔は誰だれのものだったか。

　守るべき者たち？　守れなかった人たち？　それとも……

　三つ目の鐘が鳴った。

「──時間です」

　嗤う〝魔術師〟の頭上に、風を巻いて大おお鎌がまが落ちた。
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　どこか遠くで鐘が鳴っていた。不快な眠ねむりの底から浮うかび上がった意識が、光を捉とらえる。

「ん……」

　軽い咳せきとともにカテリーナは半身を起こした。痛む頭を押さえて、周囲に散らばった瓦が礫れきをぼんやりと眺ながめる。

「ここは……そうだ、ここは!?」

　剃刀かみそり色の瞳ひとみに光を宿して、枢すう機き卿きようは飛び起きた。あのテロリストはどうなった？　ローマは!?

「アベル！」

　半壊した墓ぼ標ひようの傍かたわらに立つ背の高い影かげに、カテリーナは叫んだ。

「アベル、無事だったのね！　あの男は……〝騎士団オルデン〟の男はどうなりました!?」

　答えはなかった。神父の横顔はじっと床ゆかを見下ろしたまま、瞬まばたきもしない。その視線の先に目をやって、カテリーナは息を吞のんだ。

「ア、アベル、貴方あなた……」

「…………」

　アベルは答えなかった。彼の体は、大鎌を振ふり下ろした体勢のまま凍こおりついたように固まってしまっている。

　一方、床に倒たおれているのは、あの黒衣の〝魔術師〟だ。そして、その頭部には、漆しつ黒こくの刃やいばが──

「お悔くやみ申し上げます、スフォルツァ枢機卿」

　静せい謐ひつな声が、立ち尽つくす麗れい人じんの耳を打った。

「ローマはこれで終わりです。〝沈黙の声〟は作動を始めました──彼は決断できなかった」

　大鎌の傍らから立ちあがると、〝魔術師〟は呟つぶやいた。その頰ほおには薄うすい傷きず痕あとが走っている。彼の頭を撃げき砕はするはずだった刃は、床を穿うがって微び動どうだにしない。

「残念ですよ、神父様……これでローマは終わりです。五十万の命を奪ったのは貴方だ。貴方の〝約束〟とやらが、このローマを滅ほろぼしたのです」

「お、俺が……？」

　立ちあがったケンプファーに気け圧おされるように、アベルは一歩後ずさった。魅み入いられたかの如ごとく〝魔術師〟の顔を見つめたまま、心臓が潰つぶれたような小さな声を押し出す。

「俺がみんなを……殺した……？」

「そう、あなたが殺したんです」

〝魔術師〟はアベルの耳に口を寄せた。その魂たましいに刻み込もうとするかのように、はっきり囁ささやく。

「私を殺していれば、皆は助かった。だが、貴方は自分の手を汚よごすことを躊躇った。〝約束〟とやらにこだわり、私を殺せなかった──そう、あなたの〝約束〟が、罪もない大勢の人を殺した」

「あ……」

　指の間から大鎌を落とすと、よろよろと怪かい物ぶつは後ずさった。その強こわ張ばった手は、世界を拒きよ絶ぜつするかのように顔を覆おおっている。

　もう一歩だ。

〝魔術師〟は歓喜の歌を心に謳うたいながら、剝むき出しにされた魂に手を伸ばした。

「そろそろ、認めたらどうです。人々を滅ぼし、仲間を殺したのは自分だということを。貴方こそ殺さつ戮りく者しやです。殺戮こそが、貴方の本質です。そう、貴方こそは──」

「おいおい勝手に人を殺すなよ、長髪野郎」

　嗄しわがれたダミ声は、場違いなほどのどかだった。

「黙だまって聞いてりゃ、勝手なことばっかりふかしてくれるじゃねえか……とりあえず、はっ倒される覚かく悟ごはできてんだろな？」

「ガルシア神父！」

　弾はじかれるように振り返ったカテリーナの瞳ひとみが、戸口に立つ大きな影を捉えた。その両手に引っ提さげているのは、黄色い体液を垂れ流す〝地精グノーム〟の頭部と、焼け焦こげた何かの精密機械の部品だ。

　巨きよ漢かん──レオン・ガルシア・デ・アストゥリアス神父は太い親指をたてると、腫はれ上がった瞼まぶたで不器用にウインクしてみせた。

「レオン・ガルシア、ただいま参上……ようアベル、待たせたな」

「レ、レオンさん！」

　アベルの顔が輝かがやいた。彼がここにいるということは、〝沈黙の声〟は──！

「……なるほど、飛び入りの御登場か」

　かすかな歯ぎしりの音は誰のものだったろう？

　機械部品を見下ろしたケンプファーの顔から、初めて微び笑しようが消えた。その瞳にわずかながら苛いら立だちの色が浮かびあがる。

「大根役者には玩がん具ぐをあてがっておいたつもりでしたが……どうやら貴方を少し見くびっていたようですね」

「〝少し〟じゃねえぜ、長髪野郎──〝かなり〟だ」

　戦チヤ輪クラムを指で回し始めた〝ダンディライオン〟を横目に、ケンプファーは軽く舌打ちした。

「いま一歩のところで……少し遊びが過ぎたか」

　大きな〝魔術〟を使うだけのパワーはもはや残っていない。ローマの破は壊かいも失敗した。となれば後は──

「さすがに、手ぶらで〝塔トウルム〟には戻もどれないな──では、お暇いとまする前に、一つ置き土産みやげを差し上げましょう」

　呟つぶやいた魔術師の手元で五芒星が輝く。

　前まえ触ぶれもなく空中に出現したのは巨きよ大だいなクラゲ──〝風ジルフ精イーデ〟だ。

　半透明の人造精霊は、鞭むちの如くしなる触しよく手しゆを二人の派遣執行官に繰くり出した。

「なんだ、この気色悪いのは!?」

「気をつけて、レオンさん！　触手は切っちゃ駄だ目めです！　本体の方を……カ、カテリーナさん！」

　同僚に注意を促うながしていたアベルの顔が凍こおった。

〝魔術師〟の姿が己の影に沈しずんだかと思うと、戸口で戦せん闘とうを見守っていたカテリーナの影がもぞりと立ち上がったのだ。

「……申し訳ございません、猊げい下か。手ぶらで帰っては、クライアントが納なつ得とくされませんのでね」

　何事が生じたかいまだ悟さとらぬカテリーナの背に手を伸ばしながら、ケンプファーは笑った。

「ローマは頂き損そこねましたが、せめて猊下の首はもらい受けて帰りましょう。悪あしから──」

　美女の首に絡からんだ〝魔術師〟の両腕が、轟ごう音おんをあげて弾け飛んだのはそのときだった。

「!?」

　背後から炸さく裂れつした火線が、ケンプファーの両肩かたを吹ふき飛ばしたのだ。いや、腕だけにとどまらぬ。立て続けにほとばしった炎ほのおの洗礼に床に叩たたきつけられたときには、全身に暗い弾だん痕こんが穿うがたれている。壁かべ向こうから放たれた十八発の大口径弾が、彼の体を捉とらえ、砕くだき、そして弾き飛ばしたのだ。

　壁越しにこれだけの芸当ができるのは、唯ただ一人──

「〝拳銃ガンス使いリンガー〟！」

「肯ポジテ定イヴ──損害ダメー評価ジリポ報告ートを、ミラノ公」

　蜂はちの巣に変じた壁をぶち破ってカテリーナの傍かたわらに現れたのは、小こ柄がらな影かげだ。着衣は無残に破れ、その下の人造皮ひ膚ふには各所に裂れつ傷しようが刻まれていたが、端たん正せいな顔は人形めいた無表情を守っている。

「さて、これで三対一……でもって、一番おいしいところは、俺様のもんだ！」

　不敵な嘲ちよう笑しようとともに、レオンの手から勢いよく戦チヤ輪クラムが投じられた。その軌道は、両腕を失って転がる〝魔術師〟の首に寸分の狂くるいなく向けられている。

　肉の裂さける響ひびきに、体液がほとばしる音が重なった。

「なにいっ!?」

　巨漢が目を剝むいた。

　レオンとケンプファーの間に、黒い小さな影が立ちふさがったのだ。戦チヤ輪クラムは、その胸に深々と食い込んでいる。だが、さきほど召しよう喚かんされた人クンス造トリツ矮ヒ・ツヴ人エルグ──影シヤーテン鬼・コホルトの首は、とうの昔に大鎌の直撃を食らって吹き飛んでいた。

「おいおい、こりゃ、何の冗じよう談だんだ」

　憮ぶ然ぜんとレオンは呻うめいた。

　墓ぼ所しよ中で、影が揺ゆらいでいた。あるものは頭を失い、あるものは体が真っ二つに裂けているにも拘かかわらず、人造矮人たちの死体が一いつ斉せいに起き上がり始めたのだ。

〈……〝魔術師〟、まだ生きてるかい？〉

「〝人形使い〟か……」

　立ち上がる死体の群れを見つめながら、ケンプファーは耳元の囁ささやきに答えた。

「これは君の〝糸〟かね？」

〈派は遣けん執しつ行こう官かん三人相手じゃ、あまりもたないけどね……ま、脱出するなら、お早めにどうぞ〉

　くすくすと笑う声が遠ざかったときには、すでに銃じゆう弾だんと戦チヤ輪クラムがその存在意義を声高に主張し始めていた。かりそめの命を宿した動死体ゾンビーどもは、圧あつ倒とう的な破壊力の前に粉ふん砕さいされつつある。

「…………」

　沈黙のうちに、ケンプファーは背の高い神父へ目をやった。

　すでに冬の湖色を取り戻もどした瞳ひとみは、ケンプファーの顔をじっと見つめている。そこには、安あん堵どと後こう悔かい、決意と迷い──相反するさまざまな感情が坩堝るつぼのように渦うずを巻いていた。

「〝絶ニヒツ望・アしプゲシてユマツいクタるース・悪魔フイン以・イツヒ上・アウフに・デア・みっヴエルともアルスな・アイいネン・ものトイフは、エル・こデア・のフエ世アツにヴアなイフいエル──ゲーテ。まあ、いい。この先、チャンスはいくらでもあるさ。いくらでも。いくらでも。いくらでも──」

　低く呟つぶやく〝魔術師〟の影は床ゆかに溶とけた。




「戦域確保クリア──作ミツシ戦ヨン・終コンプ了リート」

　最後の影鬼を肉につ塊かいに変えた〝ガンスリンガー〟が呟つぶやいた。すでに立って動いているのは、三人の神父と一人の枢すう機き卿きようだけだ。影鬼の死体の中には、なおももぞもぞと蠢うごめいているものもあるが、戦闘力はとうに喪そう失しつしている。

「くそ、肝かん心じんな野郎を逃にがしちまったか。せっかく、ばっちり作戦立てて降りてきたのによ」

「やむを得ない。最終段階での敵戦力の増強は想定外だった。それでもミラノ公の安全は確保できた。概おおむね満足すべき結果だろう」

　ようやく破は壊かいの手を休めた二人の神父が互たがいに声を交わし合った。その着衣はともにぼろぼろで、激戦区から帰ってきたばかりの古参兵の趣おもむきがある。少なくとも、神父と称するよりは、納得されるだろう。

「それで、上ローマは無事なのですね、神父トレス？」

「聖下をはじめ高位聖職者の死傷者、ならびに市内の建築物の損害はゼロ──所期の作戦目標は百パーセント達成された」

「よかった……ご苦労さまでした、三人とも」

　安あん堵どのため息をつくと、珍めずらしく優やさしげな視線で三人を見み渡わたしていたカテリーナだったが、ふとアベルの顔の上でその視線が留まった。

「どうしました、アベル？」

「い、いえ、ただ……」

　慌あわてて、アベルは首を振ふった。

　カテリーナ、トレス、レオン──満まん身しん創そう痍いになりながら、なお自分たちの足で立っている仲間たちの視線を見返して、眩まぶしげに目を細める。

　何と言えばいいのか迷ったあげくに、神父は、自分でも思いもよらぬ台詞せりふを口にしてしまっていた。

「ただ……ただ、その、とても嬉うれしくて」

「嬉しい？　何がです？」

「発言の意図が不明だ、ナイトロード神父。再入力を要求する」

「おい、どうしたよ。頭でも打ったか？」

　不思議そうに眉まゆをひそめた三人を、アベルは泣き笑いのような顔で眺ながめやった。

〝無理しないでね、アベル君。みんながついてるんだから〟

　誰かの言葉を耳の奥に反はん芻すうしながら、再度口を開く。

「うまく言えないんですけど……やっぱり、私、ここにいて本当によかったです」

「…………」

　今度は、誰もしばらく答えなかった。

　三人とも何か言いたげな、それでいて面おもはゆげな顔で沈ちん黙もくしている。

　ただ、かなりの時間が経たって、墓所の外に慌あわてたような足音が響ひびき出したときに、

「あ、やべっ！　ここに降りてくるとき、衛兵二、三人のしてきちまったよ！」

「肯ポジテ定イヴ──俺もだ」

「事後処理が大変になりそうね。とりあえず外に出たら、ケイトに連れん絡らくをいれないと。デステ大司教の身み柄がらを確保するよう、ケルン司教管区に要よう請せいを……」

　なぜか、ほっとしたような顔で、三人とも動き始めた。必要以上に忙せわしげに墓所を出てゆく。

「ところで神父レオン、衛兵隊の件だが、事情説明は卿けいに任せた。俺は引き続き周囲の哨しよう戒かいにあたる」

「ちょっと待て。それって何か不公平──」

　二人の部下に続いて墓所を出て行きかけたところで、カテリーナは、独り佇たたずむ神父を振り返った。

「……どうしました、アベル？　一いつ緒しよに来なさい」

　アベルは顔をあげて答えた。

「そうですね……一緒に行きましょう」
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「仲間、友人、恋こい人びと……呼び方は何でもいい」

　久しぶりに〝塔トウルム〟に帰ってきた〝魔術師〟の声はどこか楽しげだった。

「他者に依い存ぞんしている人間にとって、一番辛つらいことは何だかわかるかね？」

「当然──」

　対面のソファに腰こしをおろしたまま、若者は答えた。カーテンの間から射し込む月光が、麗れい貌ぼうに浮うかんだ悪戯いたずらっぽい微び笑しようを照らしている。

「他者に依存するような愚ロマかンチ者ストが一番嫌いやがること──それは仲間を失うことさ」

「違うね。仲間が変わってしまうことだよ、〝人デイ形ート使リツいヒ〟」

　薄暗がりの向こうで、細葉巻シガリロに赤い火が点ともる。ソファの上で紫し煙えんをくゆらし、〝魔術師〟は満足げに笑った。

「今回の一件で、あの方の限界は見えた──彼の最大の強みはそのまま、最大の弱点になり得る」

「なるほど、それで納なつ得とくいったよ。だからデステ大司教を保護したんだね、イザーク？」

「そう、ザグレブ伯とは違って、まだデステ大司教は使える──なんだったらもう少し、新ノイエ教・ヴア皇テイ庁カーンとやらに付き合って差し上げてもいい」

〝沈黙オペラツのイオン・声ルーイヒ作戦アレルム〟失敗の後、ケルンに伸びた教皇庁──Ａｘの追及の手は厳しかったが、想定されたレベルを越こえるほどのものではなかった。現に、彼らは首しゆ謀ぼう者しやであるアルフォンソを取り逃にがしてしまっている。

　細葉巻シガリロを几き帳ちよう面めんな手つきで灰皿に押しつけ、ケンプファーは笑った。対面に座る若者のさらに向こう、窓まど際ぎわにじっと佇んで動かぬいま一人の影に、穏おだやかな視線を送る。

「まあ見ているといいよ、〝人形使い〟。あの方が、自分の力だと信じていらっしゃるもの──それらが全すべて、ご自身に向けられた剣つるぎに変わるときがいずれくる。そのときこそ、あの方がこちら側にいらっしゃるときだ……そういうことでいかがでしょう、我マイがン・君ヘル？」

　窓際の影は答えなかった。

　ただ、沈黙したまま、その金色に輝かがやく頭が二人の男たちを振り返る。

「…………」

　端正な顔の中で、薄い唇くちびるが嗤わらった。
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ＯＶＥＲＣＯＵＮＴ（完）






















──背きたる罪人は剣に斃れん。

その幼子は投げ砕かれ、

その孕みたる妻は斬り裂かれる。

（ホセア書十三章十六節）
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〈教ヴア皇チ庁カン──忌いむべき我らの敵〉

　闇やみの中、響ひびいた声は、数百年の歳月に等しい重みを備えていた。

　ただ、優すぐれた観察眼の持ち主なら、老吸血鬼の皺しわ深ぶかい顔にたゆたう、微び量りようの恐きよう怖ふを視みて取ったかもしれない。ブリュッセル伯はくティエリー・ダルザス──ここ、四都市同盟の暗アンダ黒ーグラ街ウンドに巣くう犯罪結社〝四カウン伯ト・爵フオー〟の首座にある黒衣の長生種メトセラは、今、確かに何かを恐おそれていた。

〈カレル・ファン・デル・ヴェルフとアムステルダムの同きよう胞だいたちは気の毒だった……しかし、まさか十名以上もの長生種メトセラが、たった一匹ぴきの短生種テランに鏖おう殺さつされようとはな。正直、いまだに信じられぬ〉

〈残念ながら、まぎれもない事実です、閣下〉

　白いスーツの男──ブリュージュ伯ギィ・ド・グランヴェルの声も沈ちん鬱うつだった。銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねを押し上げたのは、不安げな表情を隠かくすためか。

〈目もく撃げき証言によれば、アムステルダムの同胞たちを殺さつ戮りくしたのは、たった一人の神父だったとか。おそらくは、旧アウ教デ・会ケルクの聖職者殺害の報復でしょうが……〉

〈ま、カレル本人に関しちゃ自じ業ごう自得だと思うけどね。あの馬鹿がよりによって神父なんて殺すから、こんな面めん倒どうなことになっちゃうんだよ〉

　甲かん高だかい声で吐はき捨てたのは、ギィとはダルザスを挟はさんで反対側に立っていたアントワープ伯ハンス・メムリンクである。この芸術家志向の若い長生種メトセラは、生前のカレルとは、極きわめて不仲だった。小鼻に寄せた皺は、同胞の死を悼いたんでのものではない。

〈まったく、あの馬鹿ときたら、くたばった後までも迷めい惑わくをかけてくれる……で、カレルを殺やった奴やつは？　もうローマに帰ったのかな？〉

〈未確かく認にんです。現在、同盟警察が行方ゆくえを追っていますが、足取りは、杳ようとして摑つかめず……〉

〈警察ねぇ……彼らには、荷が重いんじゃないかな？〉

　メムリンクは小馬鹿にしたように鼻を鳴らした。真っ赤なタキシードの胸に挿さした薔薇ばらを細い指に弄いらいながら、耳みみ障ざわりな笑声をあげる。

〈相手は、仮にもアムステルダムを壊かい滅めつさせた凄すご腕うでだよ？　あんなウスノロどもに、しっぽなんて摑ませるかな？〉

「……ウスノロとは、あまりな言いようではないか、アントワープ伯？」

　低い怨えん嗟さを発したのは、それまで一同の中にあって唯ゆい一いつ、沈ちん黙もくを保っていた男だった。

　おさまりの悪いオレンジ色の髪かみの下、硬こう質しつの怒いかりを湛たたえたその顔は、まだ三十そこそこに見える。顎あごの張った容よう貌ぼうはいかつく、よく言えば個性的──ありていに言えば醜みにくい。が、筋肉で鎧よろわれた長身は逞たくましく、物もの腰ごしには隙すきがない。

　緋ひ色の吸ヴア血ンパ鬼イアを突つき刺さすような視線で睨にらみ、男は声のトーンを微び妙みように高めた。

「そもそも、ことの起こりは、教会で神父を殺戮したあなた方の愚ぐ行こうにある。我々は、それを尻しり拭ぬぐいして差し上げているのだ。願わくば、その点を忘れていただきたくはないものだな」

〈忘れていただきたくはない？　生意気ほざくじゃないか、ヤン・ファン・メーレン？〉

　鼻声ぎみのアルトで笑うと、メムリンクは指の間の花弁を食いちぎった。長い鉤かぎ爪づめが、不気味な音をあげて打ち合わされる。

〈だいたい、君ごとき三流貴族が警視総そう監かんを務めていられるのは誰だれのお陰かげだい？　定期的に、〝功績〟をくれてやっている我らの恩こそ、忘れて欲しくないものだねぇ〉

「代だい償しようは、十分過ぎるほど払はらっている！」

　三人の長生種メトセラとただ一人対たい峙じしながら、若い男──四都市同盟警視総監ヤン・ファン・メーレンは一歩も退ひかなかった。挑ちよう戦せん的てきに顎をもたげると、真っ向から紫むらさき水ずい晶しようめいたメムリンクの瞳ひとみを睨み据すえる。

「いったい、私が毎度どれだけ苦心して、お前たちの犯罪を揉もみ消してやっていると思っている？　特にアントワープ伯。あんたの〝芸術活動〟とやらの後始末には、苦労させられる！　あんな趣しゆ味みの悪いママゴトは、いい加減にしていただきたい！」

〈しゅ、趣味が悪いだと!?　おい、ファン・メーレン！　お前、薄うす汚ぎたない裏切者の分際で、よくもそんな口をきけたものだな！〉

　神経質な容よう貌ぼうに相応ふさわしく、メムリンクの感情の起き伏ふくの激しさは〝四カウン伯ト・爵フオー〟でも有名だった。これが立体ヴイ映像ジフ通話オンでなければ、生意気な短生種テランはとっくの昔に細切れにされていただろう。薄い唇くちびるから犬歯を剝むき出して、喚わめき散らす。

〈だいたい、十年前、ヴァトー家から警視総監職を奪うばうために、我らに泣きついてきたのはどこのどいつだ？　誰かさんが、連中の内部情報を持って訪ねてきた夜のことを、僕は忘れてないぞ！　いや、お前が連中から奪ったのは総監の椅い子すだけじゃない。お前の妻、あれは──〉

〈それぐらいにしておけ、メムリンク。今は、内輪で揉めている場合ではない〉

　威い厳げんに満ちた声に、わずかに辟へき易えきしたような響きがある。ヒステリックに騒さわぐ同胞を制し、ダルザスはヤンの方へ向き直った。

〈警視総監、卿けいもだ。確かに卿の不満はわからんでもない。だが、もしこれ以上、騒ぎが深刻になれば、同盟政府もさすがに知らぬ顔はしておれまい。本格的な調査に乗り出すはずだ〉

〈そうなれば、警視総監あなたの地位とてただではすまないでしょう……ファン・メーレン殿どの、我らは一いち蓮れん托たく生しようなのです。ご自分のためにも、早急になんらかの結果を出すべきではありませんか？〉

　ダルザスの言葉を引き取ったギィの声には、聞く者を落ち着かせるような深みがあった。ヤンとしても、不承不承ながら頷うなずかざるを得ない。

「言われずとも承知している。件くだんの神父の捜そう査さには、引き続き、全力をあげることを約束しよう……が、卿らも目立つ動きは謹つつしんでくれ。これ以上の厄やつ介かいごとは、正直、手に余る」

〈結構です。ただ、神父の消息が摑めたら、すぐに教えてください。仮にも同胞の仇かたき。当方の手で処理せねば、身内に面めん目ぼくが立ちません……と、こんなところでいかがでしょう、お二方？〉

〈うむ、異存はない〉

〈勝手にすれば〉

　ギィの言葉に、ダルザスが重々しく賛意を示した。〝芸術活動〟をけなされたメムリンクは依い然ぜん、拗すねたようにそっぽを向いていたが、さすがに表立って反対することはない。謹きん直ちよくに頷いて、白衣の長生種メトセラは警視総監に向き直った。

〈では総監、吉報をお待ちしております。くれぐれも、取り逃にがすことのないように〉

「了りよう解かいした。何かあったら、また連れん絡らくする」

　──光の粒りゆう子しと化した三人の吸血鬼が拡散するやいなや、ヤンは、顔の上半分を覆おおう仮面マスクを乱暴に剝はぎ取った。〝四伯爵〟から貸たい与よされた立体ヴイ映像ジフ通話機オンが組み込まれたそれを、執務卓デスク上に放り投げる。

「化け物どもが！　勝手ばかりほざく！」

　舌打ちした男は、荒あら々あらしく椅子を蹴けった。豪ごう華かな革かわ張ばりのそれが倒たおれるのを後しり目めにテラスへと出ると、濃のう厚こうな潮の香かおりを吸ってため息をつく。そんな彼の前に広がるのは、ひっきりなしに船の出入りしている港と、ところ狭しと店てん舗ぽの立ち並ならぶ賑にぎやかな繁はん華か街がいだ。

　アントワープ市──四都市同盟の一角を占しめる、歴史ある港湾都市である。

　ここ、ゲルマニクスとフランク国境の低地ネーデル地方ラントに点在する大小の商業都市は、この数百年、互たがいに同盟を結び、緩ゆるやかな連合体を維い持じしてきた。その自由都市群を運営しているのは、都市貴族レヘントと呼ばれる大商人からなる議会とそれを支える世せ襲しゆう官かん僚りようたちである。それは警察や国防さえ例外ではなく、傭よう兵へい貴族と呼ばれる軍事を専門とする一族が同盟政府からの委い託たくを受けて、それらの業務を代行している──ヤン率いるファン・メーレン家も、そんな傭兵貴族の一つだった。

　伝説的傭兵貴族として、警視総監職を世襲していたブリュージュのヴァトー家が吸血鬼に居城を襲おそわれ、一夜にして滅めつ亡ぼうしたのが十年前。その惨さん劇げきの直後、混乱する同盟の治安を回復させたのが、当時、副総監だったヤンである。この功績で、彼は歴代最年少の警視総監に叙じよ任にんされ、以来、メーレン家はヴァトー家に代わって、警察業務を一手に独どく占せんすることとなった。

　しかし、ここ最近、政府内でのヤンの株はとみに下降していた。というのも、ヴァトー家亡なき後、暗黒街で急速に台頭した吸血鬼氏族連合──〝四カウン伯ト・爵フオー〟の猛もう威いを、まったくといってよいほど抑おさえきれなかったためである。すでに議会の一部には、ヤンを更こう迭てつしようとする動きすら出ているほどだ。

（こんなときに、教ヴア皇チ庁カンが本格的に介かい入にゆうしてきたりすれば……）

　沈ちん痛つうな視線で、ヤンは中庭を見下ろした。その茶色い瞳に映るのは、広い庭を埋うめる鮮あざやかな緑の芝生しばふと、その上で楽しげに笑っている二つの影かげだ。淡あわい金きん髪ぱつとほっそりした体が印象的な妙みよう齢れいの女と、その側そばで一心に花はな冠かんむりを編んでいる幼い少女──互いによく似た、鼻筋の通った面おも差ざしで会話をはずませている二人をぼんやりと眺ながめやって、ヤンは暗い声で独りごちた。

「万一、教ヴア皇チ庁カンに吸血鬼どもとの癒ゆ着ちやくがばれたりすれば、俺は破は滅めつだ。全すべてを失ってしまう。ラシェルも、マリーも、全て……」

「お父フアーちゃまター！」

　甲かん高だかい呼び声が、警視総そう監かんの陰いん気きな思考を遮さえぎった。

「ファーター、見て！　マリーが作ったの！」

「どうなさったの、あなた？　そんな暗い顔をなさって」

　眼下から呼びかける声に、ヤンは再び中庭に意識を戻もどした。幼い娘が自じ慢まんげに花冠を差し上げているその隣となりで、髪かみを押さえた妻が不安げに夫の顔を見上げている。

「どこか、お具合いでも悪いんじゃありませんか？」

「ん？　ああ、いや、なんでもないんだ、ラシェル。少し考え事をな」

　細い眉まゆをひそめている妻──ラシェル・ファン・メーレンを見下ろした顔に、ヤンは苦労して陽気な表情を拵こしらえた。

「ほら、来月はマリーの誕生パーティーだろう？　誰だれを招待するか、迷っているところさ。市長夫人は当然として、議員やら銀行の頭取やら……結構、面めん倒どうくさくてな」

「マリーのお誕生会？」

　父親の言葉に、幼い娘は愛くるしい笑えみを浮うかべた。陽ひ溜だまり色に輝かがやく金髪も、細い顎あごも、ラシェルに瓜うり二ふたつだ。将来は母親に似て、すこぶるつきの美人になるだろう。

「ファーター、今年は、マリーのお誕生会に出てくれるの？」

「もちろんだとも」

　強面こわもてにそぐわぬ優やさしげな笑顔で、ヤンは愛まな娘むすめに頷きかけた。ぶ厚い胸を頼たのもしく叩たたいてみせると、

「今年はお客様もいっぱいお呼びしている。ファーターもご挨あい拶さつして回らないとな……そうだ、マリー、お母様ムツターに言って、ドレスを拵えてもらいなさい。街に行って、うんといいやつを新調するといい」

「ほんと？　やったあ！」

　小さな両手を打ち鳴らした娘は鈴を振ふるような声で笑うと、その場でくるりとステップを踏ふんでみせた。無む邪じや気きにはしゃぎながら、母親に盛んに話しかけている。そんな母娘を、目を細めてヤンは見やった。平和な光景だ。願わくば、この日常がいつまでも続かんことを──

「さ、そうと決まったら、早いほうがいいな。これからでも行って来なさい。午後いっぱいあれば、夕方までには帰ってこれるだろう？」

　手すりから体を起こしながら、ヤンはぶ厚い手を打ち鳴らした。

「私もその間に一仕事すませておくよ。夕ご飯は一いつ緒しよに食べような、マリー」

「うん、ファーター！」

　元気に頷うなずいた娘は、さっそく作ったばかりの花冠をかぶって、駆かけ出していく。子こ煩ぼん悩のうな笑顔でそれを見送ってから、ヤンも執しつ務む室しつに引っ込もうとしたが、

「あの、あなた……」

　心配げな声が、その足を止めた。

　振り返れば、中庭から少し困ったような顔で、ラシェルがこちらを見上げている。

「お仕事、そんなにお忙いそがしいんですの？　なんだか、ここのところ、ずいぶんとお疲つかれのように見えますけど……ご無理なさってるんじゃありません？」

「……心配いらんよ、ラシェル」

　オレンジ色の髪を風になぶらせながら、ヤンは隈くまのできた目で苦く笑しようしてみせた。

「最近、つまらん事務仕事がちょっと溜っていてな。そのせいで少し、寝ね不足ぎみなだけだ。気をつかうな」

「でも……」

　妻は、なおも納なつ得とくいかぬげにこちらを見上げている。その白い顔に向けて、総監は厚い唇くちびるを不器用にほころばせた。

「だいじょうぶだ。もうあらかた、仕事も片づいている。あとは、書類にちょっと目を通してサインすればそれで終わりさ……そうだ！　なんだったら、私も買い物に付き合おうか？」

「え？　だけど、お疲れなんじゃ……」

「マリーの笑顔を見ていれば、疲れなんて吹ふっ飛ぶよ……よし、もうちょっと待っててくれ。すぐにこっちを片づける。そうしたら三人で出かけよう。ドレスの仕立てが終わったら、買い物をして、少し街をぶらついて……うん、久しぶりに三人で食事なんてのもいいか。ここのところ、一緒に食事もできなかったしな」

「…………」

　大きな目で、妻は夫の無骨な笑顔を見返した。何かもの言いたげに唇を二、三度開閉したが、結局、何も言わぬままこくりと頷く。内心、胸を撫なで下ろし、ヤンは畳たたみかけるように会話を締しめくくった。

「よし。じゃ、マリーと一緒に支し度たくしておいてくれ。私もすぐに降りていく……ああ、誰かに馬車を用意させておけよ。最近は、街も物ぶつ騒そうだ」

「わかりました」

　ラシェルは逆らわなかった。ただ、テラスから執務室に戻もどりかけた夫の背中に向けて、何か、思い詰つめたような声で呼びかける。

「あなた、ご無理はなさらないでね」

「無理なんかしないさ……お前たちを失わずにすむ限りはな」

　台詞せりふの後半は心の中で呟つぶやくに止とどめ、ヤンは背中越ごしに手を振ってみせた。娘むすめのはしゃぐ声とそれをたしなめる妻の声が中庭を遠ざかってゆくのを聞きながら、再び執務卓につく。

「……ふう」

　組んだ指の上に額をおいた男の口を、深いため息がこぼれた。

　もうすぐ五つになるマリーには、そろそろ、婚こん約やくの話もちらほらと上がってきていた。その意味でも、実質的な社交界デビューとなる今度の誕生会はぜひとも成功させてやりたい。三流貴族出身のヤン自身は婚約はかなり遅おそかった。それだけに、自分の娘には、きちんと名家の息子むすこと結婚させて、幸福な家庭を築かせてやりたい。そのためにも、今、この時期のスキャンダルは避さけねば──

「──ヤン・ファン・メーレン」

　悩なやむ男の背後からかかった声は、研とぎ澄すまされた鋼こう刃じんめいた響ひびきを備えていた。

　吸い寄せられるように振り返ったヤンは、不用心にも、自分がテラスの窓を開け放したままだったことに気づいた。海からは、相変わらず爽さわやかな風が吹き込んでいる。ただ、はためくカーテンの向こう、青く澄んだ空を背景に立っていたのは、まるで夜そのものが侵しん食しよくしてきたような不ふ吉きつな黒影だ。

「誰だれだ、お前は？」

　ゆっくりと尋たずね返したとき、ヤンの表情は、すでにして武人のそれに変じていた。

　ごく自然に肩かたを落としながら、腰こしの剣つるぎへ手を滑すべらせる。代々、荒あらくれ者たちを束たばねてきた傭よう兵へい貴族の総領に相応ふさわしく、剣けん士しとしてのヤンの技量は卓たく越えつしていた。ただ、相手も、厳重に警備されたこの屋や敷しきをここまで潜もぐり込んできた奴やつだ。ただ者であろうはずがない。用心深く隙すきを窺うかがいながら、ヤンはそろそろと下半身の重心を移動させた。

「私は、初対面の者とアポイント無しでは会わないことにしている。下で、秘書に話を通せ」

「初対面ではない」

　侵入者の唇を、軋きしるような声が漏もれた。

　右手に携たずさえた長大な鉄棒と、目ま深ぶかにおろしたフードの陰かげになって人相は窺えなかったが、どうやら年のころはヤンと同じか、少し若いぐらいだろう。顔に落ちた影かげの底では、翡ひ翠すい色の瞳ひとみが不吉に光っている。煉れん獄ごくの炎ほのおを集めて凍とう結けつさせれば、あるいはこんな色で輝かがやくかもしれない。

「いや、あるいは初対面かもしれんな、ヤン・ファン・メーレン。ここにいる俺は──」

「──ふッ！」

　男の言葉の途と中ちゆうで、ヤンは溜ためた気を勢いよく吐はき出していた。同時にほとばしった剣光は、蹴け倒たおした椅い子すが床ゆかにぶちあたるより早く、侵入者の影を薙ないでいる。

　だが次に響いたのは、肉の裂さける音でも血の吹き出す響きでもなかった。鼓こ膜まくを突つき破るような異音──男の掲げる鉄棒にヤンの愛刀が弾はじかれた、甲かん高だかい金属音だ。

「俺の剣を弾いた!?」

　とてつもない力に抜ばつ剣けんの体勢を崩くずしながら、ヤンは目を剝むいた。

　こと居合いに関して、同盟領内で彼の右に出る者はなかった。いや、いるにはいたが、十年前にその男が死んでから、彼の抜刀術は無敵を誇ほこっていた。まだ試ためしたことはないが、吸血鬼どもでさえ、捕ほ捉そくできると確信していたほどだ──それが、いともたやすく！

「相変わらず、お前の動きには無駄が多すぎる、ヤン」

　驚きよう愕がくに凍こおりついている警視総そう監かんに向けて、男はひっそりと笑った。

　その影は、抜剣の瞬しゆん間かんにヤンの正面左手──居合いにとっては宿命的な死角に滑り込んできている。それは、ヤンの斬ざん撃げきが相手に完全に読まれていたことを意味していたが、若き警視総監はそこまでは思い至らなかった。否いな、思い至るどころではなかった。その瞳は、死者の復活でも目撃したかのように大きく見開かれていたからだ。

「ユ、ユーグ──!?」

　淡あわい金きん髪ぱつをたなびかせた男の顔を瞳に映して、ヤンは絶句していた。

「ユーグ・ド・ヴァトー！　なんでお前──がッ！」

　実体すら備えた強風が、驚きよう死し寸前にあった青年貴族を真正面から叩たたいた。鉄棒の一いち撃げきを胸に喰くらったのだと悟さとったときには、ヤンの体は仰あお向むけにひっくり返っている。無様に背中から倒たおれると、強打した脊せき椎ついがひび割れた悲鳴をあげた。

「……久しぶりだな、ヤン」

　激痛に身もだえる警視総監に鉄棒を突きつけ、男は冷たく囁ささやいた。

「いや、それとも警視総監殿どのとお呼びすべきか？　なんにせよ、ご栄達、お祝い申し上げる」

　痛みを堪こらえて、ヤンは上目遣づかいに侵入者の顔を見上げた。男にしておくのが勿もつ体たい無いような白はく皙せきの美び貌ぼうとたなびく金髪。そして憂うれいを湛たたえた翡翠色の瞳──見誤りようがない。ユーグ・ド・ヴァトー。ヴァトー家の長男。ヤンの幼なじみ。そして、唯ゆい一いつ、勝てなかったライバル。

　だが、十年も前に死んだはずが、どうやって!?

「じゅ、十年間も何をしていた、ユーグ？」

　氷のような視線に心臓を摑つかまれながらも、かろうじてヤンは声を絞しぼり出した。

「連れん絡らくもよこさず……ずっと心配していたんだ」

「〝心配していた〟？」

　仁に王おう立ちのユーグの唇くちびるが、三日月の形に割れた。

「心配していたのは自分の地位じゃないのか、ヤン？　その地位を、俺に奪うばわれるんじゃないかと恐おそれていたんだろう？　我が一族を吸血鬼どもに売って得た、その汚けがらわしい栄光を！」

「ぐふッ！」

　復ふく讐しゆう者しやの腕うでがかすかに動いたかに見えたときには、ヤンの口からくぐもった悲鳴がこぼれている。勢いよく鳩尾みぞおちを突かれ、身を折る男の耳を、底知れぬ悪意と憎ぞう悪おが突き刺さした。

「苦しいか？　苦しいだろうな。だが、俺の一族の受けた苦しみは、こんなものじゃなかった……」

　激痛に嘔おう吐とする旧友を、氷のような視線で睥へい睨げいする若者の手がかすかに動いた。澄すんだ金属音とともに鉄棒が割れ、裂け目から現れた白い光こう芒ぼうが、秀しゆう麗れいな美貌に凶きよう悪あくな隈くまを作る。鉄棒に仕込まれていた長刀ブレードの切っ先を逆しまに垂らすと、剣けん鬼きは憎悪にひび割れた声で咆ほう哮こうした。

「一族の仇かたきだ──苦しんで死ね、ヤン・ファン・メーレン！」

「ま、待て！　話を聞け、ユーグ！　俺も奴らに……〝四カウン伯ト・爵フオー〟に利用されたんだ！」

「聞く耳持たん！」

　深い怨えん嗟さとともに、風を巻いて白はく刃じんが突き下ろされる──だが、鋼こう板ばんすら貫つらぬくそれを遮さえぎったのは、控ひかえめなノックと穏おだやかな女の声だった。

「──あなた、ちょっとよろしい？」

　二人の男が弾かれたように目を上げたときには、扉とびらが開いている。無む警けい戒かいに戸口に立っていたのは、ほっそりした人ひと影かげだ。
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「お仕事はいかがですの？　マリーがパパはまだかって、むずかって……」

「──く、来るな！」

　数ミクロンの位置まで迫せまった凶きよう器きのことを、ヤンは完全に忘れた。

「入って来るな、ラシェル！」

　だが、敵手のことを失念していたのは、仁王立ちになっていた剣けん士しの方もそうだ。

「ラシェル──!?」

　旧友の凶相が、女を見た瞬間、驚愕にとって変わられるのをヤンは視界の端はしで見た。

「え……？」

　そして、その表情は、妻の浮うかべたものとまったく同じだった。夫に突きつけられた剣に悲鳴をあげようとしていたラシェルの唇が、剣士の顔に目をやるや、愕がく然ぜんと凍りついたのだ。

「噓うそ……ユーグ？」

「──話の続きは改めて聞く、ヤン・ファン・メーレン！」

　ユーグの手の中で、長刀が魔法のように回転した。必殺の凶器を鞘さやに収めながら、剣士は倒れたままの仇きゆう敵てきに小声で囁いた。

「今夜十時、俺とお前が初めて会った場所に来い。一人でだ──来なければ、お前と吸血鬼どもの繫つながりを全すべて公表してやる！」

「あ！　ま、待って！」

　悲鳴にも似た声をあげたのは、ヤンではない。魔ま法ほうが解けたように表情を取り戻もどしたラシェルが、テラスに飛び出した黒影に向けて叫さけんだのだ。

「ユーグ！　待って、話を……！」

「……よせ、ラシェル！」

　剣士を追って駆かけ出そうとした妻の前に、ヤンはかろうじて立ちあがった。血相を変えて、抱だき止める。

「危険だ！　追うな！　追うんじゃない！」

「で、でも、あなた……どうして、ユーグが!?」

「違ちがう！　あれはユーグじゃない！」

　もがく妻を抱きすくめ、ヤンはようやく意味ある言葉を発することに成功した。

「違うんだ、ラシェル……あれはその、ただのテロリストだ。私を暗殺するつもりだったんだろう。いきなり入ってきて……」

「テロリスト？　でも、でもあの顔は──」

「ああ、私も最初は驚おどろいた。だが、ユーグは十年前に死んだんだ。死んだ人間がここに来るわけがないじゃないか。他人の空似だ」

　まだ納なつ得とくできないでいる妻に、ヤンは強ごう引いんにまくしたてた。壁かべの電話に手を伸のばしながら、口早に命じる。

「とにかく、すぐに人を呼んで、屋や敷しきの警備を固めさせる。まだ近くに奴やつがいるかもしれん……ラシェル、お前はマリーの側そばにいるんだ。何があっても、あの子から目を離はなすな！」

「で、でも……わかりました」

　依い然ぜん、ラシェルの表情は平静からほど遠いものではあったが、娘の名に、ようやく多少の理性を取り戻したらしい。握にぎりしめた手を神経質に開閉しながら、操あやつり人形のように頷うなずく。

「私はマリーと一いつ緒しよにいます……でも、気をつけて、あなた」

「ああ……愛してる、ラシェル」

　蒼そう白はくになった妻が早足に部屋を出てゆくのを見送って、ヤンは震ふるえる手でダイヤルを回した。回線が繫がるわずかな時間が、永えい劫ごうのように感じられる。

（ユーグ……まさか、生きていたとは！）

〝ユーグ！〟

　あのとき、妻の顔に浮かんだ感情──あれは、なんだったろう。

　驚きよう愕がくだけではなかった。無論、旧知を懐なつかしむ表情でもない。もっと生々しく、熱を帯びた感情──ユーグの顔に浮かんでいたのも、まったく同じ表情だった。それは、かつての恋こい人びとたちの──

　呼び出し音が途と切ぎれた。続いて聞こえたのは、嫌いや味みなほど鼻にかかった甲かん高だかいアルトだ。

〈はいヤー？〉

「……ファン・メーレンだ」

　一つ深呼吸すると、ヤンは受話器に向かって震える声を押し出した。

「少し、いいか？　実はアムステルダム伯はく殺しの一件で、重要な情報がある……」

　喉のどの奥で飲み下した唾つばきは、毒のように苦かった。




　　　　Ⅱ




　明日から改装工事が行われる大聖堂は、今夜は完全に無人だった。

　広こう壮そうな空間に垂れこめた静せい寂じやくは、思い出の中のそれといささかも変わらない。優美に弧こを描えがく高い曲面ヴオー天井ルトも、壁の古さびた漆しつ喰くいの色調も、黄金に彩さい色しよくされた祭さい壇だんに並ぶ蠟ろう燭そくも……それを見上げている若者の方は、およそ持てるものの全すべてを、永久に失ったというのに。

　献ノー聖トル母ダム大聖堂。

　黙もく然ねんと背の愛刀を担かつぎ直すと、ユーグは祭壇を再び見上げた。

　ぬばたまの闇やみ、薔ステ薇ンド窓グラスに射さす月光がほの白く浮うき上がらせるのは、祭壇の向こうに広げられた三連トリプ祭壇ネテイ画ツクだ。画面中央に配された鮮せん烈れつな光の中、悲ひ嘆たんにくれる大勢の人々が十じゆう字じ架かから御み子この遺体を降ろしているそのドラマティックな情景は、見る者を捉とらえて放さない。が、僧衣の剣けん士しが見上げるのは、その左さ翼よくに添そえられた一枚の裾すそ画えだった。

『懐かい妊にんせる聖母』──処女の身にして御子を宿した聖母が、大きな腹を愛いとおしむように撫なでている。二十年近く前、初めてこの大聖堂を訪おとずれたとき、ユーグといま一人の少年は、首を捻ひねったものだ。いきなり神の祝福を受けてその御子を宿した身でありながら、何もなかったように婚約者ヨセフと結けつ婚こんした聖母マリア。しかも彼女は、無事に御子を産んだ後は、その夫との間に別の子も産んでいる──いったい、彼女は何を考えていたのかと。

　だが、残る一人、二人の少年を忠実な騎き士しのように従えたその少女は、こともなげに言ったものである。

〝女の愛情は複雑で──しかも、けっして一つじゃないのよ〟

　その言葉に、二人の少年はと言えば、ますますわけがわからなくなって、互たがいに顔を見合わせた。女って、わからないよな……

「──来たか」

　暗い静寂の向こうから聞こえたかすかな音が、ほろ苦い追つい憶おくの園から剣士を追い立てた。

　半眼に閉じていた翠すい瞳とうは、すでに鋭するどい輝かがやきを取り戻している。入り口の方からかすかに聞こえてきたのは、複数の足音だ。ユーグは愛刀を腰こしに引きつけると、慎しん重ちように気配を探さぐった。

（数は……三人か）

　少し意外ではある。

　あの裏切者──ヤンが単独で現れるとは、最初から思っていない。だが、三人というのはいかにも少なすぎる。こちらの油断を誘さそうための罠わなかもしれない。何と言っても、あの男はいまや警視総そう監かんなのだ。対テロ精せい鋭えい部隊である機動警務隊も含ふくめた、四都市同盟中の警官を動員することができる身である。外には、相当数の手勢を伏ふせていると見るべきだろう。

　ユーグは油断無く闇に身を沈しずめたまま、扉とびらの向こうに現れた人ひと影かげを睨にらみ据すえた。

　ほっそりとした小こ柄がらな影が一つに、それに従う大柄な影が二つ……状じよう況きようによっては、叫さけびたてられぬよう、抜ぬき打ちで即そく死しさせねば──

「……あなたたちが見たというのは、ここなの？」

　澄すんだ声が闇の向こうから届いたとき、ユーグの心臓は、一いつ瞬しゆん、鼓こ動どうを止めた。

　いや、止まったのは心臓ばかりではない。音も光も、そして時間さえも……

〝女の愛情は複雑で──しかも、けっして一つじゃないのよ〟

　薔薇窓から射し込む月光が、かつてこの場所でそう笑った少女の顔を白く照らしている。ラシェル──いや、今はラシェル・ファン・メーレン警視総監夫人は、確かく認にんするように、付き従う二人を振ふり返った。

「確かに、この大聖堂にいらっしゃられるのですね、その神父さまは？」

「ええ、間違いございやせんや。奥方様がお探しの神父様は、確かにここにおりまさあ。入ってゆくところを、この目で見やした」

　下げ卑びた声で答えたのは、頰ほおに刀傷のある男である。おそらく、街につきもののゴロツキだろう。相棒の赤毛の大男ともども、はしっこそうな視線を周囲に巡めぐらせている。

（ラシェル……なぜ、ここに？）

　自問しかけて、すぐにユーグは悟さとった。あの手の輩やからは、情報屋として警察とも繫つながりを持っている。警視総監夫人であれば、接せつ触しよくするのにそう苦労はいるまい。

（警視総監夫人、か……）

　我知らず唇くちびるを嚙かみ締しめながら、ユーグはかつての許いい婚な者ずけの顔を見直した。

　透すけるように白い顔と、都市貴族レヘント特有の淡あわい色の金きん髪ぱつ。そして長い睫まつ毛げに沈んだエメラルドの瞳ひとみ──何も変わっていない。十年の歳月が、まるで彼女の上だけは避よけて通ったかのようだ。だが、左薬指にはまった指輪は、すでに彼女の身が、遠くユーグの手に届かないものとなってしまったことを物語っていた。そう、かつての婚約者は、もはや他人ひとの妻なのだ──それも、憎にくむべき仇かたきの。

「…………」

　闇の中、無言のまま、ユーグは身を翻ひるがえした。

　彼女と言葉を交わすつもりはなかった。自分は、これから彼女の夫を殺さねばならない。ヤンを殺し、奴やつに滅ほろぼされた一族の仇を討うつ──それが、どんな顔をして、彼女に会える？

「ご苦労さまでした……これで、おいしいものでも召めし上がりなさい」

　カンテラを手にしたラシェルが、ゴロツキの手に小こ銭ぜにを載のせている音を背中で聞きながら、ユーグはそろそろと後退した。揺ゆれる火ほ影かげに捕つかまらぬよう、回かい廊ろうに林立する柱の陰かげを縫ぬいつつ、そっとその場を後にする──

「な、何をするのです!?　その手をお放しなさい！」

　慌あわてたようなラシェルの声が鼓こ膜まくを打ったのはそのときだった。

「奥方様ァ、言いたかないんですが、こいつぁ、ちぃっと少なかありませんかい？」

　刀傷のある男が、表情を強こわばらせる貴婦人の手をがっしりと摑つかんでいた。息がかかりそうな距きよ離りまで顔を近づけると、ドスを利きかせた声こわ音ねで囁ささやいたのだ。

「警視総監夫人のご依い頼らいってことで、俺ら、大急ぎで動いたんですぜ？　これっぽっちじゃ、ちょおっと納なつ得とくいきませんな？」

「そ、そうですか？　それなら……」

　怯おびえを隠かくせず、しかし、あくまで貴族としての気位は保ちながら、ラシェルは追加の金を取り出そうとした。だが、レースの財さい布ふを貴婦人の掌てのひらごと摑みとると、刀傷はいやらしい声で笑った。

「あなたのような御夫人が、こんな夜中に、若い神父を探して街をふらふらされるとは、こいつぁ、あんまし穏おだやかな話じゃありませんなあ。さぁて、御主人が知ったら、どんな顔をされることか」

「わ、私を脅きよう迫はくなさるおつもりですか？」

　ようやく、自分が穏やかならざる立場に立っていることに気づいたらしい。ラシェルの声のトーンが一瞬、高くなり、それから、萎しぼむように低くなった。

「そんなことをすれば、どんな……」

「どんな目にあうってんで？」

　怯えたように後ずさる貴婦人に、下品な笑えみを浮うかべた二人のゴロツキはにじりよった。

「あっしらの心配より、ご自分の心配をなさった方がよろしいんじゃありませんかい？」

「は、放しなさい！」

　抱だきすくめられたうえに臭くさい息まで吹ふきかけられ、ラシェルは逃のがれようと必死にもがいた。だが、むしろその抵てい抗こうを楽しむようににやつきながら、刀傷は相棒に声をかけた。

「ヨハン、お前ぇはしっかり手ぇ押さえとけ。放すんじゃねえぞ」

　しかし、ヨハンと呼ばれた大男は下品な呼びかけに答えなかった。やや顔を俯うつむけて押し黙だまったまま、その場に立ち尽つくしているだけだ。

「あん？　どうした、ヨハン？」

「…………」

　いぶかしむように刀傷が問いを重ねたとき、大男の体はくたくたとその場に頽くずおれている──その傍かたわらに鉄棒を杖つえ突ついたまま、ユーグは静かに警告した。

「そこまでにしておけ──まだ、命が惜おしいならな」

「な、なんだあっ……こ、こいつ、例の神父!?」

　不ふ吉きつな幻まぼろしのように出現した神父の姿に刀傷は狼ろう狽ばいしたように喚わめいたが、すぐに密みつ造ぞう銃じゆうらしいピストルを引き抜ぬいた。それを振ふり回しながら、

「てめえ、どこに隠れて──」

「警告はしたぞ」

　ぶっきらぼうな一言とともに澄すんだ金属音が響ひびいたのだが、刀傷の耳には届かなかった。彼がようやく異常に気づいたのは、凶きよう器きの銃口を神父に向けようとしたときだ──銃口がない。

「……は？」

　不格好な銃身だけを握にぎって、ゴロツキはあんぐりと口を開いた。その鼻先に突きつけられていたのは、優美な弧こを描えがく長刀ブレードだ。青光りする刃やいばの上には、鏡のような切り口を見せて切断された銃身が、何か滑こつ稽けいなアクセサリーのように載せられていた。

「捜さがし物はこれか？」

「ひ、ひっ！」

　静かに尋たずねられて、刀傷は悲鳴をあげた。ただの鉄の塊かたまりと化した拳けん銃じゆうを放り捨てるや、後も見ずに聖堂を飛び出してゆく。

「仲間を見捨てていくとはひどいな……」

　ユーグは苦笑すると、床ゆかに放置されたままの大男と拳銃の残ざん骸がいに目を落とした。暴発の危険のある拳銃を遠くに蹴けり飛ばそうとして──

「……ユーグ？」

　激しく震ふるえる声が、剣士の動きを止めた。

「ユーグ……やっぱり、ユーグなのね」

「……人違いだ」

　ともすれば振り返ろうとする体を叱しつ咤たしながら、ユーグは表情を消した。

「俺は、ただの巡じゆん回かい神父だ。そのような者ではない──失礼」

「……ユーグ！」

　咄とつ嗟さに身を翻ひるがえし、闇やみの中に逃にげ込もうとした神父だったが、それはかなわなかった。

　柔やわらかくか細い、しかし、けっして振り払はらえぬ腕うでが、彼の体に絡からまったからだ。僧衣の背中を濡ぬらしたのは、低い嗚お咽えつと熱い涙なみだだ。

「どうして！　どうしてなの!?　生きていたのなら、どうして……」

「…………」

　ユーグは口を開くことができなかった。言いたいことは、それこそ山のようにある。だが、それはこの場、彼女に言えるようなことではなかった。虚むなしく口を開閉したあげく、かろうじて言葉にできたのは──

「ヤンとは……うまくいっているのか？」

　不器用に、しかし努めて感情を消して、ユーグはそれだけを尋ねた。

「彼は優やさしくしてくれるか？」

「……ええ」

　背中に埋うめられた顔は、しばしのためらいの後に頷うなずいた。

「あの人はとっても優しいわ……それに、娘がいるの。マリーって言って、来月で五つになるわ」

「そうか……」

　泣いているとも笑っているともつかぬ目を祭さい壇だんの聖母に向け、ユーグは呟つぶやいた。

「幸せなのだな」

「ん……」

　今度は、何の躊ちゆう躇ちよもなく、ラシェルは頷いた。涙でも拭ぬぐっているのだろうか。背後で、かすかに衣きぬ擦ずれの音がしていたが、続いて聞こえてきた声は、もう泣いてはいなかった。

「こアンのトワ街ープに何をしに来たの、ユーグ？」

　振り返った神父の顔を見上げ、女は囁ささやいた。表情を欠いたその美び貌ぼうからは、何を考えているかは読めない。ただ、わずかながら震える声で、

「まさか、主人が何か？　昼間、屋や敷しきで彼と……ひょっとして、あなたの家のことと主人が何か関係あるの？」

「…………いや」

　無限とも思える永い時──それでいて、心臓が一つ鳴るだけの間をおいて、ユーグは首を振った。纏まとう僧衣を指すと、そっけなく答える。

「俺は、今、見てのとおり教皇庁にいる──先々月起こった、アムステルダムの旧教会の殺しの一件を知っているか？　あの調査を命じられたんだ。ヤンには、その情報をもらおうと思って行っただけで……十年前のこととは関係ない」

「でも、あの、昼間は……」

　昼間、夫の書しよ斎さいで向き合っていた二人の姿は、到とう底てい、久きゆう闊かつを叙じよす旧友同士とは見えなかったはずだ。不ふ審しんげな表情を崩くずさぬラシェルに向け、神父は軽く肩かたをすくめてみせた。

「俺が正規の手続きを通さなかったんで、警視総そう監かん殿どのに情報提供を断られた。それで、ちょっとゴタついたのさ……あいつは、昔から堅かたい男だった。今でも変わってないな」

「そう……」

　細い肩が下がると、大きなため息を押し出した。それまで緊きん張ちようで白ちゃけていた美貌に、血の色が挿さしたのが、薄うす闇やみの中でもはっきりとわかる。安あん堵どしたようにラシェルは目を伏ふせたが、再びそれが上がったとき、彼女の声には明らかに切せつ迫ぱくしたような響きがあった。

「ユーグ、すぐにこの街を出て」

「──なに？」

　訝いぶかしげに問い返した神父に、貴婦人は強い調子で繰くり返した。

「とにかく、ここを離はなれて……あなたの欲しい情報なら、私が何とかします。だから、今晩中にこの街を出て。そして、二度と戻もどらないで」

「どういうことだ、ラシェル？」

「理由は聞かないで……でもお願い、ユーグ、約束して！」

　我知らず、かつての許いい婚な者ずけの僧衣を握にぎったまま、ラシェルはかすれたような声で叫さけんだ。

「もう、この街には近づかないって！」

「……それはできん」

　何をこんなに焦あせっているのか──白い美貌の向こうに揺ゆれる感情の影かげを困こん惑わくとともに見やって、ユーグは首を振ふった。

「俺も仕事だ……そう気軽に任務は放ほう棄きできん」

「どうしても？　どうしてもなの？」

「どうしてもだ……それより、なぜだ、ラシェル？」

　密着した細い体からは、とくとくと脈打つ鼓こ動どうが衣ころも越ごしに伝わってくる。昔の恋こい人びとを抱だきすくめたくなる欲望を頭の隅すみに封ふうじこめながら、ユーグは問いただした。

「どうして、俺がここにいると困る？　何か、知っていることがあるのか？」

「それは……」

　訴えるような瞳ひとみにたゆたうのは、なぜか悲しみの光だった。やや薄うすめの唇くちびるをかすかに震ふるわせ、ラシェルはユーグの視線を真正面から捉とらえた。

「あなたが近くにいると、私は……」

　上気したラシェルの声は聞き取りづらいほどにかすれている。だが、逆にそれが、彼女が求めているものを、どんな言葉も及およばぬほどに訴うつたえてくる。

「……ダメだ、ラシェル」

　むせかえるように甘あまやかな香かおりの中、ユーグは顔を背そむけようとした。だが、女はそれを許さない。繊せん手しゆがそっと動くと、弱々しい、しかし同時にいかなる力でも抗あらがい難がたい強さで剣士の顔を捉える。切ない吐息を漏らす唇が、固く引き結ばれた口に、そっと重なり──

　わざとらしい拍はく手しゆの音が、男と女の時間を断ち切った。

「おや、おや、おや、おや」

　反射的に顔をあげたユーグの視線の先、聖堂内にひっそりと佇たたずんでいたのは細い男の影だ。

「おお、死にも似て慈じ悲ひ深き夜よ。青ざめた月の祝福せし時よ……ああ、麗うるわしの時間の、何と短きことか」

「──誰だれだ、お前は？」

　問いかけながらも、ユーグは相手の正体を看取していた。怯おびえたようにとりすがるラシェルの体重を腕うでの間に感じながら、自分の迂う闊かつさに、内心臍ほぞを嚙かむ──吸ヴア血ンパ鬼イアの接近をここまで許すとは！
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「僕はハンス・メムリンク──人は、〝漂ひよう泊はくの詩人〟とも呼びます」

　そう呼んでいるのは本人だけだったし、そもそも漂泊などしたことはないのだが、思い入れたっぷりに、若者は名乗った。タキシードと合わせた薔薇ばらの蕾つぼみを持っていった口元に覗のぞくのは、鋭するどい牙きばだ。

「〝四カウン伯ト・爵フオー〟の一人、アントワープ伯はくを務める身でもあります──ああ、いまや〝三伯爵〟ですね。ユーグ・ド・ヴァトー神父、あなたが一人殺してしまったのでした」

　くつくつと喉のどが鳴ったときには、堂内のあちこちから、不ふ吉きつな影が立ち上がっていた。その数、約十。いずれの唇からも、鋭い輝かがやきがこぼれている。

「さてさて、逢おう瀬せのさなかに野や暮ぼの極きわみではありますが、神父さまには是非ともうかがいたいことがある。ご同行願いましょう……そちらの美しいご夫人もご一いつ緒しよに」

「奇き遇ぐうだな──俺も貴様に聞きたいことがある、ハンス・メムリンク」

　紫色に輝く吸血鬼の瞳を見み据すえて、ユーグは挑ちよう発はつ的てきに笑った。

「だが、場所を変える必要はない──どこで吟うたうのも一緒なら、ここで吟ってもらおう、へぼ詩人」

「……〝へぼ詩人〟、だと？」

　金属と金属を摺すり合わせたときの、あの耳を覆おおいたくなるような音が鳴った。

　神父の言葉をオウム返しに復唱した吸血鬼が、鉤かぎ爪づめを擦こすり合わせたのだ。

「おい、お前！　今、俺を〝へぼ詩人〟と抜ぬかしやがったのか、このクソ短生種テラン!?」

「〝エセ詩人〟とでも言った方がよかったか？」

　がらりと口調を──いや、顔さえ変えて怒ど号ごうするメムリンクを傍はた目めに、ユーグはことさらうんざりと肩かたをすくめてみせた。

「アントワープに、やたら下手な詩を垂れ流すおかしな吸血鬼がいるとはかねがね聞いていたが……実物は想像以上にひどいものだな」

「貴様あっ！」

　絶ぜつ叫きようしたメムリンクの姿がかき消えた。いや、目にも止まらぬ速度で跳ちよう躍やくしたのだ。猫ねこ科かの肉食獣けだものの姿勢とスピードで、無礼な神父の首に牙きばを向ける──

「──かかった」

　無表情に呟つぶやいたユーグの手が、握にぎりこんでいた小さなスイッチを押した。その瞬しゆん間かんに噴ふき上がったのは、白い煙けむりと閃せん光こう、そして鼻び孔こうを抉えぐるような刺し激げき臭しゆうだ。

「う、うおっ！」

　鋭えい敏びんな五感がかえって仇あだとなった。たちまち堂内に充じゆう満まんした白はく煙えんに対し、反射的に顔を覆った吸血鬼どもの動きが、短時間、停てい滞たいする。

「逃にげるぞ、ラシェル！」

　元々、ヤンと警察の襲しゆう撃げきを迎むかえ撃うつために仕し掛かけた煙幕の中、ユーグはかつての婚こん約やく者しやの手を摑つかんだ。咳せきこむ彼女を、ひきずるように走り始めるが──

「逃がさんぞ、神父！」

　その眼前に、真っ赤な影かげが舞まい降りた。たっぷり三十センチあまりは伸ばした鉤爪を勢いよくうち振ふったのは、嚇かく怒どに栗くり色の髪かみを振り乱したメムリンクだ。

「誰だれが、へぼ詩人だっ！」

「──こだわる奴やつだな」

　舌打ちしたユーグは、体の前に鉄棒をたてた。旋せん回かいした鉤爪を的確に弾はじきつつ、ふと、一月前にアムステルダムで聞いたシスターの言葉を思い出す。

〝栗色の髪に藤ふじ色の眼をした貴族的な感じの男の人で──〟

　アムステルダム旧教会を襲おそい、聖職者を殺さつ戮りくした吸血鬼の特とく徴ちようは、目の前の自称詩人と完全に重なっていた。アムステルダムで屠ほふったカレル・ファン・デル・ヴェルフが最期に言い残した証言とも一いつ致ちする。

「やはり、旧教会を襲った奴はこいつか……ラシェル、君はそこでじっとしていろ。絶対に動くな」

「ユ、ユーグ？」

　低く命じた若者の顔を、かつての婚約者は不安げに見上げた。その瞳ひとみに映りこんでいる己おのれの凄せい惨さんな微び笑しように向けて、ユーグは冷然と言い捨てた。

「ラシェル、もう君の知っているユーグという男はどこにもいない。そいつは十年前に死んだ。一族が殺され、館やかたが焼け落ちるのを見ながら、無様に死んだ。ここにいるのは──」

　夜そのもののような静けさで、神父は例の鉄棒を腰こしに引きつけた。

「ここにいるのは──ただの死神だ」

　耳を覆うような絶叫があがった。いつの間にか横手に忍び寄っていた中年の吸血鬼が、心臓ごと真っ二つに断ち割られて床ゆかに叩たたきつけられたのだ。血霧が闇やみを紅あかく染そめたときには、神父の右手には優美な曲線を描えがく長刀ブレードが不ふ吉きつに輝かがやいている。

「……な、なんだ、こいつの動きは!?」

　頰ほおを汚よごした同きよう胞だいの血潮を拭ぬぐいもせず、メムリンクは眼を剝むいた。

　その目の前で神父の握る長刀が再び旋回する。虹にじのような光こう芒ぼうが閃ひらめいたときには、今度は右手から跳躍した別の同胞が、心臓を串くし刺ざしにされてのけぞっている。

「は、迅はやい……いや、遅い？」

　回転した刀身が犠ぎ牲せい者しやの心臓を破は裂れつさせるのを虚むなしく見守りながら、メムリンクは絶句した。

　短生種テランの数十倍にも達する長生種メトセラの反はん応のう速度からすれば、ユーグの動きは欠伸あくびが出るほどに鈍にぶい。だが、あんな鈍い動きで、どうやって戦せん闘とう状態の同胞を捕ほ捉そくしているのだ!?

「動作の最適化というのを知っているか、化け物？」

　メムリンクの驚きよう愕がくが伝わったのか、三匹びき目の吸血鬼の首を刎はねとばした剣けん士しが薄うすく笑った。

「ある動作をするとき──たとえば、手を上下に動かすといった単純動作をするだけでも、その動きには必ず無む駄だが出ている。左右への微び妙みような揺ゆれ、力み、作業途と中ちゆうでの軌き道どう修正……これは、普通、全労力の二割から三割をも占しめる」

　四よ度たび、光芒が躍おどった。血ち煙けむりの向こう、肉が断ち割られる音に断だん末まつ魔まの絶ぜつ叫きようが重なるのを、メムリンクは悪夢のように聞いた。

「確かに、人間の神経伝達速度は貴様らには及およばない。しかし、その速度差は、せいぜい二十倍から三十倍程度──これを実際に行動に移したときの作業効率に直せば、二、三割といった差でしかない。つまり、こちらが剣けんを振ふるうとき、対象の動きを完全に予測し、その予測に基づいて、百パーセント最適化された動きを実行できれば──」

　背後から、今にもユーグの首筋に喰くらいつこうとしていた五匹目の吸血鬼が悲鳴をあげた。口こう蓋がいに突つき刺さされた長刀に延えん髄ずいを撃げき砕さいされ、その絶叫も断ち切られたように途と絶だえる。

「その速度を無駄に浪ろう費ひしている貴様らなど、捕捉するのはたやすいことだ」

「ち、ちきしょうっ！」

　絶対的優位から、思いもよらぬ逆境に突き落とされ、メムリンクは顔をひきつらせた。奮戦する仲間を見捨てて身を翻ひるがえしたその背中に向け、ユーグは得物を旋回させた。逃げる吸血鬼は〝加速〟に入ろうとするが、間に合わない。余よ裕ゆうをもって、ユーグがアントワープ伯はくの頭を挽ひき肉に変えようとした、まさにその瞬しゆん間かん──

　乾かわいた銃じゆう声せいと同時に、激しい痛みが逞たくましい肩かたを貫つらぬいた。

「くっ……！」

　乱れた切っ先は、虚むなしく長生種メトセラの髪を数本、切断しただけにとどまった。激痛の中、かろうじて首を捩よじったユーグは、蒼そう白はくのラシェルが、今にもこぼれんばかりに目を瞠みはっているのを見た。その手の中で白い硝しよう煙えんをあげているのは、婦人用の二連デリ護身ンジ拳銃ヤーだ。

「ラシェル、撃つな！　君の腕うででは、どうせ命中あたらん！」

　血のほとばしる肩を押さえてユーグは怒ど鳴なった。自分を援えん護ごしようとしたのだろうが、素人しろうとが撃って吸血鬼に命中させられるものではない。

「おとなしく、隠かくれて──」

「よそ見とは、余裕があることよな、神父！」

　体勢を整えたメムリンクが咆ほう哮こうした。勢いよく翻った鉤かぎ爪づめを視界の端はしに捕捉し、反射的にユーグは身を引こうとしたが、さらにそこに二度目の銃声──

「！」

　銃じゆう弾だんに脇わき腹ばらを抉えぐられた神父の姿勢が崩くずれた。それを横よこ殴なぐりの鉤爪が襲う。これは、かろうじて立てた剣で受けるも、灰色熊なみの吸血鬼のパワーそのものまでは流せない。長身は、壁かべに向けて宙を舞まった。

「…………！」

　背中から壁面に叩きつけられたユーグの口が、無音の苦鳴と血泡を噴ふきこぼした。そのままずるずると頽くずおれたときには、長刀もその手を離はなれて床に転がっている。

「ざまないな、神父！」

　甲かん高だかい哄こう笑しようが破は裂れつした。呻うめく神父をまたぐように仁に王おう立ちになると、メムリンクは鉤爪をその喉のどに突つきつけた。

「ユ、ユーグ！」

　悲鳴をあげるラシェルの手は、すでに別の吸血鬼にしっかりと抱かかえ込まれている。ねっとりと笑った〝漂ひよう泊はくの詩人〟は、爪つめの先でユーグの顎あごをもたげさせた。

「なかなかに手こずらせてくれたな……さすがにアムステルダムを壊かい滅めつさせ、カレルの馬鹿を殺やっただけのことはある。が、それにしてもわからん。なぜ、お前はアントワープまで来た？　カレルを殺して、旧教会神父殺しの件を片づけた後、どうしてローマに帰らなかった？」

「〝片づけた〟……？」

　ユーグは、傷いたみにかすむ目で若い吸血鬼を見上げた。鉤爪を突きつけた手は女のように華きや奢しやで白く、染しみ一つない──染み一つない!?

〝手の甲になにか、花のような模様の入れ墨ずみをしていました──〟

（こいつじゃない……!?）

　血に汚よごれた顔の中で、翠すい瞳とうが大きく瞠みはられた、まさにその瞬間。

「全員、そこを動くなッ！」

　高圧的な怒声と同時に、大聖堂の扉とびらが勢いよく開け放たれた。

　同時に、あたりを真昼のような輝かがやきで塗ぬり替かえながら、堂内に突とつ入にゆうしてきたのは、投光器を抱えた幾いく十じゆうもの人ひと影かげだ。

「き、機動警務隊！」

　軍ぐん靴かを鳴らして、迫せまってくる武装者たち──重火器とボディーアーマーで鎧よろったその完全武装を見たメムリンクの目が、こぼれんばかりに見開かれた。

「ば、馬鹿な！　なんでこいつらがここに……まさか、裏切ったのか、ファン・メーレン！」

　牙きばを剝むいた吸血鬼の絶ぜつ叫きように重なったのは、甲高い機関マシン拳銃ピストルの発はつ砲ぽう音おんだった。
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「お父フアーちゃまター？」

　舌足らずな呼びかけとともに扉を開けたのは、小さな人影だった。それまで睨にらみつけていた電話から視線をあげると、ヤンは少しだけ驚おどろいたように口を開けた。

「なんだ、マリー。まだ寝ねてなかったのか？」

「だってお部屋の周りに、知らないおじちゃんがいっぱいいるんだもの……」

　お気に入りのクマの人形を不安げに抱だきかかえた少女は、父のもとに駆かけ寄った。小さな体を擦こすりつけると、怯おびえたような目で訴うつたえる。

「なんだか、怖こわい」

「……だいじょうぶだ、マリー」

　鰓えらの張った口元に不器用な笑えみを浮うかべて、ヤンは娘に顔を寄せた。柔やわらかい頰ほおを節くれ立った指で突つつきながら、

「あのおじちゃんたちは、いい人たちなんだ。マリーとお母様ムツターを、おうちに入ってくる悪い人から守ってくれてるんだよ」

「悪い人って？」

　大きなクマをぎゅっと抱えて、マリーはあどけない顔を傾けた。

「ファーター、悪い人がおうちにくるの？」

「いや、それは……」

　自分の発言がかえって娘を怯えさせてしまったことに気づき、ヤンは慌あわてて首を振ふった。

「悪い人は来ない。だいじょうぶだ。だが、その……いちおう、念のためさ」

「ネンのためって？」

「それは……弱ったな。なんて言えばいいのかな？」

　心底困って、ヤンは頭を搔かいた。

「ああ、そうだ。ムッターのためだよ。ムッターは、ほら、怖がりだから。あの人たちに周りを守ってもらってるんだ」

「でも、ムッターはお出かけしてるよ？」

「お出かけ？」

　愛まな娘むすめの発言に、ヤンは眉まゆをしかめた。

　てっきり、ラシェルは娘と一いつ緒しよにいるものだとばかり思っていたが──？

「お出かけって……マリー、どういうことだ？」

「ムッター、街にご用があるって……マリーは、部屋でお留守番なの。でも、寂さびしくって、ファーターに……」

「マリー、ちょっと待ってなさい……おい、誰だれかいないか？」

　舌足らずに単語を羅ら列れつする娘の頭を撫なでて、ヤンは護衛官を呼んだ。

〝お出かけしてる〟？　こんなときに!?

（ラシェルのやつ、いったい……!?）

　昼間のユーグの侵しん入にゆうの際、彼女にはテロリストの襲しゆう撃げきだと言ってごまかした。納なつ得とくしてなかったのだろうか？

〝ユーグ!?〟

　あのとき、かつての婚こん約やく者しやを見た妻の視線、あれは──

「おい、誰か！　誰かいないのか!?」

「お呼びですか、警視総そう監かん殿どの？」

「遅おそい！　何をしていた！　呼ばれたら、さっさと来ないか……」

　胃の腑ふに鉛なまりでも流し込まれたような痛みを感じながら、ヤンはようやく現れた人物を怒ど鳴なりつけた──否いな、正確には怒鳴りかけたところで、蒼そう白はくになったその唇くちびるが活動を停止する。それを歪ゆがんだ微び笑しようで見やると、部屋に入ってきたその男は意地の悪い嘲ちよう弄ろうを吐はき出した。

「ああ、申し訳ない。とりこんでいたものでねぇ……この棟むねの護衛官二十人、皆みな殺ごろしにするのは、少々、骨が折れたよ」

「お、お前……！」

　頭から爪先まで、真っ赤に染まった青年の姿にヤンの声は裏返った。タキシードは無数の銃じゆう痕こんでぼろ布のようになり、おどろに乱れた髪かみは見る影もない。まだ血の滴したたる鉤爪に舌を這はわせているその顔は──

「メムリンク！　なんでお前、ここに……その格好はいったい何だ？」

「〝何だ？〟だと？　ぬけぬけとまあ」

　何がおかしいのか、血まみれの吸血鬼はくすくすと笑ったが、次の瞬しゆん間かんには、その笑みは悪鬼のそれに変じている。

「この裏切者が！　よくも謀はかったな！」

「！」

　若い吸血鬼の姿がかき消えたように見えたときには、ヤンの体は勢いよく壁かべに叩たたきつけられていた。息することもままならず、咳せきこむ警視総監を、赤い吸血鬼は冷然と見下ろした。その手が抱きかかえているのは、失神した幼女だ。

「マ、マリー……！　ア、アントワープ伯はく、何のつもりだ!?　これはどういうことだ!?」

「何のつもり？　それは、こっちの台詞せりふだ！　俺の一族を皆殺しにしやがって！」

　かっと伸びた牙きばは、赤い糸を引いている。窓まど際ぎわに仁に王おう立ちになったまま、傷ついた長生種メトセラは怒号した。

「あの警官隊はなんだ、ファン・メーレン！　貴様、例の神父ごと、俺を消そうとしやがったな！」

「な、何の話だ!?　警官隊など、俺は知らんぞ！」

　事実である。ヤンがしたのは、メムリンクに連れん絡らくをつけて、ユーグの居場所を密告しただけだ。部下には、何も命じていない。

「お前、いったい何を言ってる!?」

「そうか……この期ごに及およんで、貴様、まだしらばくれるつもりか」

　吸血鬼の目が、腕うでの中の白い顔に落ちた。怒いかりに完全に理性を蒸発させた紫し瞳とうが欲望に細まるのを見て、ヤンは悲鳴をあげた。

「よ、よせ！　マリーになにをするつもりだ!?」

「決まっているだろう……デザートだよ」

　薄うすい唇を蠢うごめかせて、メムリンクは笑った。咄とつ嗟さに立ちあがろうとしたヤンの腹に蹴けりをいれると、わざと見せつけるように幼女のうなじをかきあげる。

「うん、きれいな、いい血管をしている……お前の娘にしちゃ、うまそうじゃないか？」

「やめろ！　俺はどうなってもいい！　だが、マリーは……その子には手を出すな！」

　ヤンは跳はね起きようとしたが、背中をしたたかに打ちつけた体は所有者の意志に従おうとしない。一方、必死に手を差し伸べる父親を嘲ちよう笑しようして、吸血鬼は長い牙を剝むき出した。ことさらゆっくりと、娘の首に顔を重ね──

　吸血鬼の背後の窓ガラスが砕くだけ散った。

「…………!?」

　いましも、幼女の頸けい動どう脈みやくを食いちぎろうとしていた牙が、虚むなしく宙を穿うがった。夜よりなお昏くらい風が吹ふき込んできたそのときには、鮮あざやかに切断された吸血鬼の左腕ごと、幼女は床ゆかに落下している。激げき突とつの直前、それをすくいあげたのは、ぼろぼろの僧衣を纏まとった腕だ。

「があああああああああっ！」

　左肘ひじから先をきれいに失い、悲鳴をあげる吸血鬼。その血ち飛沫しぶきの中、死そのものの如ごとき冷たさで立ちふさがった影かげに、ヤンは目を瞠みはった。

「ユ、ユーグ！　ユーグ・ド・ヴァトー！」

「こいつの次はお前だ……待っていろ」

　無表情に呟つぶやいたときには、剣けん士しは意識のない幼女を父親の方に投げてよこしていた。と同時に、旋せん回かいした白はく刃じんがようやく体勢を立て直した吸血鬼めがけて襲おそいかかる──甲かん高だかい異音。

「ぎざまあッ！」

　残った右腕とそこから伸びた鉤かぎ爪づめをぎりぎりと押し込みながら、メムリンクは濁にごった咆ほう哮こうをあげた。人間とは比較にならぬ怪かい力りきが、仁王立ちの剣士をその立てた剣つるぎごと跳ねとばす。体重のない者のように宙に舞まった敵手を追って、鉤爪を振ふりかざした吸血鬼は床を蹴った。

「くたばりやがれ！」

「剣にオムネスより・エニムて生・クイ・くるアケペ者リント──」

　一方、弾はじかれたユーグの長身は、そのまま壁かべに叩きつけられていた。普ふ通つうなら、全身の骨が砕け、内臓が破は裂れつしていてもおかしくない衝しよう撃げきだ。だが、直前、猫ねこのように丸まった体は、足から壁へき面めんに着地している──強きよう靭じんなバネとバランス感覚で衝撃の全すべてを吸収した剣士は愛刀を腰こしにひきつけると、爪を閃ひらめかせて躍おどりかかってくる吸血鬼を無む慈じ悲ひな視線で見み据すえた。

「──剣にグラデイよりウム・グて滅ラデイオび・ペリぬブント、エィメン！」

　戛かつ然ぜん──交こう錯さくの瞬間、鉤爪は、剣士の頰ほおを浅く穿った。五本の赤い筋が、白はく皙せきの美び貌ぼうに弾ける。

　一方、長刀は静かに獲え物ものの胴どうに吸い込まれていた。右みぎ腋わきから心臓まで、ほとんど胴体を輪切りにされた吸血鬼の体は、骨のへしゃげる音をあげて壁に突つっ込み、それきり動かなくなった。

「…………はあっ」

　──激戦を見守っていたヤンの口を、大きなため息がこぼれた。床に広がる血ち溜だまりを前に、失神したままの娘の髪かみをただ撫なで続ける。

　終わったのか？　では、自分と娘は助かったのか？

　──終わってはいなかった。

「待たせたな、ヤン・ファン・メーレン」

　自ら屠ほふった吸血鬼を黙もく然ねんと見下ろしていた僧衣カソツクの剣士が、青ざめた顔で振り返ったのだ。

「次はお前だ」

「う……」

　満身創そう痍い──ユーグの全身は朱あけに染まり、僧衣カソツクはあちこちが裂さけて見る影もない。しかし、これほどに傷つきながらなお、剣士の全身から放たれる殺気は、ヤンを捉とらえて放さない。十年という歳月が旧友を剣けん鬼きに変えたことをヤンは悟さとった。いまや、自分が死力を振り絞しぼっても、敵てきせえぬことも。

「死ね──」

　だから、そう言ってユーグが白刃を振り上げたときも、ヤンは腰の剣に手を伸ばすことはおろか、慈悲を乞こうことすらできなかった。うな垂れた彼の口からこぼれたのは、まったく別の言葉だ。

「お、俺は……俺は、ラシェルにふさわしい男になりたかった……」

「……なに？」

　いましも振り下ろされようとしていた長刀が、空気に接着されたように動きを止めた。

　だが、それすら気づかぬように、罪人は嗄しわがれた声を継いだ。

「俺は、このとおり、醜みにくい。能力だってたかが知れているし、メーレン家は傭よう兵へい貴族としては三流だ……地位も、力も、俺は遥はるか、お前にはかなわない。いや、それだけじゃない。全てに恵まれたお前は、ラシェルまで……」

「だから、裏切ったというのか？」

　復ふく讐しゆうの剣を振り上げたまま、剣士は声を上ずらせた。

「だから、俺を裏切り、一族を滅ほろぼしたのか？」

「すまない、ユーグ……許してくれ……」

　娘の体を抱だきしめたまま、ヤンは顔を上げられなかった。羞しゆう恥ちと悔かい恨こん──そして、それ以上に激しい感情に動かされ、震ふるえる声をこぼす。

「俺を許してくれ……俺が死んだら、ラシェルとマリーは……」

「ふざけるな！」

〝ラシェルとマリー〟──その言葉を聞いた剣士の顔が目に見えて青ざめたのをヤンは知らない。掲かかげる剣がかすかに震えていることにも。

「貴様は、自分が何をやったかわかっていて、そんなことを言うのか、ヤン！　俺は赦ゆるさない！　絶対に、貴様は赦さん！」

　まるで自分を叱しつ咤たするように、ユーグは咆哮した。咆哮しながら、振り上げたままだった剣を振り下ろす。

「死ね！」

「！」

　頭上に冷たい風を感じながら、ヤンは反射的に目を閉じた。全てを裏切って手に入れた人生──この十年、一時も気の休まることはなく、夜中に悲鳴をあげて飛び起きることもしばしばだった。かつての友やその一族の名を耳にするたびに、内はら臓わたは鉛なまりでも流し込まれたように重くなった。だが、それでも自分は幸せだった。なぜなら、かけがえのない家族とともに暮らすことができたから。しかし、それももう終わりだ……

「…………？」

　なぜ、自分はまだ生きているのだろう？

　全身、水に浸つかったように汗あせだくになったまま、ヤンは薄うす目めを開けた。オレンジ色の髪に触ふれるか触れないかのところで、空気に接着されたように止まっているのは死そのもののような冷光を放つ白はく刃じんだ。だが、それを手にした剣鬼はといえば──

「ラシェル……」

　ユーグの目は、ヤンの背後、開け放たれたままだった扉とびらの向こうを凝ぎよう視ししていた。正確には、そこに立って、小さな拳けん銃じゆうを手にした細身の人ひと影かげを。

「──その人から離はなれて、ユーグ」

　必死で走ってきたのだろう。元々白い顔は紙のような色になり、薄い肩かたは激しく上下している。しかし、荒あらい息を吐はきながらも、ラシェル・ファン・メーレンの手に握にぎられた二連デリ護身ンジ拳銃ヤーの銃口は、ユーグを捉えて放さなかった。

「お願い、その人から離れて、ユーグ。離れないと……撃うつわ」

「──さっき聖堂で発はつ砲ぽうしたのは、メムリンクを狙ねらっていたんじゃないな？」

　かつての許いい婚な者ずけの泣き笑いのような顔に、ユーグは表情を消した視線を向けた。向けながら、絶望的な洞どう察さつを舌に載のせる。

「あれは、メムリンクを狙った弾たまがそれたんじゃない……最初から、俺を狙ったんだな？」

「ええ……あなたがヤンのことを諦あきらめてくれないことがわかったから。夫の命令と偽いつわって、あの警官隊を大聖堂に出動させたのも私です。まさか、吸血鬼たちと鉢はち合あわせするとまでは思わなかったけれど……」

　震える手とは対照的に、ラシェルの声は静かだった。落ち着いていたと言ってもいい。

「そう。できれば、あなたには夫のことは諦めて欲しかった。あなたと彼が殺し合うところは見たくなかった。だから、この街を出ていって欲しかった──だけど、あなたは諦めてくれなかった」

〝ユーグ、すぐにこの街を出て〟

　あのとき、彼女はユーグがアントワープにやってきた目的をすでに知っていたのだ。当然、ユーグの不器用な虚言うそにも気づいていた。だが、それでもあえて虚言に乗って見せ、彼を街から追い出そうとしたのは──

　銃口をかつての婚こん約やく者しやの眉み間けんに置いたまま、ラシェルは機械のように首を振った。

「ユーグ、私、あなたのことが大好きでした。あなたの妻になりたかった。それは誓って本当のこと……でも、私は、今、この人を愛しているの。この人を失ったら、私は生きていけない」

「…………」

　血を吐くような声に対し、剣士はなお鋼はがねじみた沈ちん黙もくを守っている。その冷たく光る翠すい瞳とうを見たラシェルの目に、初めて、大おお粒つぶの涙なみだが浮うかんだ。泣き笑いのような奇き妙みような表情のまま、その細い指をトリガーにかける。
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「ユーグ、今の私はこの人を愛しているの。そして、この人も私を愛している。だから、私はこの人を護まもる──たとえ、あなたが相手でも！」

「よせ！　ラシェル！」

　訴うつたえるようにヤンが吠ほえたとき、ラシェルの指はトリガーを引いていた。轟ごう音おんとともに白い煙けむりが銃口から噴ふん出しゆつする──だが、そのときには二連デリ護身ンジ拳銃ヤーは持ち主の手を離れて、どこかに吹ふっ飛んでいた。

「ユーグ……お願い……」

　二連デリ護身ンジ拳銃ヤーを弾はじき、そのまま、弧こを描えがいて自分の眼前に突つきつけられた白刃を見つめながら、ラシェルの表情は変わらなかった。ただ、死そのもののようにそそり立つ黒影に向けて哀あい願がんするように、手を合わせる。

「悪いのは全部、私なの……だからお願い。私のあの人を殺さないで……お願い、ユーグ……」

「…………」

　ユーグは答えなかった。石のように沈黙したまま、白刃を顔の側そばまでひきつけただけだ──その切っ先は、まっすぐラシェルの顔面を向いていた。

「や、やめろ、ユーグ！」

　静かに眼めを閉じる妻と、こちらも静かにその刀身を突き出す旧友──不自由な体を必死で持ち上げながら、ヤンはかつての恋人たちに絶ぜつ叫きようした。

「やめてくれええええっ！」

　──肉と骨が硬かたい金属に破は砕さいされる無む慈じ悲ひな音が、男の絶叫をかき消した。

　今しもラシェルの背後で立ち上がりかけていた赤いタキシードの男──白刃は、その真っ赤な口こう蓋がいを見事に捉とらえていた。そのまま脳幹まで貫つらぬき、吸血鬼の動きを永久に停止させている。

「メ、メムリンク!?　こいつまだ生きて……ラ、ラシェル！」

　蒼そう白はくになって倒たおれてきた妻を無我夢中で抱だき留めたヤンは、無念の形相すさまじい吸血鬼の死体から剝むき出された牙きばを見やった。もし、長刀がこいつを絶命させるのが一いつ瞬しゆんでも遅おくれていれば、あれはラシェルの首を抉えぐっていたに違ちがいない──そのことに気づいてぞっとなったところで、僧衣カソツクの影が、ふと自分たちの傍かたわらを離れたことに気づく。

「ユ、ユーグ！」

　沈黙したまま部屋を後にしようとしている去りかけた旧友の背中に、ヤンは思わず叫さけんでいた。

「ユーグ……俺を許してくれるのか？」

「許す、だと？」

　虚うつろな笑えみを美び貌ぼうに浮かべたまま、剣士は振り返った。背に担かついだ得物が、そんな主の声に応じたように、不気味な金属音をあげる。

「馬鹿を言うな。俺は、永久に貴様を赦ゆるさない……だが、貴様より先に始末せねばならない奴やつらがいる。ヤン、貴様を殺すのはその後だ」

「〝先に始末〟……ユ、ユーグ、お前、まさか〝四カウン伯ト・爵フオー〟のところに行くつもりか!?」

　旧友の微び笑しようにぞっと背せ筋すじを凍こおらせながらも、ヤンは声をつまらせた。

「やめろ！　吸血鬼どもは、もうお前のことを知っているんだ。今頃ごろ、手ぐすね引いて待ちかまえているぞ！」

「待ちかまえている、か……嬉うれしいじゃないか」

　俯うつむいた白い横顔の中で、薄うすい唇くちびるが割れた。

　虚きよ無む的な光を湛たたえた翠瞳が、ここにいない誰だれかを底知れぬ憎ぞう悪おをこめて、それでいてどこか懐なつかしむような視線で見み据すえている。

「もう、俺の居場所はどこにもない。待ってくれている者もどこにもいない。だが、奴らだけは、あの化け物どもだけは、俺を待ってくれているわけだ……ならば、望みどおり、行ってやるさ」

「……ユーグ！」

　全すべてを拒きよ絶ぜつするように翻ひるがえった背中に、ヤンは再び叫さけんだ。だが、彼がかつての友の返答を聞くことはついになかった──ただ、夜の闇やみの底から響ひびいた低い呟つぶやきを除いては。

「行って……皆殺しにしてやる」
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　マリーは、お引っ越こしの支し度たくで忙いそがしかった。

　ファーターが〝けーしそーかん〟というお仕事をやめたので、もうすぐ、このお家から出ていかないといけなくなったのだ。住み慣れたお家を離はなれるのはとても悲しかったけれど、マリーはファーターもムッターも大好きだったので、がまんしてあげることにした。

「それに、あたらしいお家はちょっと小さくて古いけど、ステキな屋根裏部屋があるの」

　中庭から母屋おもやに続く小道を歩きながら、マリーは木箱いっぱいに入った彼女のおおと人も形だちたちに言い聞かせた。

「きっと、あなたたちも好きになるわ……ユーグは、とても気にいったって」

　最近、ムッターに買ってもらったお人形──ユーグは、マリーのお気に入りだった。一昨日おととい、新しいおうちの下見に行ったときも、一緒に連れて行ってあげたほどだ。なかなかハンサムな神父さまで、名前もムッターがつけてくれた。

「早く、新しいお家にひっこしたいねー……あれぇ？」

　ハンサムな神父さまに一生懸けん命めい、お話ししていたマリーだったが、ふと、正門の方を見たとき、目を丸くしてしまった。正門から、中庭に入ってきた小こ柄がらな影かげ──茶色の髪かみを短く刈かり整えた若い男が着ているものが、ユーグと同じ服だったからだ。

「神父さまだ……」

「──質問がある」

　その若い神父は、案内も乞わずに母屋の方に歩いてきたが、ふとマリーに目を止めた。ガラス玉めいた瞳ひとみで少女を見下ろすと、

「ここはヤン・ファン・メーレンの屋や敷しきか？　回答の入力を」

「う、うん。そうだけど……」

　抑よく揚ようのない平板な声に気け圧おされたようにマリーは頷うなずいた。それを確かく認にんすると、神父は再び玄げん関かんの方へ歩き始めた。

「し、神父さま？」

　無言で振ふり返った神父に向けて、マリーはおそるおそる尋たずねてみた。

「神父さまは……ユーグのおともだち？」

「…………」

　人形を掲かかげて見せた少女の無む邪じや気きな質問に対し、神父は仮面めいた表情を崩くずさなかった。ただ、平板な声でこう告げただけだ。

「──否ネガ定テイヴ」
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トリニティ・ブラッド外伝 ＳＬＩＮＧ ＢＬＡＤＥ（完）









　あとがき







　お久しぶりです。吉田です。文庫書き下ろしの『トリニティ・ブラッドＲリボー．ン・Ｏオン．・ザＭ・マ．ルスⅡ』以来、五ヶ月ぶりのご無ぶ沙さ汰たになりますが、こうして、再びご挨あい拶さつできて、光栄の極きわみであります。

　なにせ、

『文庫が売れなかったら打ち切り』

『連れん載さいのアンケートが、三位以上取れなかったら打ち切り』

『同じくアンケートが五位以下に下がったら打ち切り』

　とまあ、デッドエンド・フラグがやたらと多いこのシリーズです。こうしてあとがきを書くまでは、ちゃんと出版されるものなのかどうか、いきなり打ち切られてないかどうかは、作者や編集者にすら皆かい目もく不明という五ご里り霧む中ちゆうっぷり。現在、わが国に数多あまたあるヤングアダルトノベルの中でも、こと、あてにならなさに限れば右に出るものはないと自信を持って断言できます（泣）。

　さて、そんな三六五日二四時間崖がけっぷち真まっ只ただ中なかな『トリ・ブラ』ですが、隔かく月刊誌『ザ・スニーカー』に一クール四話で連載中のＲレイジ．・アゲＡインス．ト・Ｍザ・ム．ーンズシリーズ第Ⅱクール分を、こうして加筆修正してお届けすることができました。連載さえ危あやぶまれたこのシリーズが無事に四冊目の文庫化なったのもひとえに、できの悪い相棒をいつも辛しん抱ぼう強く支えてくれる絵師のＴＨトーＯＲレＥＳス柴しば本もと氏＆担当[image: ]氏、角川書店他関係者各位、そしてなにより、応おう援えんしてくださった読者の皆みな様さまのお陰かげであります。本当にありがとうございました。この場を借りて、厚く御おん礼れい申し上げます。

　あ、しかもですね。この駄だ文ぶんを書いている二〇〇一年十一月現在、ＪＦＮ系カドカワサウンドシネマシリーズにて、Ｒ．Ａ．Ｍ．Ⅰがラジオドラマ化というゴージャス企き画かくが進行中であります。アベル役の一いち条じよう和かず矢やさんやトレス役の緑みどり川かわ光ひかるさん、カテリーナ役の深ふか見み梨り加かさんをはじめとする錚そう々そうたる声優陣じんに、根ね岸ぎし貴たか幸ゆき氏作曲の魅み惑わくのサントラ。おまけに、美び麗れいな書き下ろしイラストが飾かざるドラマＣＤまで発売されちゃうという魅惑のオマケ付きです。うう、蠟ろう燭そくの炎ほのおは消え去る前に一段と明るく輝かがやき、散る間ま際ぎわの薔薇ばらは一段と芳かんばしく香かおると言いますが……ああっ、幸せ過ぎて怖こわい！　これは、絶対になんか揺ゆり返しがあるよ！　さもなきゃ、全部夢オチだったとか（笑）。

　では、もし、消え去ったり散っていたり夢オチしていなければ、また、お会いしましょう！
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